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構造関係共通事項
項　　目 特　　記　　事　　項 項　　目 特　　記　　事　　項

１．１　適用範囲構－１

　 　の一般的な標準図とする。

　　 図とする。

１．２　優先順位

(１) 設計図書間で配筋方法に相違がある場合の優先順位は以下のとおりとする。

   １．建築工事特記仕様書（構造関係）

   ２．図面　　　２-１　下記２－２以外の図面

   ３．国土交通省大臣官房官庁営繕部制定「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）（平成25年版）」

１．３　特記仕様

・印の付かない場合は※印のついたものを適用する。

・印と※印の付いた場合は共に適用する。

１．４　用語の定義

１．５　記号等

表1　鉄筋の断面表示

建　　築

Ｄ３２Ｄ２９Ｄ２５Ｄ１６Ｄ１３Ｄ１０径
区分 Ｄ１９ Ｄ２２

表2　各階伏図における記号

（±　　）

記　号 説　　　　明

スラブの配筋種別

スラブ厚さ

階段の配筋種別

土間コンクリート

コンクリートブロック壁（ＣＢ壁）

梁・スラブの上がり下がりの範囲 FLからの上がり下がり

ボーリング位置

スラブ開口

打増しの範囲

試験杭の位置

杭の位置

記　号 説　　　　明

耐力壁の種別EKW○○

S 

S0

表3　梁貫通孔記号

建　　築

径
区分 50 75 100 125 150 175 200 225 250 275 300 325 350 375 400

表4　スリーブ材質の凡例

記号（建築用）

管名

 SP（白管）

鋼管

GA VU

硬質塩化ビニル管（薄肉管） つば付き鋼管（黒管）

RS

溶融亜鉛めっき鋼板

建築用以外のスリーブ材質は各工事による。

※ 

EW○○

ERW○○

施工の関係上やむを得ず発生する可能性の高い変更等（位置の変更）１．軽微な変更への対応

　　（あらかじめの検討） 　施工誤差を考慮して構造耐力上支障がない検討が行われている部分（変更に係る部材及び当

　に接する部材が令第82条各号に規定する構造計算によって確かめられる安全性を有するもの

　に限る）

　　　位置の変動寸法（　　　　　　　　　　）

　　　大きさに変動寸法（　　　　　　　　　　）

　　　位置の変動寸法（　　　　　　　　　　）

　　　開口の移動範囲（　　　　　　　　　　）

　　　　ない移動範囲に限る

　　　開口の移動範囲（　　　　　　　　　　）

　　　　荷重が増加しない範囲に限る

　　　位置の変動寸法（　　　　　　　　　　）

(３) 構造関係共通図（配筋標準図，鉄骨標準図）以外については，図面及び監督職員の指示による。

(１) 構造関係共通図（配筋標準図）は，鉄筋コンクリート及び鉄骨鉄筋コンクリート造等における鉄筋の加工，組立等

(２) 構造関係共通図（鉄骨標準図）は，鉄骨造及び鉄骨鉄筋コンクリート造における鉄骨の加工，組立の一般的な標準

   　　　　　　　２-２　構造関係共通図（配筋標準図，鉄骨標準図）

項目は，番号に・印のついたものを適用する。

特記事項は，・の付いたものを適用する。

（１）設計図とは，建築構造図のうち特記仕様書，構造関係共通図以外の図面をいう。

（２）異形鉄筋の径（本文，図，表において「Ｄ，ｄ」で示す）は，呼び名に用いた数値とする。

（３）長さ，厚さ等の単位は，特記なき限り㎜とする。

設計図中で使用する記号は，表1～表8，図1を標準とする。

　該部材に接する部材以外に応力度の変更のない場合であって，変更に係る部材及び当該部材

　　　許容される大きさ，荷重の条件（　　　　　　　　　　）

　　　　ただし構造計算及びモデル化において耐力壁の剛性・耐力が変わらず，荷重が増加し

　　　　ただし構造計算及びモデル化においてスラブの断面及び配筋，開口補強が変わらず，

　　　あらかじめの検討範囲

　　　　※図示による（　　　　　　　　　　　）　

　　　あらかじめの検討範囲

　　　　※図示による（　　　　　　　　　　　）　

　　　あらかじめの検討範囲

　　　　※図示による（　　　　　　　　　　　）　

　　　あらかじめの検討範囲

　　　　※図示による（　　　　　　　　　　　）　

　　　あらかじめの検討範囲

　　　　※図示による（　　　　　　　　　　　）　

　　　あらかじめの検討範囲

　　　　※図示による（　　　　　　　　　　　）　

　　　あらかじめの検討範囲

　　　　※図示による（　　　　　　　　　　　）　

記号

Ｂ

Ｔ

Ｌ

Ｆ

Ｐ

ＦＬ

１

突合わせ継手

Ｔ型継手

部分溶込み溶接

フレア溶接

完全溶込み溶接

隅肉溶接
溶　接　継　手

溶　接　面
両面溶接 ２

片面溶接

かど継手

全周溶接

現場溶接

Ｌ－Ｐ

全周現場溶接

６０° ６０°６０°

（折線）

図1　溶接記号の記載例

断続溶接の間隔
断続溶接の長さ

溶接面
溶接継手

引出線 基準線 基準線引出線

※特記無き限り，完全溶込溶接の溶接方法・溶接面は適切な溶接方法等による。

区　　　　分

全　　周　　溶　　接

現　　場　　溶　　接

断面溶接の長さ及び間隔

全　周　現　場　溶　接

補助記号

Ｌ－Ｐ

表5　溶接方法，溶接継手及び溶接面の分類記号

表6　溶接の補助記号

　　　許容誤差（　　　　　　　　　　）

１．鉄筋コンクリート

　　工事

特記なき限り、下記による。

　　水量測定

3

　　　　　の範囲にある場合はそのまま打設する。

3

3

　　　　　量の測定を行う。　

3

3

3

　　　４）３）の不合格生コンを確実に持ち帰ったことを確認する。

　　　コンクリート温度等）と写真により提出する。

（１）単位水量の測定は，150mに1回以上及び荷下し時に品質の異常が認められた時に実施する。

（２）単位水量の上限値は，標準仕様書6.3.2(2)(ⅲ)による。

（３）単位水量の管理目標値は次の通りとして，施工する。

　　　１）測定した単位水量が，配合計画書の設計値（以下，「設計値」という。）±15kg/m

　　　２）測定した単位水量が設計値±15を超え±20kg/mの範囲にある場合は，その運搬車の

　　　　　生コンは打設してよいが，水量変動の原因を調査し，生コン製造者に改善を指示す

　　　　　る。その後，設計値±15kg/m以内に安定するまで，運搬車の3台毎に1回，単位水

　　　　　単位水量が設計値±20kg/m以内になるまで全運搬車の測定を行い，更に設計値±15

　　　　　kg/m以内に安定するまで，運搬車の3台毎に1回，単位水量の測定を行う。　

　　　３）測定した単位水量が設計値±20を超える場合は，その運搬車は打込まずに持ち帰ら

　　　　　せるとともに，水量変動の原因を調査し，生コン製造者に改善を指示する。その後，

（５）単位水量の測定方法は，高周波誘電加熱乾燥法（電子レンジ法），エアメータ法又は静

　　　電容量測定法による。また，試験機関は該当コンクリート製造所以外の機関とする。

（４）単位水量管理についての記録を書面（配合計画書，製造管理記録，打ち込み時の外気温，

２．コンクリートの単位

３．鉄骨工事 特記なき限り、下記による。

（１）日本建築学会「ＪＡＳＳ６」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」

（２）社）日本鋼構造協会「建築鉄骨工事施工指針」

（１）建築工事標準仕様書・同解説　ＪＡＳＳ５　鉄筋コンクリート工事２００９ 日本建築学会

（２）社）日本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事標準仕様書」（ガス圧接継手工事）

（３）鉄骨製作管理技術者登録機構「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」

　・くいの芯ずれを考慮した検討

　・小ばりの位置の変更を見込んだ大ばり等の検討

　・大きさの変更を見込んだスラブ等の検討（屋根床版含む）

　・はり貫通孔の大きさと位置の変更を見込んだ検討

　・壁開口の位置の変更を見込んだ検討

　・スラブの開口及び段差の変更を見込んだ検討

　・間柱の位置の変更を見込んだ検討

総
　
則

あ
　
ら
　
か
　
じ
　
め
　
の
　
検
　
討

施
　
工
　
方
　
法
　
等
　
計
　
画
　
書
　
関
　
連
　
等

令第129条の2の4の事項 ・建築物に設ける建築設備にあっては、構造耐力上安全なものとして、以下の構造方法による。

建築設備（昇降機を除く。）、建築設備の支持構造部及び緊結金物は、腐食又は腐朽の恐れがないもの

とすること。

屋上から突出する水槽、煙突、冷却塔その他これらに類するものは、支持構造部又は建築物の

構造耐力上主要な部分に、支持構造部は、建築物の構造耐力上主要な部分に緊結すること。

煙突の屋上突出部の高さは、れんが造、石造、コンクリートブロック造又は無筋コンクリート造の場合は

鉄製の支持を設けたものを除き、90㎝以下とすること。

煙突で屋内にある部分は、鉄筋に対するコンクリートの被り厚さを6㎝以上とした鉄筋コンクリート造又は

厚さが25㎝以上の無筋コンクリート造、れんが造、石造若しくはコンクリートブロック造とすること。

建築物に設ける給水、排水その他の配管設備は、風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に

対して安全上支障のない構造とすること。

建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリーブを設ける等有効な管の

損傷防止のための措置を講ずること。

管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において、伸縮継手又は可撓継手を

設ける等有効な損傷防止のための措置を講ずること。

管を支持し、又は固定する場合においては、つり金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震その他の震動及び

衝撃の緩和のための措置を講ずること。

給湯設備については、平成12年建設省告示第1388号の第5に規定する構造方法による。

法第20条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上から突出する水槽、煙突その他これらに

構造上安全なものであること。　

類するものにあっては、建設省告示第1389号により、風圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して

・サウンディング

調査内容（既住調査内容含む）

　※標準貫入試験

　 　

・土質試験

　・

調査報告書

・当該敷地の既住調査報告書及び今回工事に含まれる地盤調査報告書による

　　※工事着手前に当該敷地内で（　　　　）図に示す地盤調査を行う

・当該敷地の既住調査報告書のみによる

　※図示による（　　　　　　　　　　　　　　）

・有り

・無し

試験等　範囲　・ 工法　・ 仕様　・ 計測　・ 

　　・スウェーデン式サウンディング試験

　　・オランダ式二重管コーン貫入試験

　・物理的性能試験

　（

　　

　・力学的性能試験

　（

　　

　・現場浸水試験

　・孔内水平載可試験

　・弾性波速度検層

　・常時微動測定

　・平板載荷試験

・ 振動三軸試験　・ 中空ねじりせん断試験　・　　　　　　　　　　　　　　）

・ 一軸圧縮試験　・ 圧密試験　・ 直接せん断試験　・ 三軸圧縮試験

・ 液性限界，塑性限界試験・ 粒度試験　・ 土粒子密度試験　・ 含水比試験　

・ 細粒分含有率試験　・ 湿潤密度試験　・　　　　　　　　　　　　　　　　）

２．地盤調査資料

３．液状化対策

構造関係共通事項(1)

構－２

構－３

その他 図面番号の右肩に『Ｅ』を印字したもの（以下、 Ｅ付図）が最終図である。

工事を行う際には、それがＥ付図であるかを十分に確認すること。

杭偏心による構造検討及び計画変更等の手数料又は補強による費用については施工者負担とする。

潮温泉施設建設工事



D19～D25
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0.20.2

20

意匠図による

意匠図による

2

2
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0.62

0.2

1.01.0

0.2

20

意匠図による

島根県邑智郡美郷町長藤760-1
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3 RC

RC

30

30

30
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SS400

4T

F10T

頭付きスタッド（JIS B 1198）

S10T

鉄骨部材リストによる

鉄骨部材リストによる

鉄骨部材リストによるF8T(亜鉛めっき)

SS400一般構造用圧延鋼材

ABR490（JIS B 1220）

*****

基礎、基礎梁 33

1F柱壁～3F梁床 36

3F柱壁～RF以上 33
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構造関係共通事項
項　　目

１．建物概要等 建物概要

工事場所

工事名称

備考

構造概要

地下地上

X方向

Y方向
架構形式

方式

耐震構造

基礎方式

構造種別

備考

耐震安全性の分類

適用範囲は図示による

備考

備考

外力等

X方向 X方向

２．構造設計条件等 計算方法

計算法に○を記載する

許容応力度計算（令第82条各号＋令第82条の4）【ルート１】

許容応力度等計算　　 　　　　　　　　　　　【ルート２】

保有水平耐力計算　　 　　　　　　　　　　　【ルート３】

限界耐力計算

特別な検証法（時刻歴応答解析による）

　（評価番号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

設計用一次固有周期

地震地域係数（Z）

標準せん断力係数 Y方向X方向

速度圧（q）基準風速（Vo）

基準風速（Vo）
速度圧（q）

平均

垂直積雪量の低減

風圧力（施行令

　　　　第87条）

風圧力（施行令

地震力

積載荷重

　　 第82条の4）

地盤の種別

二次設計

地表面粗度区分

地表面粗度区分

一次設計

区域

設計垂直積雪量

単位荷重
2

X方向，Y方向の適用する

(　　)階～(　　)階(　　　)造

)造　　　)階(　　)階～((　　

（

（　　　　　　　　　　　　　　　　）構造

　　　　　　　　　　　　　　　　）構造

(

(　　

　　)階～(

)階～(　　

　　)階(

)階(　　　)造

　　　)造

・ 制振構造

・ 

・ 

・ 

・ Ⅲ類（1.0）　　

　　）

）階 ）中間階免振（　　

（　　　　　　　　）

（　　　　　　）秒

0.7

）秒　　　）種地盤　Tc=（第（　　　

Co=（　　　　　　　）

）Co=（　　　　　　　 Co=（

Co=（　　　　　　　）

　　　　　　　）

・Ⅰ ・Ⅱ ・Ⅲ ・Ⅳ

 ・Ⅳ ・Ⅲ ・Ⅱ・Ⅰ

・ 多雪区域以外

・ 低減しない

（

（　　　　　　）cm

　　　　　　）N/m/cm

）m/s（　　　　　　

 耐震構造　　・ 

免振構造（免振層の位置　・ 基礎下免振　・ 

べた　・ 連続　・ 独立　・ 直接基礎（ ・ 

杭基礎（ ・ 場所打ちコンクリート杭　・ 

Ⅰ類（1.5）　　・ Ⅱ類（1.25）　　・ 

Z=　・ 1.0　・ 0.9　・ 0.8　・ 

低減する　・ 

　　指定性能評価機関名（　　　　　　　　　　　　　　）

大臣認定（認定番号　　　　　　　　　　　　　　　　　）

その他の計算法（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　評価　・ 高層評価　・ 免振評価　・ その他

（　　　　　　）m/s

ボルト

アンカ－ボルト

スタッド

種　　　類 機械的性質による等級（材質）

高力ボルト

径（呼び名）mm

備　　考施　工　箇　所 種　　類 材　　質

備　　考施　　工　　箇　　所 鉄　筋　径

（呼び名）mm

網　目　形　状　mm

縦線ピッチ×横線ピッチ

×

継　手　工　法

重ね継手

重ね継手

鉄　筋　径

（呼び名）mm
材　　　　質

ガス圧接

ガス圧接

ガス圧接

ガス圧接

ガス圧接

SD345

SD345

SD390

SD390

施　　工　　箇　　所

KSS785 SHD685

A種 B種 C種 120 150厚 100 190 仕用箇所（  　　       ）

「高力ボルト、ボルト、アンカ－ボルト、スタッド」

「種類、材質」

「径、形状、寸法」

「コンクリートブロック（JIS A 5406）」

「鉄筋径、材質、継手工法」

(試　験) 共通仕様書
(アルカリ総量) (塩化物量) 0.3 kg/m3 （塩化物イオン量）

185 kg/m3(単位水量最大値) (単位空気量)
(混和材料) 共通仕様書 高性能ＡＥ減水剤
(セメント) 共通仕様書 (粗骨材) 砂利、砕石混合 砂利 砕石

3.0 kg/m3

※細骨材の塩分含有量は、ＮａＣｌ換算で０．０２％以下とすること。「コンクリ－トの材料」

　又、ｾﾒﾝﾄは普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄとする。
●ｺﾝｸﾘｰﾄは普通ｺﾝｸﾘｰﾄとし、Fc=39N/mm2～Fc=50N/mm2を使用する場合は※高強度ｺﾝｸﾘｰﾄとする。
○高強度ｺﾝｸﾘｰﾄ(36≦Fc＜50)を使用する場合は、ｽﾗﾝﾌﾟ値23cm以下又はｽﾗﾝﾌﾟﾌﾛｰ50cm以下とする。

○※「高い強度のｺﾝｸﾘｰﾄ(27＜Fc＜36)の取扱い」
　　水ｾﾒﾝﾄ比の最大値は55％とする。単位ｾﾒﾝﾄ量は、原則290kg/m3以上かつ450kg/m3以下とする。
　　ｽﾗﾝﾌﾟ値は、Fc≧30の場合はｽﾗﾝﾌﾟ値18cm以下、Fc＜30の場合はｽﾗﾝﾌﾟ値21cm以下とする。

コンクリート　（レディーミクストコンクリート　JIS Q 1001, JIS Q 1011, JIS A 5308）　

※　コンクリ－ト打設にあたり先送りモルタルの調合はコンクリートの調合に応じて定める。
「コンクリートポンプ工法施工指針同解説」（日本建築学会）によること。

2701518

施　工　箇　所
設計基準強度 ス　ラ　ン　プ

cm

水セメント比の

最大値 ％

270

270

270

21

18

18

18

18

単位セメント量

Fc N/mm2 の最小値 kg/m3

270 290

290

290

290

290

SD295A

SD295ASD345

SD345

重ね継手

重ね継手

重ね継手

15 55

55

60

60

60

60

60

構造用鋼材

鉄筋格子

溶接金網

鉄　　筋

コンクリ－ト

多雪区域　・ 

延べ面積

建築面積

高さ関係

工事種別

階数
階数に算入しない階

2

2

高さ（

軒高（

　　　　　　　）m

　　　　　　　）m

地上（　　　）階　地下（　　　）階　塔屋（　　　）階

（

（　　　　　　　　　　　　　）m

　　　　　　　　　　　　　）m

・ 移転改築　・ 増築　・ 新築　・ 

・ 大規模の模様替大規模の修繕　・ 

有り（　　　　　）　　　・ ・ 無し　　

建物用途

4.5 ％

溶 接 部 の 検 査 検査方法、検査率、判定基準

（社）鉄骨建設業協会「突合せ継ぎ手の食違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」による

検 　 査 　 箇 　 所 検　査　方　法 検　　査　　率　　　　％

工場突合せ溶接部 ％ ％超音波探傷検査 受入検査 自主検査 日本建築学会

％外観検査 受入検査

国交省告示1464号に関する溶接部の検査

現場突合せ溶接部 ％ ％超音波探傷検査 受入検査 自主検査 日本建築学会

％外観検査 受入検査

受入検査としての超音波探傷検査は工事監理者が承認する検査会社が行うものとする。

超音波探傷検査は、元請建設業者が検査会社と直接契約して依頼する。

判 　 定 　 基 　 準

30 100

100

30 100

100

(JIS規格品、もしくは大臣認定品とする)

既製コンクリート杭 

・ ）鋼 管 杭 　

全般

さ び 止 め 塗 装 素地調整、さび止めペイント

施 　 　 工 　 　 箇 　 　 所 素 　 地 　 調 　 整

Ｂ種 Ｃ種Ａ種 ＪＩＳ　Ｋ

Ａ種 Ｂ種 Ｃ種 ＪＩＳ　Ｋ

塗装不要箇所 高力ボルト接合部

さ び 止 め ペ イ ン ト

種

種

回塗り

回塗り

防錆塗装の範囲は、高力ﾎﾞﾙﾄ接合の摩擦面及びｺﾝｸﾘｰﾄで被覆される以外の部分とする。

実際の素地調整、及び さび止めペイントの採用については、実状に応じて決定すること。

溶 融 亜 鉛 め っ き 素地調整

施 　 　 工 　 　 箇 　 　 所 素 　 　 地 　 　 調 　 　 整

付着量試験 要 不要

溶融亜鉛めっき高力ﾎﾞﾙﾄの材質は F8T とし、特記なき限り大臣認定品を使用する｡

５６７４ １ ２

鋼材

材料規格証明書または試験成績書

制作要領書制作工場

スタッドボルト高力ボルト

工作図

特殊ボルト

施工計画図監　理　者　承　認 （ グレード以上）Ｒ

鉄骨突合せ溶接部の食い違い及び仕口のズレ、アンダーカットについては平12国交告第1464号によること。

継　手　工　法

重ね継手

重ね継手

鉄　筋　径

（呼び名）mm
材　　　　質

ガス圧接

ガス圧接

ガス圧接

ガス圧接

ガス圧接

SD345

SD345

SD390

SD390

施　　工　　箇　　所

KSS785 SHD685

A種 B種 C種 120 150厚 100 190 仕用箇所（  　　       ）
「コンクリートブロック（JIS A 5406）」

「鉄筋径、材質、継手工法」

(試　験) 共通仕様書
(アルカリ総量) (塩化物量) 0.3 kg/m3 （塩化物イオン量）

185 kg/m3(単位水量最大値) (単位空気量)
(混和材料) 共通仕様書 高性能ＡＥ減水剤
(セメント) 共通仕様書 (粗骨材) 砂利、砕石混合 砂利 砕石

3.0 kg/m3

※細骨材の塩分含有量は、ＮａＣｌ換算で０．０２％以下とすること。「コンクリ－トの材料」

　又、ｾﾒﾝﾄは普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄとする。
●ｺﾝｸﾘｰﾄは普通ｺﾝｸﾘｰﾄとし、Fc=39N/mm2～Fc=50N/mm2を使用する場合は※高強度ｺﾝｸﾘｰﾄとする。
○高強度ｺﾝｸﾘｰﾄ(36≦Fc＜50)を使用する場合は、ｽﾗﾝﾌﾟ値23cm以下又はｽﾗﾝﾌﾟﾌﾛｰ50cm以下とする。

○※「高い強度のｺﾝｸﾘｰﾄ(27＜Fc＜36)の取扱い」
　　水ｾﾒﾝﾄ比の最大値は55％とする。単位ｾﾒﾝﾄ量は、原則290kg/m3以上かつ450kg/m3以下とする。
　　ｽﾗﾝﾌﾟ値は、Fc≧30の場合はｽﾗﾝﾌﾟ値18cm以下、Fc＜30の場合はｽﾗﾝﾌﾟ値21cm以下とする。

コンクリート　（レディーミクストコンクリート　JIS Q 1001, JIS Q 1011, JIS A 5308）　

※　コンクリ－ト打設にあたり先送りモルタルの調合はコンクリートの調合に応じて定める。
「コンクリートポンプ工法施工指針同解説」（日本建築学会）によること。

2701518

施　工　箇　所
設計基準強度 ス　ラ　ン　プ

cm

水セメント比の

最大値 ％

270

270

270

21

18

18

18

18

単位セメント量

Fc N/mm2 の最小値 kg/m3

270 290

290

290

290

290

SD295A

SD295ASD345

SD345

重ね継手

重ね継手

15 55

55

60

60

60

60

60

鉄　　筋

コンクリ－ト

4.5 ％

(JIS規格品、もしくは大臣認定品とする)

項　　目

１．建物概要等 建物概要

工事場所

工事名称

備考

構造概要

地下地上

X方向

Y方向
架構形式

方式

耐震構造

基礎方式

構造種別

備考

耐震安全性の分類

適用範囲は図示による

備考

備考

外力等

X方向 X方向

２．構造設計条件等 計算方法

計算法に○を記載する

許容応力度計算（令第82条各号＋令第82条の4）【ルート１】

許容応力度等計算　　 　　　　　　　　　　　【ルート２】

保有水平耐力計算　　 　　　　　　　　　　　【ルート３】

限界耐力計算

特別な検証法（時刻歴応答解析による）

　（評価番号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

設計用一次固有周期

地震地域係数（Z）

標準せん断力係数 Y方向X方向

速度圧（q）基準風速（Vo）

基準風速（Vo）
速度圧（q）

平均

垂直積雪量の低減

風圧力（施行令

　　　　第87条）

風圧力（施行令

地震力

積載荷重

　　 第82条の4）

地盤の種別

二次設計

地表面粗度区分

地表面粗度区分

一次設計

区域

設計垂直積雪量

単位荷重
2

X方向，Y方向の適用する

(　　)階～(　　)階(　　　)造

)造　　　)階(　　)階～((　　

（

（　　　　　　　　　　　　　　　　）構造

　　　　　　　　　　　　　　　　）構造

(

(　　

　　)階～(

)階～(　　

　　)階(

)階(　　　)造

　　　)造

・ 制振構造

・ 

・ 

・ 

・ Ⅲ類（1.0）　　

　　）

）階 ）中間階免振（　　

（　　　　　　　　）

（　　　　　　）秒

0.7

）秒　　　）種地盤　Tc=（第（　　　

Co=（　　　　　　　）

）Co=（　　　　　　　 Co=（

Co=（　　　　　　　）

　　　　　　　）

・Ⅰ ・Ⅱ ・Ⅲ ・Ⅳ

 ・Ⅳ ・Ⅲ ・Ⅱ・Ⅰ

・ 多雪区域以外

・ 低減しない

（

（　　　　　　）cm

　　　　　　）N/m/cm

）m/s（　　　　　　

 耐震構造　　・ 

免振構造（免振層の位置　・ 基礎下免振　・ 

べた　・ 連続　・ 独立　・ 直接基礎（ ・ 

杭基礎（ ・ 場所打ちコンクリート杭　・ 

Ⅰ類（1.5）　　・ Ⅱ類（1.25）　　・ 

Z=　・ 1.0　・ 0.9　・ 0.8　・ 

低減する　・ 

　　指定性能評価機関名（　　　　　　　　　　　　　　）

大臣認定（認定番号　　　　　　　　　　　　　　　　　）

その他の計算法（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　評価　・ 高層評価　・ 免振評価　・ その他

（　　　　　　）m/s

多雪区域　・ 

延べ面積

建築面積

高さ関係

工事種別

階数
階数に算入しない階

2

2

高さ（

軒高（

　　　　　　　）m

　　　　　　　）m

地上（　　　）階　地下（　　　）階　塔屋（　　　）階

（

（　　　　　　　　　　　　　）m

　　　　　　　　　　　　　）m

・ 移転改築　・ 増築　・ 新築　・ 

・ 大規模の模様替大規模の修繕　・ 

・ ・ 無し　　

建物用途

既製コンクリート杭 

・ ）鋼 管 杭 　

有り（　　　　　）　　　

特　　記　　事　　項　　(宿泊棟)

特　　記　　事　　項　　(温浴棟) 使用構造材料(宿泊棟) 使用構造材料(温浴棟)

構造関係共通事項(2)

21 21

1515 基礎、基礎梁

1F柱壁～2F梁床

33

33

30

ラーメン

ラーメン

930

380

71

0.206

同左

同左

同左

耐震壁付ラーメン

ラーメン

(2-1)

0.156

- -

800

320

71

50

50

50

基礎・スラブ・せん断補強筋 D10～D16

基礎 D19～D22

柱・梁

2F柱壁～RF以上

50

50

50

基礎・スラブ・せん断補強筋 D10～D16

基礎 D19～D22

柱・梁 D19～D25

1F洗場

階段・間柱・渡り廊下

胴縁 SSC400一般構造用軽量形鋼

胴縁 STKR400一般構造用角形鋼管

鉄骨部材リストによる

屋根 (ひび割れ防止) φ6 150 150 勾配増打70以上の箇所

腹筋 D19 重ね継手※1

温浴棟による

温浴棟による

勾配増打70以上の箇所150150φ6屋根 (ひび割れ防止)

鉄骨突合せ溶接部の食い違い及び仕口のズレ、アンダーカットについては平12国交告第1464号によること。

Ｒグレード以上）（監　理　者　承　認 施工計画図

特殊ボルト

工作図

高力ボルト スタッドボルト

制作工場 制作要領書

材料規格証明書または試験成績書

鋼材

２１５６７４

溶融亜鉛めっき高力ﾎﾞﾙﾄの材質は F8T とし、特記なき限り大臣認定品を使用する｡

不要要付着量試験

素 　 　 地 　 　 調 　 　 整施 　 　 工 　 　 箇 　 　 所

素地調整溶 融 亜 鉛 め っ き

実際の素地調整、及び さび止めペイントの採用については、実状に応じて決定すること。

防錆塗装の範囲は、高力ﾎﾞﾙﾄ接合の摩擦面及びｺﾝｸﾘｰﾄで被覆される以外の部分とする。

回塗り

回塗り

種

種

さ び 止 め ペ イ ン ト

高力ボルト接合部塗装不要箇所

ＪＩＳ　ＫＣ種Ｂ種Ａ種

ＪＩＳ　ＫＡ種 Ｃ種Ｂ種

素 　 地 　 調 　 整施 　 　 工 　 　 箇 　 　 所

素地調整、さび止めペイントさ び 止 め 塗 装

全般

100

10030

100

10030

判 　 定 　 基 　 準

超音波探傷検査は、元請建設業者が検査会社と直接契約して依頼する。

受入検査としての超音波探傷検査は工事監理者が承認する検査会社が行うものとする。

受入検査外観検査 ％

日本建築学会自主検査受入検査超音波探傷検査 ％％現場突合せ溶接部

国交省告示1464号に関する溶接部の検査

受入検査外観検査 ％

日本建築学会自主検査受入検査超音波探傷検査 ％％工場突合せ溶接部

％検　　査　　率　　　　検　査　方　法検 　 査 　 箇 　 所

（社）鉄骨建設業協会「突合せ継ぎ手の食違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」による

検査方法、検査率、判定基準溶 接 部 の 検 査

溶接金網

鉄筋格子

構造用鋼材

「径、形状、寸法」

「種類、材質」

「高力ボルト、ボルト、アンカ－ボルト、スタッド」

×

縦線ピッチ×横線ピッチ

網　目　形　状　mm

（呼び名）mm

鉄　筋　径施　　工　　箇　　所 備　　考

材　　質種　　類施　工　箇　所 備　　考

径（呼び名）mm

高力ボルト

機械的性質による等級（材質）種　　　類

スタッド

アンカ－ボルト

ボルト

※1 スパンの中央付近で継ぐ

潮温泉施設建設工事

潮温泉施設建設工事

ホテル

意匠図による

意匠図による

意匠図による



株式会社 沖本初建築設計事務所

一級建築士大臣登録第103472号 沖  本   初

No.

2-21-404 Tsurumi cho Naka ku Hiroshima, 730ｰ0045, Japan

TITLE

[A1版:原図 → A3版:50％縮小]一級建築士事務所広島県知事登録  16(1)第0241号

S-02 （Ｅ）

構造設計担当：一級建築士事務所広島県知事登録第16(1)5162号　株式会社 坂田建築工学研究所
　　　　　　　一級建築士大臣登録第 335088 号 ／ 構造設計一級建築士第 9344 号　坂田憲彦

S=1:---配筋標準図（１）

構造関係共通図（配筋標準図）

Ｌ1 Ｌ1ｈ Ｌ2ｈ
2Ｌ 3Ｌ Ｌ3ｈ

Ｌ1 2Ｌ

ａＬ ｂＬ

ｂＬ

ａＬ

2Ｌ 2Ｌ

2Ｌ3Ｌ

Ｌ1 2Ｌ

Ｌ1ｈ

Ｌ1 Ｌ1ｈ

折曲げ

角度

折 曲 げ 図

折曲げ内法直径(D)

SD295A

SD295B，SD345
SD390

D16
以下

D19
～D38

D19
～D38

180°

135°

90°

d

4d以上

D

6d
以

上

8
d
以

上

3d以上 4d以上 5d以上

d
D

d
D

表1.1　鉄筋の折曲げ内法直径

　　　2．90°未満の折曲げの内法直径は特記による。

135°

及び

90°

(幅止め筋)

4d
以

上 D

4d
以

上

D

d

d

次の部分に使用する異形鉄筋の末端部にはフックを付ける。

（１）柱及び梁（基礎梁を除く）の出隅部

（３）杭基礎のベース筋

定着起点 定着起点

直線定着の長さ フックあり定着の長さ

図3.2　直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ

小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ

余長

　 又は　　

余長

表3.4　鉄筋の投影定着長さ

SD295A

SD295B

SD345

SD390

18 20d 15d

21 15d 15d

15d 15d

15d 15d

18 20d 20d

21 20d 20d

20d 15d

15d 15d

21 20d 20d

20d 20d

20d 15d

鉄筋
鉄筋

図3.5　スパイラル筋の継手及び定着

≧6d

≧6d ≧6d
≧6d

1.5巻き
以上の
添巻き

d

d d d

50d

5
0
d

末端部 中間部

（柱頭部又は柱脚部） （重ね継手）

コンクリートの

設計基準強度

Ｆｃ(Ｎ/ｍｍ　)

重ね継手 定着（スラブの場合） 定着（壁の場合）

図3.4　溶接金網の継手及び定着

　 又は　　

表3.1　鉄筋の重ね継手の長さ

鉄筋の
種類

SD295A

SD295B

SD345

SD390

コンクリートの

設計基準強度
（フックなし） （フックあり）

18 45d 35d

21 40d 30d

35d 25d

35d 25d

18 50d 35d

21 45d 30d

40d 30d

35d 25d

21 50d 35d

45d 35d

40d 30d

図3.1　フックありの場合の重ね継手の長さ

Ｆｃ(Ｎ/ｍｍ　)

（ａ）鉄筋の重ね継手

　　　　表3.1の重ね継手の長さのうち大きい値とする。

　　　　　（ⅱ）及び（ⅲ）をすべて満足するものとする。

　　　　　（ⅱ）余長は８ｄ以上

　　　　　（ⅰ）全長は表3.3に示す直線定着の長さ以上

１.１　鉄筋の加工

　　 　　とする。

２.１　異形鉄筋の末端部

柱

壁

壁

図2.1　末端部にフックを必要とする出隅部の鉄筋（ ● 印）

壁 壁

梁

床版

梁

壁 床版

（２）煙突の鉄筋（壁の一部となる場合を含む）

フックを付ける。

３.１　継手及び定着

Ｌ1 Ｌ1ｈ

Ｌ1ｈ

Ｌ1

Ｌ1 Ｌ1

Ｌ1ｈ

Ｌ1ｈ

Ｌ1ｈ

Ｌ1ｈ

Ｌ1

Ｌ1ｈ Ｌ1ｈ

Ｌ1 Ｌ1

Ｌ1 Ｌ1ｈ

Ｌ3ｈ

2Ｌ
3Ｌ

Ｌ2ｈ

表3.2　隣り合う継手の位置

フックありの場合

フックなしの場合

ａ

ａ

ａ

ａ

ｂ

ａ＝0.5

ａ≧400mm

カップラー

ａ≧0.5

ａ＝0.5 ａ≧0.5

(ｂ) 鉄筋の定着

ａ

ａ

圧接継手・溶接継手

表3.3　鉄筋の定着の長さ

鉄筋の
種類

SD295A

SD295B

SD345

SD390

コンクリートの

設計基準強度
Ｆｃ(Ｎ/ｍｍ　)

18 45d 35d

21 40d 30d

35d 25d

35d 25d

18 50d 35d

21 45d 30d

40d 30d

35d 25d

21 50d 35d

45d 35d

40d 30d

40d

35d

30d

30d

40d

35d

35d

30d

40d

40d

35d

30d

25d

20d

20d

30d

25d

25d

20d

30d

30d

25d

20d 10d －

10d

かつ

150mm

以上

小梁 スラブ 小梁 スラブ

直線定着の長さ フックあり定着の長さ

　　　4．　　：小梁の下端筋のフックあり定着の長さ。

図3.3　折曲げ定着の方法

鉄筋の種類

ａＬ

ｂＬ

3Ｌ2Ｌ

４.１　最小かぶり厚さ

構造部分の種別 最小かぶり厚さ

耐力壁以外の壁

土に接し
ない部分

煙突等高熱を受ける部分

土に接す
る部分

屋内

屋外

仕上げあり

仕上げなし

仕上げあり

仕上げなし

仕上げあり

仕上げなし

20

30

30

30

30

40

40

40

60

60

*

*

表4.1　鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さ（単位：mm）

 　　　ない。

　　　(１) 粗骨材の最大寸法の1.25倍

　　　(２) ２５ｍｍ

　　　(３) 隣り合う鉄筋の平均径（呼び名の数値）1.5倍

(ｆ) 貫通孔に接する鉄筋のかぶり厚さは（ｃ）による。

間隔

図4.1　鉄筋相互のあき

重
ね

継
手

機
械

式
継

手
圧

接
継

手
溶

接
継

手

（注）1．片持スラブ先端，壁筋の自由端側の先端で90°フックまたは135°フックを用いる場合は，余長を4d以上

（４）帯筋，あばら筋及び幅止め筋

　　　　　　 　　原則として，柱せいの3/4倍以上とする。

　（ただし，柱せいの3/4倍以上）

24，27

30，33，36

24，27

30，33，36

24，27

30，33，36

１節半以上，かつ，150mm以上

１節半以上，かつ，150mm以上

　　　3．軽量コンクリートの場合は，表の値に５ｄを加えたものとする。

　　（３） 溶接金網の継手及び定着は，図3.4による。

 　　　　　なお，  　及び  　は表3.3の（注）による。

　　（４）スパイラル筋の継手及び定着は，図3.5による。

24，27

30，33，36

24，27

30，33，36

24，27

30，33，36

（注）1．　 ，　 ：フックなし重ね継手の長さ及びフックあり重ね継手の長さ

　　　3．軽量コンクリートの場合は，表の値に５ｄを加えたものとする。

　（１）径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは，細い鉄筋の径による。

　（２）鉄筋の重ね継手の長さは，表3.1による。

　（３）鉄筋の重ね継手の長さとは，フックありなしにかかわらず４０ｄ以上（軽量骨材を使用する場合は５０ｄ以上）と

　　　　　（ⅲ）仕口面から鉄筋外面までの投影定着長さは表3.4に示す長さとする。ただし，梁主筋の柱内定着においては，

鉄筋の折曲げ内法直径及びその使用箇所は，表1.1を標準とする。

ただし，最上階の柱頭の四隅は

　　　　ただし，壁の場合及びスラブ筋でＤ１６以下の場合は除く。

　（４）隣り合う継手の位置は，表3.2による。

a≧400mm，かつ，a≧(ｂ+40)mm

   (１) 鉄筋の定着の長さは，表3.3及び図3.2による。

24，27

30，33，36

24，27

30，33，36

24，27

30，33，36

　　　 　また，中間部での折曲げは行わない。

　　　6．軽量コンクリートの場合は，表の値に５ｄを加えたものとする。

（注）1．　 ：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ。（基礎梁，片持ち梁及び片持ちスラブを含む。）

スラブ，

柱，梁，耐力壁

擁壁，耐圧スラブ

柱，梁，スラブ，壁

基礎，擁壁，耐圧スラブ

　　　2．「仕上げあり」とは，モルタル塗り等の仕上げのあるものとし，鉄筋の耐久性上有効でない仕上げ

　　　（仕上げ塗材，塗装等）のものを除く。

　　　3．スラブ，梁，基礎及び擁壁で，直接土に接する部分のかぶり厚さには，捨コンクリートの厚さを含ま

　　　4．杭基礎の場合のかぶり厚さは，杭天端からとする。

(ｂ) 柱，梁等の鉄筋の加工に用いるかぶり厚さは，最小かぶり厚さに１０ｍｍを加えた数値を標準とする。

(ｃ) 鉄筋組立後のかぶり厚さは，最小かぶり厚さ以上とする。

(ａ) 鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さは，表4.1による。

　　　5．塩害を受けるおそれのある部分等，耐久性上不利な箇所は，特記による。

（注）1．＊印のかぶり厚さは，普通コンクリートに適用し，軽量コンクリートの場合は特記による。

(ｄ) 鉄筋相互のあきは図4.1により，次の値のうち最大のもの以上とする。

(ｅ) 鉄骨鉄筋コンクリート造の場合，主筋と平行する鉄骨とのあきは（ｄ）による。

（Ｄは，鉄筋の最大外径）

2

　　　5．フックあり定着の場合は，図3.2に示すようにフック部分　 を含まない。また，中間部での折曲げは行わない。

　　　3．　　：小梁及びスラブの下端筋の直線定着の長さ。ただし，基礎耐圧スラブ及びこれを受ける小梁は除く。

2

2

　　（２）梁主筋の柱内折曲げ定着又は小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の方法は，図3.3により，次の（ⅰ），

　　 ただし，柱及び梁の主筋にＤ２９以上を使用する場合は，主筋のかぶり厚さを径の1.5倍以上確保するように最小かぶり

　　 厚さを定める。

Ｌ1

2Ｌ

3Ｌ

Ｌ 3ｈ

Ｌ1ｈ

Ｌ2ｈ

　　　2．   ：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ。（片持ち小梁及び片持ちスラブを除く。）

　　　2．フックありの場合の　  は，図3.1に示すようにフック部分　を含まない。

（注）1．　 ，　　：2．以外の直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ。

　　　2．　 ，　　：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ。

　 ，　　又は　 　  ，　  又は　

ＤあきＤ
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配筋標準図（２）

2Ｌ

2Ｌ 2Ｌ

2Ｌ

ａＬ

ａＬ

ａＬ

ａＬ

2Ｌ

ａＬ

ａＬ

2Ｌ

2Ｌ

ａＬ

ａＬ

2Ｌ

ａＬ

2Ｌ

2Ｌ 2Ｌ

2Ｌ

ａＬ

ａＬ

1ｈＬ

　　   のように反対側の梁に定着する。外端部や隅部等では折り曲げて定着する。

柱

梁

図5.1　梁筋の基礎梁内への定着

梁

継手長さ

≧100

 /4

15d(余長)

継手長さ

 /2  /4 /4

ガス圧接を例として示す

：継手の好ましい位置

 /2  /4 /4

継手長さ 15d(余長)15d(余長)

20d(余長) 継手長さ
20d(余長)

二段筋

 /2  /4 /4

ガス圧接を例として示す

：継手の好ましい位置

15d(余長)

継手長さ20d(余長)

継手長さ

 /2  /4 /4

二段筋

ガス圧接を例として示す

 /2  /4 /4

：継手の好ましい位置

（ａ） 一般事項 （ａ） 一般事項

≧8d

図5.5　あばら筋組立の形及びフックの位置

一般の場合 重ね継手とする場合

d

コンクリート打継ぎ面
①Ｈ形

（イ） （ロ） （ハ） （ニ）

（イ） （ロ） （ハ）

≧8d

≧6d

d

Ｌ Ｌ Ｌ

５.１　基礎梁 ５.２　基礎梁のあばら筋 ６.２　帯筋

　　　4．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）

　　　4．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）

　　　4．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）

(ａ) 一般事項

６.１　柱

2
Ｌ

2
Ｌ

2
Ｌ

継手 定着

上階の鉄筋

が多い場合

下階の鉄筋

が多い場合

h
/
2
+
15

d

h
≧

3
h
/4

h
/
2
+
15

d

15
d

15
d

h
h

≦
3h

/
4

かぶり厚さ

FL

GL

打増し厚さ10mm

打増し厚さ10mm

図6.2　柱打増し部

2

2
Ｌ

≧150 ≧150

（ｂ）柱打ち増し部

(ｂ) 土に接する柱周囲の打増しは図6.2による。

②Ｗ-Ⅰ形

⑤ＳＰ形（スパイラル筋） ⑥丸形

P
＠

P
＠

P
＠

P
＠

≧6d

≧6d

≧6d

≧40d Ｌ

d

（イ） （ロ）

（イ） （ロ）

図6.3　帯筋組立の形

(ｃ) フック及び継手の位置は交互とする。

P ＠

1.5P ＠

P ＠

1.5P ＠

1.5P ＠

帯筋

梁面より割り付ける。

太い鉄筋又は同径のものを２本
重ねたものとする。

　　　 取り付くすべての梁を考慮して適用する。

図6.4　帯筋の割付け

一般の場合

21

 /4

0

0

0

0
0

2

2

1

1

1

   （１）梁筋は，連続端で柱に接する梁筋が同数の時は柱をまたいで引き通すものとし，鉄筋の本数が異なる場合は図5.1

   （２）梁筋を柱内に定着する場合は，7.1(b)(4)による。

（注）1．図示のない事項は，7.1による。

　　　3．破線は，柱内定着の場合を示す。

図5.2　主筋の継手，定着及び余長（その１）

（ｂ） 独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合の主筋の継手，定着及び余長は，図5.2による。

（注）1．図示のない事項は，7.1による。

　　　3．破線は，柱内定着の場合を示す。

図5.3　主筋の継手，定着及び余長（その２）

（ｄ）連続基礎及びべた基礎の場合の主筋の継手，定着及び余長は，図5.4による。

（注）1．図示のない事項は，7.1による。

図5.4　主筋の継手，定着及び余長（その３）

   (１) Ｈ形の135°曲げのフックが困難な場合は，Ｗ－Ⅰ形とする。

   (２) 溶接する場合の溶接長さＬは，両面フレア溶接の場合は5d以上，片面フレア溶接の場合は10d以上とする。

   (３) ＳＰ形において，柱頭及び注脚の端部は，1.5巻以上の添巻きを行う。

(注)溶接は，鉄筋の組立前に行う。

（ｃ）独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合の主筋の継手，定着及び余長は，図5.3による。

　　　ただし，耐圧スラブが付く場合は，（ｄ）による。

　　　3．破線は，柱内定着の場合を示す。

   (１) あばら筋の径及び間隔は，特記による。

   (２) あばら筋組立の形及びフックの位置は，7.2(b)による。

   　  ただし，梁の上下端にスラブが付く場合で，かつ，梁せいが1.5ｍ以上の場合は，図5.5によることができる。

(ｃ) あばら筋の割付けは，7.2(c)による。

(ｂ) 腹筋及び幅止め筋は，7.2による。

 　　ただし，梁せいが1.5ｍ以上の場合は特記による。

図6.1　柱主筋の継手，定着及び余長

（注）1．柱の四隅にある主筋で，重ね継手の場合及び最上階の柱頭にある場合には，フックを付ける。

　　　3．継手及び定着は，すべての階に適用できる。

50
0
以

上
，

か
つ

，
1
,5

0
0
以

下
50

0
以

上
，

か
つ

，
1,

5
0
0以

下

(ａ) 打増し部分に，壁，梁，スラブ筋等が取り付く場合は，壁，梁，スラブ筋等の定着長さには，打増し部分を含まない。

(２) 継手，定着及び余長は図6.1による。

　　 ただし，柱頭定着長さＬ を確保できない場合は，特記による。

　　　2．隣り合う継手の位置は，表3.2「隣り合う継手の位置」による。

(ａ) 帯筋の種類及び間隔は，特記による

(ｂ) 帯筋組立の形は図6.3により，適用は特記による。

上下の柱断面寸法が異なる場合，
帯筋は，一般の帯筋より１サイズ

　　　　 なお，P ＠，P ＠は，特記された帯筋の間隔を示す。

（注）1．図示のない事項については，一般の場合に同じ。

(ｄ) 帯筋の割付けは，図6.4とし，それ以外の場合は特記による。

　　　2．柱に取り付く梁に段差がある場合，帯筋の間隔を1.5P ＠または1.5P ＠とする範囲は，その柱に

2Ｌ

 /2

0

0 0 0

0

0 0 0

0

0 0 0

0

0 0 0

0

0 0 0

0 0

0

0

　　　2．　　　　　　印は，継手及び余長位置を示す。

　　　2．　　　　　　印は，継手及び余長位置を示す。

　　　2．　　　　　　印は，継手及び余長位置を示す。

0
0

(１) 継手の中心位置は，梁上端から500mm以上，1,500mm以下，かつ，3ho /4（h は柱の内法高さ）以下とする。
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(ａ)　一般事項

(ｂ)　大梁主筋の継手及び定着の一般事項

　　　　上端筋：中央　 /2以内

図7.1　梁主筋の梁内定着

柱

梁 梁

（４）梁主筋を柱内に折り曲げて定着する場合は次による。

上端筋：曲げ降ろす。

柱

梁 梁

D≦100

１サイズ太い鉄筋又は同径のもの

を２本重ねたものとする。

図7.2　段違い梁

15d(余長)

二段筋

 /4  /2  /4

15d(余長) 15d(余長)継手長さ

継手長さ

最上階

一般階

上端筋

下端筋

D

15d(余長)

20d(余長)

D

二段筋

最上階

15d(余長) 15d(余長)

一般階

※

図7.4　ハンチのある大梁の定着及び余長

(ｂ)　あばら筋組立の形及びフックの位置

（２）フックの位置

（イ） （ロ） （ハ） （ニ）

≧6d

d

≧8d ≧8d ≧8d

図7.5　あばら筋組立の形

≧6d

≒30P＠≒30

図7.6　あばら筋の割付け　(その1)

(ｃ) あばら筋の割付け

≦P＠

D

P＠
≦P＠

P＠
≦P＠

P＠
≦P＠

図7.7　あばら筋の割付け　(その2)

D

P'＠P＠

D

≦P'P'＠ ＠

図7.8　あばら筋の割付け　(その3)

(ｄ)　腹筋及び幅止め筋

D
腹筋
2-D10

幅止め筋

2-D10

2-D10

2-D10

2-D10

2-D10

600≦D＜900 900≦D＜1,200

図7.9　腹筋及び幅止め筋

15d(余長) 15d(余長) (定着)

20d(余長) 20d(余長) 20d(余長) 20d(余長)

外端 連続端
連続端

15d(余長)15d(余長)

20d(余長)20d(余長)

15d(余長)

端部 端部

15d(余長)

直交する梁へ斜めに定着する場合

平面 立面

≒45°

上端筋
下端筋

ＬＬ

15d15d

一般階 最上階

2  /3

（ａ）一般事項

≦P＠

P＠

≦P＠

≦P＠

P＠

≦P＠

主筋位置

梁

主筋位置

主筋位置

梁

柱

主筋位置

図8.1　壁の配筋

200

180

150

120

200

180

種別 縦筋及び横筋 断面図　　　　(㎜)

W12

W15A

W15B

W18A

W18B

W20A

W20B

D10-200@シングル

D10-150@シングル

D10-100@シングル

D10-200@ダブル

D10-150@ダブル

D10-200@ダブル

D10-150@ダブル

種別 縦筋及び横筋 断面図　　　　(㎜)

KW1

D13-200@ダブル縦筋

D13-200@ダブル横筋

KA1

KA3

D13-150@ダブル縦筋

D13-200@ダブル横筋

KA2

KA4

KW2

表8.2　片持スラブ形階段を受ける壁の基準配筋

縦筋の配筋
種別(表10.1)

表8.1　壁の配筋

継手 2-D13

1-D131-D13

1-D13

1-D13

2-D13
1-D13 1-D131-D13

1-D13 2-D13 2-D13 4-D13

端部　(垂直及び水平断面) 外壁の端部　(垂直及び水平断面)

交差部　(水平断面)

（ｄ）壁の交差部及び端部の配筋は図8.2による。

図8.2　壁の交差部及び端部の配筋

（ａ）片持梁主筋の定着及び余長

７.１　大梁

７.２　あばら筋等

７.３　小梁

７.４　片持梁

８.１　壁

　　　 4．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）

　　　 5．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）

1,200≦D＜1,500

Ｌ 2

Ｌ 2

図7.12　片持梁主筋の定着及び余長

片持梁筋
折下げ

片持梁

先端小梁

片持梁筋
折下げ

先端小梁
(頭つなぎ梁)

片持梁

図7.13　片持梁主筋の定着

水平断面 垂直断面

小梁外端部 小梁連続端部

（１）梁の上がり下がりは，ＦＬを基準とした寸法値とする。

（３）打増し部分に，スラブ，壁，梁筋等が取り付く場合は，スラブ，壁，梁筋等の定着長さには，打増し部分を含まない。

（１）継手中心位置は，次による。

　　　　下端筋：柱面より梁せい（Ｄ）以上離し，　/4を加えた範囲以内

（２）継手中央部の位置，定着長さ及び余長は，図7.3及び図7.4による。

（３）梁主筋は，連続端で柱に接する梁の主筋が同数の時は，柱をまたいで引き通すものとし，鉄筋の本数が異なる場合

　　には，図7.1のように反対側の梁に定着する。外端部や隅部では折り曲げて定着する。

　　  なお，定着の方法は，3.1（b)(2)による。

下端筋(一般)：原則，曲げ上げる。

下端筋(ハンチ付き)：原則，曲げ上げる。

（６）段違い梁は，図7.2による。

吊上げ筋は，一般のあばら筋より

(ｃ) ハンチのない場合の重ね継手，定着及び余長は，図7.3による。

（注） 1．梁主筋の重ね継手が，梁の出隅及び下端の両端にある場合（基礎梁を除く）

　　　　には，フックを付ける。

　　　 3．破線は，柱内定着の場合を示す。

図7.3　大梁の重ね継手，定着及び余長

(ｄ) ハンチのある場合の重ね継手，定着及び余長は，図7.4による。

（注） 1．梁主筋の重ね継手が，梁の出隅及び下端の両端にある場合（基礎梁を除く）

　　　　には，フックを付ける。

　　　 3．梁内定着の端部下端筋が接近するときは，　　　　　　のように引き通すことができる。

　　　 4．破線は，柱内定着の場合を示す。

(ａ)　あばら筋，腹筋及び幅止め筋の一般事項

（３）幅止め筋及び受け用幅止め筋は，D10－1,000＠程度とする。

　Ⅰ．(イ)の場合は，交互とする。

　Ⅱ．(ロ)の場合は，Ｌ形ではスラブの付く側，Ｔ形では交互とする。

(注)　1．あばら筋は，柱面の位置から割り付ける。

　　　2．図中のＰ＠は，特記されたあばら筋の間隔を示す。

（１）間隔が一様でハンチのない場合は，図7.6による。

（２）間隔が一様でハンチがある場合は，図7.7による。

(注)　1．あばら筋は，柱面の位置及びハンチに切り替わる位置から割り付ける。

　　　2．図中のＰ＠は，特記されたあばら筋の間隔を示す。

（３）梁の端部で間隔の異なる場合は，図7.8による。

(注)　1．あばら筋は，柱面の位置から割り付ける。

　　　2．図中Ｐ＠,Ｐ'＠は，特記されたあばら筋の間隔を示す。

（１）一般の梁は，図7.9による。

(ａ)　連続小梁の場合は，図7.10による。

図7.10　小梁主筋の継手，定着及び余長(その1)

(ｂ)　単独小梁の場合は，図7.11による。

(注)　1．図示のない事項は，5.1及び7.1に準ずる。

図7.11　小梁主筋の継手，定着及び余長(その2)

(ｃ)　あばら筋は，7.2による。

(注)　1．図示のない事項は，5.1及び7.1に準ずる。

（１）壁配筋の重ね継手及び定着の長さは，重ね継手長さを　 ，定着長さを　 とする。

（２）幅止め筋は，縦横ともD10－1,000＠程度とする。

　　3.1，4.1による。

（４）打増し部分に，壁及びスラブ筋等が取り付く場合は，壁及びスラブ筋等の定着長さには打増し部分は含まない。

(注)　図中のＰ＠は，特記された壁筋の間隔を示す。

(注)　壁筋の配筋順序は，規定しない。

(注)　縦筋は，横筋の外側に配筋する。

　（１）先端に小梁のない場合は，図7.12による。

（２）地中梁下の砂利地業厚さ及び捨コンクリート地業厚さは，特記による。

（５）梁にハンチを付ける場合，その傾斜は特記による。

（１）あばら筋の種類，径及び間隔は，特記による。

（２）腹筋に継手を設ける場合の継手長さは，150mm程度とし，定着長さは図7.6による。

（１）形は，図7.5(イ)とする。

　　  ただし，Ｌ形梁の場合は，(ロ)又は(ハ)，Ｔ形梁の場合は，(ロ)～(ニ)とすることができる。

　　  ただし，腹筋を計算上考慮している場合の継手長さ及び定着長さは，特記による。

　Ⅲ．(ハ)の場合は，床板の付く側を90°折曲げとする。

(注)　1．図示のない事項は，7.1による。

　　　2．先端小梁終端部の主筋は，片持梁内に水平定着する。

　　　3．先端小梁の連続端は，片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。

(注)　1．図示のない事項は，(１)による。

　　　3．先端の折曲げの長さは，梁せいからかぶり厚さを除いた長さとする。

　（２）先端に小梁がある場合は，図7.13による。

（ｂ）あばら筋は，7.2による。

（３）EW○○，EKW○○，ERW○○の配筋は，W○○，KW○○，RW○○に同じで，かぶり厚さ，定着長さ及び継手長さは，

（ｂ）壁の配筋は表8.1により，種別は特記による。

（ｃ）片持スラブ形階段を受ける壁の配筋は表8.2により，種別は特記による。

0

0

00

 /40

0

　　　 2．　　　　　　印は，継手及び余長を示す。

 　　　2．　　　　　　印は，継手及び余長を示す。

 /20  /4 /40 0

0

0

 /40 /4

0

　　　2．　　　　　　印は，余長位置を示す。

　　　2．　　　　　　印は，余長位置を示す。

　　　2．　　　　　　印は，余長位置を示す。

0

 /40  /20  /40  /40  /20  /40

 /6 7   /12  /4  /4  /2  /40 0 0 0 0 0

00

 /4  /2  /4

2   /3 /6  /6

0 0 0

0 0 0

2  /3
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表8.3　壁開口部補強筋（A形）

壁の種別

補強筋

縦横 斜め

1-D13

2-D13

1-D13

2-D13

壁の種別
補強筋

縦横 斜め

2-D13

4-D13

1-D13

2-D13

表8.4　壁開口部補強筋（B形）

図8.3　壁開口部補強筋の定着長さ

開口

(ａ)　壁開口部の補強

(２)　壁開口部補強筋の定着長さは図8.3による。

配筋
種別

短辺方向 (主筋)
全域

長辺方向 (配力筋)
全域

S 1

S 2

S 3

S 4

S 5

S 6

S 7

D13-100@

D13-150@

D13-100@

D13-150@

D13-150@

D13-150@

同上

同上

同上

同上

S 8

S 9

S10

S11

S12

S13

S14

D10-150@

D10-200@

D10-200@

D10-200@

D10-250@

D10-250@

D10-200@

同上

同上

同上

同上

配筋
種別

短辺方向 (主筋)
全域

長辺方向 (配力筋)
全域

表9.1　S形配筋

短辺方向

長
辺

方
向

長辺方向

短辺方向 (主筋)

(配力筋)

柱 大梁 柱

大
梁

小
梁

図9.1　スラブの配筋

10
0
以

下

先
端

壁
厚

以
上

2-D13

先端壁の縦筋の径

及び間隔に合わせる

2-D13

1
0
0
以

下
1
0
0以

下

先
端

壁
厚

以
上

垂れ壁のない場合 垂れ壁のある場合

図9.6　先端に壁が付く場合の配筋

出
隅

部
分

の
補

強
筋

/2

一般スラブ配力筋
出隅部

出隅受け部出隅部分
の補強筋

出隅受け部配筋

　　　2． 出隅受け部配筋は柱又は梁に    定着する。

/2

/
2

/
2

（３）出隅部

（ａ）スラブ開口部の補強

開 口 n 本

本(　　)

n 本

本(　　)

1

2

図9.8　スラブ開口部の補強配筋

5-D10( ＝1,500)

（ｂ）屋根スラブの補強

　　　屋根スラブの出隅及び入隅部分には，図9.9により，補強筋を上端筋の下側に配置する。

図9.9　出隅及び入隅部の補強配筋

（ｃ）土間スラブの打継ぎ補強

ａ D13 D13
ａ

中間部 端部

図9.10　打継ぎ補強配筋

（ｄ）土間コンクリート補強

土間コンクリート補強筋

ａ ａ

土間コンクリート
補強筋の鉄筋径及
び間隔に合わせる。

図9.11　土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋

D13D13

中間部 端部

(注)　ａ≦300の場合

図10.1　片持スラブ形階段配筋の定着

配筋種別 KA1 KA2

配筋種別

配筋図

配筋図

D13

D13

2-D13

D13

D13

D10-300@

D10-300@

D10-300@

t

t

KA3 KA4

t

D13

D10-300@

D10-300@

t

2-D13

D13

D10-300@

t

t

表10.1　片持スラブ形階段の配筋

８.２　壁の補強

９.１　スラブ

９.３　スラブ等の補強

１０.１　片持スラブ形階段

Ｌ1

3Ｌ

3Ｌ
3Ｌ

2Ｌ

2Ｌ

2Ｌ

2Ｌ

2Ｌ

ｂＬ

3Ｌ
ｂＬ ｂＬ

ｂＬ

2Ｌ

3Ｌ3Ｌ

2Ｌ

2Ｌ

2Ｌ

2Ｌ

2Ｌ ａＬ

受け筋(D13)

受け筋(D13)

受け筋(D13)

受け筋

受け筋(D16)

(D13)
受け筋

(D13)

図9.2　スラブ筋の定着長さ及び受け筋(その1)

図9.3　スラブ筋の定着長さ及び受け筋(その2)

一般スラブの場合

(ロ)(イ) (ハ)

耐圧スラブの場合

D13-100@

配筋種別

CS1
上

下

上

下

上

下

上

下

CS2

CS3

CS4

CS5
上

下

上

下

上

下

CS6

CS7

主筋 主筋配筋種別

D13-200@

D13-150@

D13-300@

D10-200@

D10-200@

D10-400@

D10-200@

Ｌ

配力筋
主筋

受け筋

先端部補強筋

D13
D16

( ≦1,000)
( ＞1,000)

2-D13

Ｌ

配力筋
主筋

受け筋

先端補強筋

D13
D16

2-D13

Ｌ

主筋 受け筋

先端部補強筋

D13

2-D13

配力筋

Ｌ

主筋

受け筋

先端部補強筋

D13

2-D13

配力筋

（段差なし） （段差あり）

（段差なし） （段差あり）

図9.4　片持スラブの配筋（CS1 から CS5）

図9.5　片持スラブの配筋（CS6 及び CS7）

≦600

表9.2　CS形配筋

９.２　片持スラブ

（２）先端に壁が付く場合の配筋は図9.6による。

　（ⅱ）出隅受け部分（図9.9の斜線部分）の補強筋は特記による。

(注)　1．   ≧  とする。

Ｌ1

出隅部分補強配筋

補強筋の定着

1

（注）ａ≦300の場合

3Ｌ

W12，W15

W18，W20

W12，W15

W18，W20

D10，D13-150@ D10，D13-150@

D10，D13-150@

D10，D13-150@

(注)　上端筋，下端筋とも同一配筋とする。

D10，D13-150@

D10，D13-200@ D10，D13-200@

（１）スラブ及び土間コンクリートの上がり下がりは，ＦＬを基準とした寸法値とする。

（５）配筋の割付けは，中央から行い，端部は定められた間隔以下とする。

（６）鉄筋の重ね継手長さは，　とする。

　　　 し，隅角部に斜め方向に2-D13(  ＝2L )シングルを上下筋の内側に配筋する。
　（ⅰ）スラブ開口の最大径が700mm以下の場合は，図9.8により，開口によって切られる鉄筋と同量の鉄筋で周囲を補強

　　　 る場合は，補強を省略することができる。
　（ⅱ）スラブの開口の最大径が両方向の配筋間隔以下で，鉄筋を緩やかに曲げることにより，開口部を避けて配筋でき

同材質，同間隔
スラブ筋と同径，

　　　なお，基礎梁との接合部は図9.11による。

　　　2． 階段主筋は，壁の中心線を越えてから縦に下ろす。

（１）耐震壁を除く壁開口部の補強筋は，A形は表8.3，B形は表8.4とし，適用は特記による。

　　　なお，耐震壁の補強筋は，特記による。

(３)　コンセントボックス等を壁に埋め込む場合の補強は，特記による。

（２）土間スラブ下の砂利地業厚さ及び捨てコンクリート厚は，特記による。

（３）土間コンクリート補強筋（Do）の配筋及びコンクリート厚さは，特記による。

（４）スラブの配筋（Ｓ形配筋）は表9.1及び図9.1により，配筋種別及びスラブ厚さは，特記による。

D10，D13-150@

D10，D13-300@

D10，D13-200@

D10，D13-200@

(注)　１．先端の折曲げ長さＬは，スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。

(注)　１．先端の折曲げ長さＬは，スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。

（７）定着長さ及び受け筋は，図9.2による。

  　　ただし，引き通すことができない場合は，図9.3により梁内に定着する。

片持スラブの配筋は，次による。

　（１）片持スラブの配筋（ＣＳ形配筋）は，表9.2並びに図9.4及び図9.5により，配筋種別及びスラブ厚さは，特記による。

　スラブ開口部の補強は，特記による。

　　  基礎梁とスラブを一体打ちとしないで，打継ぎを設ける場合の補強は，図9.10による。

　　　ただし，土間スラブとは，土に接するスラブでＳ形の配筋によるものをいう。

　　　土間コンクリートの補強筋は，特記による。

片持スラブ形階段の基準配筋は，表10.1及び図10.1により，寸法及び配筋種別は，特記による。

(注)　1． 片持スラブ形階段を受ける壁配筋は，8.1(ｃ)による。

　　　3． スラブ配力筋の継手及び定着の長さは，表3.3「鉄筋の定着長さ」の　 とする。

≦600

( ≦1,000)
( ＞1,000)

　（ⅰ）補強の配筋は特記により，配筋方法は，図9.7による。

1

1

(注)　1．   ≧  とする。

1

1 2 1 2

2
n1

2
n2

1

1 1

2 2

5-D10( ＝1,500)

図9.7　片持スラブ出隅部の補強配筋
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S=1:---配筋標準図（５）

2Ｌ

2Ｌ

3Ｌ

Ｌｂ

Ｌｂ

2Ｌ

3Ｌ

2Ｌ

2Ｌ

2Ｌ

2Ｌ

3Ｌ

3Ｌ

2Ｌ

Ｌｂ

1Ｌ

1Ｌ

1Ｌ

2Ｌ

2Ｌ

2Ｌ 2Ｌ

D13-200@

配筋種別

KB1

D13-150@KB2

D13-100@KB3

D13,D16-150@KB4

D16-150@KB5

D16-125@KB6

D16-100@KB7

t

150

D10-200@

D10-300@

D10-200@
t

D10

D10

D10

D13

D13

t

表10.2　二辺固定スラブ形配筋

図10.2　二辺固定スラブ形階段配筋(その1)

150

D10

D10

D10-300@
t

(注)　下図の場合にも二辺固定スラブ形階段配筋を準用する。

図10.3　二辺固定スラブ形階段配筋(その2)

縦筋

横筋

上縦筋

あばら筋

下縦筋

斜め筋

上縦筋

縦筋

下縦筋

あばら筋

斜め筋

横筋

縦筋斜め筋

あばら筋

溶接金網

リング筋 リング筋

突合せ溶接突出し 余長

D/2

斜め筋 あばら筋 突出し

余長
かぶり

貫通孔外径

かぶり

余長

突出し
溶接金網

D

H形

MH形及びM形

D

45°

図11.1　梁貫通孔補強筋の名称等

図11.2　補強筋の定着長さ 図11.3　他の開孔を設けない範囲

縦筋

45°

配筋

種別
斜め筋 縦筋 横筋 上下縦筋 配筋図

H1

H2

H3

H4

H7

H6

H5

2-2-D13

2-2-D13

2-2-D13 2-2-D13 2-2-D13

2-2-D13 3-2-D134-2-D13

なし

なし なし

4-2-D13

4-2-D16

4-2-D16

4-2-D19

4-2-D22

表11.1　H形配筋

(注)

配筋

種別

M1

M2

M3

M4

2-2-D13

4-2-D13

4-2-D13

6-2-D13

なし

2-6φ-100@

縦筋 溶接金網 配筋図

表11.2　M形配筋

(注)

配筋

種別

MH1

MH2

斜め筋 縦筋 溶接金網 配筋図

MH3

MH4

MH5

MH6

MH7

2-2-D13

2-2-D13

4-2-D13

4-2-D16

4-2-D16

4-2-D19

2-2-D13

2-2-D13

4-2-D13

2-6φ-100@

2-6φ-100@

なし

なし

(注)

表11.3　MH形配筋

800

コンクリートブロック帳壁

D10-200@
D10

D13
D16

t

コンクリートブロック帳壁

D10-200@D10

コンクリートの厚さ

図11.5　壁付き土間コンクリートの補強配筋

2-D13 2-D13

2-D13

4-D13

先端補強筋

2-D13

先端補強筋

先端補強筋

１０.２　二辺固定スラブ形階段 １１.１　梁貫通孔

１１.２　コンクリートブロック帳壁との取合い

１１.３　パラペット

パラペットの配筋は図11.6による。

図11.6　パラペットの配筋

上端筋，下端筋とも(全域)

（ａ）梁貫通孔は，次による。
　（１）梁貫通孔補強筋の名称等は，図11.1による。

　（３）孔の上下方向の位置は梁せい中心付近とし，梁中央部下端は梁下端よりD/3（Dは梁せい）の範囲には設けてはならない。

　（４）孔は，柱面から，原則として，1.5D以上離す。ただし，基礎梁及び壁付帯梁は除く。

　（５）孔が並列する場合の中心間隔は，孔の径の平均値の３倍以上とする。

　（６）縦筋及び上下縦筋は，あばら筋の形に配筋する。

　（７）補強筋は，主筋の内側とする。また，鉄筋の定着長さは，図11.2による。

　（９）溶接金網の余長は1格子以上とし，突出しは10㎜以上とする。

　（10）溶接金網の貫通孔部分には，鉄筋1-13φのリング筋を取り付ける。
　　　　なお，リング筋は，溶接金網に４箇所以上溶接する。

　（11）溶接金網の割付け始点は，横筋であばら筋の下側とし，縦筋では貫通孔の中心とする。

は，一般部分のあばら筋を示す。

は，一般部分のあばら筋を示す。

は，一般部分のあばら筋を示す。

図11.4　控壁の配筋(水平，垂直とも)

(ｂ)　帳壁が土間コンクリート上に設置される場合の補強は，図11.5による。

（ａ）控壁は，次による。

　（２）配筋は，図11.4による。

二辺固定スラブ形階段の基準配筋は，表10.2並びに図10.2及び図10.3により，寸法及び配筋種別は，特記による。

　（２）孔の径は，梁せいの1/3以下とする。

　　　　場合は，補強を省略することができる。

（ｂ）梁貫通孔の補強形式は表11.1～表11.3により，配筋種別は特記による。

　（１）控壁の配筋図，特記による。

コンクリート厚さ，縦筋は特記による。

0

0

0

　（８）孔の径が梁せいの1/10以下，かつ，150㎜未満のものは，鉄筋を緩やかに曲げることにより，開口部を避けて配筋できる

１２　設備基礎

　  -D13@200

　  -D13@150

D13

□-D10@100

3
0
0
以

下

6
00

以
下

L2 L2

L2 L2
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S=1:---鉄骨標準図（１）

Ｔ型継手の開先標準

Ｈ (　　　　　 　　  )

／t≦Ｓ≦10／t≦Ｓ≦10／t≦Ｓ≦10

D2＝（t－2）／3
／t≦Ｓ≦10 ／t≦Ｓ≦10

D1＝（t－6）／2
D2＝（t－6）／2
／t≦Ｓ≦10

／t≦Ｓ≦10／t≦Ｓ≦10

１（片面溶接） ２（両面溶接）

及びセルフシールドアーク溶接

22＜ｔ≦40

6＜ｔ≦19 12＜ｔ≦22

ｔ≦12ｔ≦6

19＜ｔ≦40

／t≦Ｓ≦10

D1＝2（t－2）／3

（単位：mm）

１（片面溶接） ２（両面溶接）

２（両面溶接）１（片面溶接）

ｔ≦16 ｔ≦16 16＜ｔ≦40

（単位：mm）隅肉溶接の開先標準

22

13Ｄ 10

t 12

1211

1916 3628

1413

25

15 15

32

16

40

157t 54 6 1198 10 1312 14 251916 22 28 32 36 40

5S 43 5 876 8 109 10 11 1112 13 15 17 19 21 24

／t≦Ｓ≦10
／t≦Ｓ≦10
D2＝（t－2）／2
D1＝（t－2）／2

（単位：mm）

（単位：mm）

１（片面溶接） ２（両面溶接）

16≦ｔ≦4012≦ｔ≦40

部分溶込み溶接の開先標準

隅肉溶接のサイズ

　　　適用管厚　　 3.2mm≦ｔ≦12mm

主管の管軸と支管の管軸とは一致させること。

Ｄ－Ｄ断面図

Ａ部断面 Ｂ部断面 Ｃ部断面

　　自動機械により開先加工を行う場合はその限りではない。

フレア溶接の開先標準

ｔ＜3のときS＝3
ｔ≧3のときS＝ｔ

１（丸鋼等片面溶接） ３（軽量形鋼Ｖ形溶接）２（丸鋼等両面溶接） ４（軽量形鋼レ形溶接）

（単位：mm）

ｔ＜3のときS＝3
ｔ≧3のときS＝ｔ

（単位：mm）

　　　交角　　　　 30゜≦θ≦150゜

70以上

35以上

38以上

自 動 溶 接

半自動溶接

手　溶　接

溶接方法

（単位：mm）

（ｂ）エンドタブ

裏当て金の溶接

（ｃ）裏当て金

12以上

9以上

6以上

t

（単位：mm）

半自動溶接

自 動 溶 接

手　溶　接

溶接方法

9

5

S

（単位：mm）

t＞9

t≦9

裏当て金の厚さ

溶接のサイズ

スニップカット

　　　改良型スカラップ

　　　従来型スカラップ

　（ｄ）スカラップ

　　　梁フランジ両端から10mm以内の位置に行ってはならない。

（２）完全溶込み位置溶接の片面溶接に用いる裏当て金は原則としてフランジの内側に設置する。

　　　（１）スカラップ半径 Sr　は35mmとする。Sr　は10mmとする。

　（ｅ）スニップカット

　　（１）スニップカット部は溶接により埋めるものとする。

　（ｆ）溶接部分の段差

　　（１）完全溶込み溶接を行う部分の板厚の差による段違いが10mmを超える場合

１（片面溶接）

6＜ｔ≦40

２（両面溶接）

6＜ｔ≦19 19＜ｔ≦40

／t≦Ｓ≦10 ／t≦Ｓ≦10 ／t≦Ｓ≦10

（単位：mm）

（単位：mm）

Ｈ (　　　　  　　 　)及びセルフシールドアーク溶接

ｔ≦6 ｔ≦12

１（片面溶接） ２（両面溶接）２（両面溶接）１（片面溶接）

6＜ｔ≦19 12＜ｔ≦19

19＜ｔ≦4019＜ｔ≦40

／t≦Ｓ≦10／t≦Ｓ≦10

D2＝（t－2）／3
D1＝2（t－2）／3 D1＝（t－6）／2

D2＝（t－6）／2
／t≦Ｓ≦10／t≦Ｓ≦10

Ｓ＝ｔ

部材が直交しない場合の開先標準

かど継手の開先標準

１.１　縁端距離及びボルト間隔等

１.３　鋼管分岐継手詳細

１.４　鉄骨溶接施工構造関係共通図（鉄骨標準図）

Ａ（サブマージアーク自動溶接）

Ａ（サブマージアーク自動溶接）

t

Sc

12

14

6 9

10 12 15

16以上

被覆アーク溶接，ガスシールドアーク溶接 Ｈ（被覆アーク溶接，ガスシールドアーク溶接及びセルフシールドアーク溶接）

Ｈ（被覆アーク溶接，ガスシールドアーク溶接及びセルフシールドアーク溶接）

Ｈ（被覆アーク溶接，ガスシールドアーク溶接及びセルフシールドアーク溶接）

（ａ）フィラープレートの鋼材種別は，SS400とする。

　　　（２）スカラップ円弧の曲線は，フランジに滑らかに接するように加工し，複合円は滑らかに仕上げる。

（１）裏当て金の組立溶接は，接合部に影響を与えないように，エンドタブの位置又は梁フランジ幅の1/4の位置に行い，

（１）エンドタブの形状は母材と同厚，同開先のものとする。

（２）エンドタブ・雲当て金・スプライスプレートの鋼材の種別及び引張強さによる区分は，母材と同等とする。

Ｈ（被覆アーク溶接，ガスシールドアーク溶接及びセルフシールドアーク溶接）

被覆アーク溶接，ガスシールドアーク溶接

g 1 g 1g 2　 g 2　 g 3

縁端距離
e

ねじの呼び ボルト間隔
p

M12

40 60
M16

M20

M22

M24 45 70

ゲージ

M24

表1.1　縁端距離及びボルト間隔　　（単位：mm）

表1.2　千鳥打ちのゲージ及びボルト間隔　（単位：mm）

35
40
45
50
55
60

千鳥打ちのボルト間隔   Pt

ねじの呼び

M12,M16,M20,M22

50
45
40
35
25
－

65
60
55
50
45
40

表1.3　形鋼のゲージ及びボルトの最大軸径　（単位：mm）

45
50
60

25
28
35
35
40
40

12
16
16
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g

65
70
75
80
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100

45
50
55
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55

22
24
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24
24

125
130

60
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24
24

150
175
200

40
55
70
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35

100
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175
200
250
300
350
400
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75
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120
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16
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24
24
24
24
24

20
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24
24

12
35
40
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45
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30
65
70
75
80
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100
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40
70
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Ａ又

はＢ

最大

軸径
Ｂ

最大

軸径
Ｂ

最大

軸径

※1　千鳥打ちとした場合

（ｂ）千鳥打ちのゲージ及びボルト間隔

（ｃ）形鋼のゲージ及びボルトの最大軸径

突合せ継手の開先標準
（単位：mm）

Ｈ (　　　　 　　    )及びセルフシールドアーク溶接

１（片面溶接） ２（両面溶接）２（両面溶接）１（片面溶接）

ｔ≦6 ｔ≦12

6＜ｔ≦19 12＜ｔ≦22

Ｇ＝ｔ

19＜ｔ≦40 22＜ｔ≦40

D1＝2（t－2）／3
D2＝（t－2）／3

D1＝（ｔ－6）／2
D2＝（ｔ－6）／2

１.２　溶接継手の種類別開先標準

Ａ（サブマージアーク自動溶接）

　　　千鳥打ちのゲージ及びボルト間隔は，表1.2による。

　　　形鋼のゲージ及びボルトの最大軸径は，表1.3による。

被覆アーク溶接，ガスシールドアーク溶接

（ａ）縁端距離及びボルト間隔

　　　縁端距離及びボルト間隔は，表1.1による。

　　　ただし，引張材の接合部分において，せん断力を受けるボルトが応力方向に３本以上並ばない場合の縁端距離は，特記

　　　による。特記がなければ，ボルト軸径の2.5倍以上とする。

　　　また，アンカーボルトの縁端距離は特記による。
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　　　　スカラップ半径Srは35mmとする。

ただし，既製形鋼のスニップカットについては，

Sc＝r+2により求めるものとする。
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S=1:---鉄骨標準図（２）

1

2

鋼材の種類
（℃）（kJ/cm）

入熱 パス間温度
溶接材料規格

JIS Z 3313

JIS Z 3214

JIS Z 3215

　（ｇ）鋼材と溶接材料の組合せと溶接条件

JIS Z 3312

JIS Z 3313

JIS Z 3315

JIS Z 3214

JIS Z 3312

JIS Z 3312

JIS Z 3312

JIS Z 3313

JIS Z 3313

JIS Z 3211 350以下

450以下

450以下

350以下

350以下

350以下

350以下

350以下

250以下

250以下

350以下

350以下

250以下

250以下

250以下

250以下

350以下

350以下

40以下

40以下

40以下

40以下

30以下

30以下

40以下

40以下

30以下

30以下

30以下

30以下

30以下

40以下

40以下

40以下

40以下

400N級鋼

490N級鋼

520N級鋼

（ａ）鉄筋又は軽量形鋼にフレア溶接を行う場合は下記による。

Ｌ：片面フレア溶接の場合　10d

　　両面フレア溶接の場合　 5d

Ｌａ及びＬｂ＝１Ｓ（鉄筋については1d）以上

　ｄ：異形鉄筋の呼び名に用いた数値

　Ｓ：溶接のサイズ

鉄筋貫通孔の径

柱帯筋位置

柱主筋

鉄筋の呼び名

鉄筋貫通孔の径

D10 D13 D16 D19 D22 D25 D29 D32

21 24 28 31 35 38 43 46

小梁下端主筋が貫通する場合 小梁下端主筋が貫通しない場合　（単位：mm）

（単位：mm）

小梁下端主筋

直交梁

柱主筋

柱帯筋

梁主筋

梁あばら筋

柱主筋

柱帯筋

梁上端主筋

梁下端主筋

柱主筋

（bs）：主筋と平行する鉄骨とのあき

100

125

150

175

200

250

300

350

400

450

500

幅

厚さ

6 9 12 16 19 22 25 28 32 36 40

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（2）BH材のフランジ及びフランジに使用する外側スプライスプレートの適用幅及び厚さは下表による。

JIS Z 3312

JIS Z 3211

JIS Z 3313

30以下

（ａ）鉄骨造及び鉄骨鉄筋コンクリート造の鉄骨梁ウェブ部材に貫通孔を設ける場合で貫通孔部分を補強する場合に適用する。

補強プレート

補強トラス

コーナー筋

梁への定着方法

柱への定着方法

組立筋

6φー1000＠

D13以上の組立筋(柱幅≧700mm)

１.７　壁筋の周辺部材への定着

１.５　フレア溶接を行う場合の溶接長さ

１.６　梁貫通孔補強

１.９　仕口部内の帯筋の加工及び組立

１.１０　鉄筋貫通孔の径及び位置

１.１１　広幅平鋼の取扱い

１.１２　普通ボルト接合

１.８　柱組立筋

柱組立筋

　鉄筋貫通孔の位置　(単位：mm)

（ｂ）有効溶接長さ（Ｌ）は，ビートの始点（La）及びクレーター（Lb）を除いた長さとする。

　鉄筋の貫通孔径の最大は，下表による。

（1）BH材のフランジ及びフランジに使用する外側スプライスプレートは，PL表記であっても FB又はPLとする。

（ｂ）貫通孔の内径寸法は，鉄骨せいの1/2以下，かつ，鉄筋コンクリート梁せいの1/3以下とする。

（ｃ）貫通孔間隔は，両側の貫通孔径の平均値の，鉄骨造で2倍以上，鉄骨鉄筋コンクリート造で3倍以上確保する。

　　 鉄筋を折り曲げる場合は，鉄筋の呼び名の数値の10倍以上直線に定着後，緩やかに折り曲げる。

方面溶接の有効長さ(Ｌ)は，鉄筋の呼び名の数値の10倍以上とする。ただし，溶接によらない場合は135°曲げフックとする。

　　鉄骨フランジは，鉄筋貫通孔を設けないものとする。

及びBCP

BCR及びBCP

490N級鋼STKR，

400N級鋼STKR，

引張強さ570Mpa以上のものを除く

引張強さ570Mpa以上のものを除く

引張強さ570N/mm以上のものを除く

引張強さ570N/mm以上のものを除く

T490Tx-yCA-U

T490Tx-yMA-U

T550Tx-yCA-U

T550Tx-yMA-U

T550Tx-yCA-U

T550Tx-yMA-U

T490Tx-yCA-U

T490Tx-yMA-U

T550Tx-yCA-U

T550Tx-yMA-U

T490Tx-yCA-U

T490Tx-yMA-U

T550Tx-yCA-U

T550Tx-yMA-U

T550Tx-yCA-U

T550Tx-yMA-U

YGW-11，15

YGW-18，19

YGA-50W，50P

YGA-50W，50P

YGW-18，19

YGW-11，15

YGW-18，19

YGW-11，15

YGW-18，19

YGW-18，19

2

2

　　　補強プレート法

　　　　（１）補強プレートが16mm以上となる場合は，必要な長さの1/2以上の補強プレートをウェブ両面から溶接する。

　　　　（２）補強プレートは丸型としても良い。上下フランジとのあき50mmについては施工性を考慮して小さくすることもできる。

　　　補強トラス法

　　　　（１）スリーブの取付けは，全周隅肉溶接とする。

   は３φ又は 　のうち小さい方とする。   (ｅ≧Ｈとする)21

　　　梁貫通孔の位置の限度　（単位：mm）

Ｈ：鉄骨せい

Ｄ：梁せい

φ：貫通孔内径寸法

　(φ≦H/2，かつ，φ≦D/3)

もや，胴縁類の取付け用ボルトを普通ボルト結合とする場合は，二重ナットとする。

F

F

F F

F

（自然開先）
F

F

FL

FL

FL

FL

 1

 1

 1

 1

 1

 1

 1

 1

  2

  2

F  2

  2

T

LbLa L

(ds)

40程度

(ds)

(d
s)

70以上

(ds)

(
bs

)

(bs)

(ds)

LC

50

20

0～5

50

50
0～5

φ
t t

tf
w p

H

60°60°
LC

φ

100以下 B

0～5 0～5

50

fft t

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

e

100
以上

100
以上

φ
Ｈ Ｄ
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360
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530
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530

620

630
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420
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470
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460
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500

420

470

450

440

550

540

520

490

470

536

370

370

350

260

320

300

290

390

370

436

400

340

310

420

586

740

806

C

750

756

760

183

127

127

183

127

127

155

656

660

590

610

600

710

700

690

650

640

706

850

850

830

800

820

B

115

115

900

870

880

900

680

720

680

660

670

770

780

800

730

750

750

95

215

200

180

215

175

155

160

240

210

320

250

190

270

270

125

110

110

140

100

140

135

190

190

130

165

165

150
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梁貫通孔補強材

Ｆc＝21～70Ｎ/mm

ダイヤレンＮＳ

・主筋　　　　　：基準強度295～490N/㎜ のJIS鉄筋、490を超え685N/㎜ 以下の大臣認定品

３．貫通孔適用範囲

１．一般事項

175φ

200φ

250φ

150φ

スリーブ径

100φ

125φ

ダイヤレンＮＳ設計・施工標準仕様書

９．開口芯のへりあき

施　　　　　　　　工標　準　加　工　寸　法

Ｈ。

２．使用材料の適用範囲

可

各ダイヤレンＮＳを使用した場合のコンクリート面より

不可可

Ｄ

Ｅ
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721

735

749

721

650

664
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1272

1432

1244

1362

1230
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1220
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1159

1173

1202

1103
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②1箇所溶接型 ③2箇所溶接型 ④1箇所溶接型3重リング

・あばら筋　　　：基準強度295～490N/㎜ のJIS鉄筋、490を超え1275N/㎜ 以下の大臣認定品

・ダイヤレンＮＳ：KSS785-K（MSRB-0004),MK785（MSRB-0067),ウルボン785（MSRB-0007，MSRB-0015）

（１） 本仕様書は、ダイヤレンＮＳの標準仕様を定めるものであり、各設計における特記仕様は、本仕

(ＢＣＪ評定ＲＣ０１２４－０５)

　　　　様書に優先して適用する。

（２） 本設計仕様に記載のない事項については、建築基準法・同施行令と、（財）日本建築センター及び

　　　　（社）日本建築学会の関連する諸指針、諸規準による。

（１） コンクリート

（２） 鉄筋

（１） 開口の形状は円形又は多角形とし、多角形の場合はその外接円を開口とみなす。

（２） 開口径（Ｈ）は開口外径とし、７５０mm以下でかつ、梁せいの１／３以下とする。ただし、

H。
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③
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③
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④
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②
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②
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②

④

②

②

②

①

①

②

②

④

②

②

②

形状

①

①

①

②

③

①

②

②

寸　　法

６．ダイヤレンＮＳ標準製品寸法表　　　　　（特記外単位：ｍｍ）鉄筋芯寸法

820

980

806

909

791

791

862

933

947

961

876

890

1050

593

593

650

579

523

579

579

650

721

735

749

721

650

664

664

1272

1432

1244

1362

1230

1060

1220

1032

1121

1018

1088

1159

1173

1202

1103

1131

1291

523

403

403

395

367

395

431

509

509

509

431

438

438

289

296

289

289

325

360

360

367

325

332

339

E1 E2

321 328

335 341

367 376

407 413

448 457

(kgf/枚)

0.55

0.85

0.60

0.94

0.66

1.03

0.71

1.12

0.77

1.20

0.89

1.40

1.01

1.57

1.12

1.75

1.92

2.10

1.14

2.01

1.27

2.26

1.38

2.41

1.50

2.61

1.61

2.81

1.83

3.29

5.31

2.05

3.69

5.93

2.28

4.09

6.55

2.50

4.48

7.31

2.73

4.88

7.94

2.95

5.28

8.56

3.17

5.68

9.18

3.44

6.16

10.07

3.67

6.55

10.69

3.89

6.95

11.32

4.11

7.35

11.94

3.46

3.57

3.88

4.19

4.57

12.11

13.04

13.98

14.92

16.24

17.17

18.11

19.05

Ｅ２

Ｅ１

Ｅ２

Ｅ１

Ｅ２

Ｅ１

Ｅ２

①溶接無一筆型

204

205

206

225

222

223

227

232

232

239

240

245

246

248

257

258

263

264

268

275

276

280

282

288

314

315

316

324

326

349

350

351

359

361

384

385

386

395

396

421

422

430

439

519

456

457

466

474

554

492

501

509

589

528

536

545

625

570

579

594

674

605

614

630

710

641

649

665

745

676

685

700

780

設計被り厚さ+あばら筋径

Ｈ。＝設計被り厚さ＋あばら筋径＋Ｈ1

Ｈ1 ＝Ｅ１／２＋鉄筋径／２

Ｅ１

保持鉄筋（SD295A材）

（６）ダイヤレンＮＳのコンクリート被り厚、スリーブとダイヤレンＮＳ内リングとの被り厚を適正に確保する。

　　　（束ね筋は1組目と2組目を束ねることが出来るがそれ以上は束ねてはならない。）

（５）孔際あばら筋を配筋するのが困難な場合は、1組目と2組目を束ね配筋にすることが出来る。

（４）スリーブをダイヤレンＮＳのスリーブ受け筋にセットし、スリーブを針金等でダイヤレンＮＳに結束する。

（３）ダイヤレンＮＳを左右の孔際あばら筋の間から挿入し、孔際あばら筋等に４ヶ所以上結束する。

　　　2組目、3組目等はそれぞれ50㎜ピッチで配筋する。孔際あばら筋と一般部あばら筋の間隔は設計ピッチ以下とする。

（２）補強設計上必要な孔際あばら筋と一般部あばら筋を配筋する。孔際あばら筋は孔際から50㎜の位置にセットし、

（１）型枠上に開口の位置と開口径等を墨出しする。

７．施工要領例

コーリョー建販株式会社

ＴＥＬ   ０３-６９０２－５４５１(代)    ＦＡＸ   ０３-６９０２－５４５３

Ｅ－Ｍａｉｌ：ｉｎｆｏ＠ｋｏｒｙｏ－ｋｅｎｐａｎ．ｃｏ．ｊｐ

ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｋｏｒｙｏ－ｋｅｎｐａｎ．ｃｏ．ｊｐ

〒１１３－００２１　東 京 都 文 京 区 本 駒 込  １－４－３　

〒550－0002　大　阪　市　西　区　江　戸　堀　３－７－８

仙台　〒984-0816  仙 台 市　若　林　区　河　原　町　１－７－１４ 

名古屋　〒460-0002  名　古　屋　市　中　区　丸　の　内　２－３－２３ 

大阪

ＴＥＬ ０５２－２２８－７０６１　ＦＡＸ ０５２－２２８－７０６２

広島　〒730-0052  広　島　市　中　区　千　田　町　３－９－６

九州　〒812-0014  福　岡　市　博　多　区　博　多　駅　南　３－１－１

ＴＥＬ ０２２－２６１－８９８５　ＦＡＸ ０２２－２６５－１２６３

ＴＥＬ ０６－６４４４－７７５１　ＦＡＸ ０６－６４４４－７７５３

ＴＥＬ ０８２－２４６－７２３５　ＦＡＸ ０８２－２４６－７２４５

ＴＥＬ ０９２－４５２－８０２０　ＦＡＸ ０９２－４５２－８０２１
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（３） 隣接する開口の水平及び鉛直方向中心間距離（Ｌ）は開口径の３倍以上とし、

上下に複数の開口を設ける場合は当該複数孔の孔径の合計は梁せいの１／３以下とする。

隣接する開口の径が異なる場合は両開口径の平均値の３倍以上とする。また、縦並び

開口を設ける場合には、最大径の範囲以内に複数孔を配置することとする。

（５） 水平方向の開口位置は、柱際から開口中心までの距離（Ｌ'）を梁せい以上とする。

ただし、縦並び開口を設ける場合は梁せいの1.5倍以上とする。

　　　　(ダイヤレンNSのE1寸法‐孔径H)/2+ダイヤレンNSの鉄筋径/2+あばら筋径+コンクリート被り厚さ(40㎜以上)

（４） へりあき（HC1,HC2）の最小寸法は下式により定める。

＋

ダ
イ

ヤ
レ

ン
Ｎ

Ｓ

キャップタイ

※印部分の被り厚さは40mm以上とする。

※

水平補強筋(あばら筋の

≧350φ

・開口部上下補強筋は一般部あばら筋と同鋼種・同径とする。（丸鋼及びインデントは不可）

2.5φ以上

・開口部上下補強筋の間隔は一般部あばら筋のピッチ以下とする。

(径より一段上の径以上)

Ｕ型補強筋

450以上

ダイヤレンＮＳ

腹筋

（水平補強筋の長さ）

開口部上下補強筋

開口上下部分の補強要領（Ｕ型補強筋で補強する場合の例）

５．大孔径の場合の補強方法の一例（３５０φ以上の場合）

４．孔際あばら筋の配筋要領

孔際あばら筋50

ダイヤレンＮＳ 50
50

孔際あばら筋

ダイヤレンＮＳ 50
50 50

ダイヤレンＮＳ

孔際あばら筋

【1　組】 【3　組】【2　組】

 ３００≦Ｈ 　　　　３組
　　　　２組

　　　　３組
　　　　３組 １５０≦Ｈ＜３００
　　　　２組　　　　１組 　　　　Ｈ＜１５０

開　口　径
　　　１％未満 　　　１％以上

　　一般部あばら筋比（Ｐｗ）
【開口に対して片側に配置する孔際あばら筋の標準組数】

（１）開口部あばら筋の組数は、開口が無いとした場合に配置できるあばら筋組数以上とする。

（２）孔際あばら筋の標準組数は下表とする。

Ｄ

※

80

2 2

2

2 2
Ｌ

H
C
1

H
C
2

柱

Ｌ’Ｌ

Ｈ

柱

最大径の範囲内に配置

孔芯までのへりあき寸法（Ｈ。）を左表に示す。

（設計被り厚さ40mm、あばら筋径を16mmと仮定した数値）

８．施工における注意事項

(1) 補強設計によってダイヤレンＮＳが３枚以上になった場合で中子筋が無い場合は下図のように保持鉄筋等に結束する。

(2) ダイヤレンＮＳはあばら筋に対して斜め４５度の傾きをもって必要な耐力が期待できるため、

下図の様に行うこと。

同 等 品

潮温泉施設建設工事
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[A1版:原図 → A3版:50％縮小]一級建築士事務所広島県知事登録  16(1)第0241号
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S=1:---構造スリット標準仕様書

Ver.0.1a

径Ｄ 併用D10･D13
092-451-6624九州支店

25x30mmＷ×Ｈ

082-222-8203中国支店規格
W水平スリット

052-551-6934名古屋支店　二次壁のひび割れ発生を防止する。Ｈ
D 022-227-1646東北支店　振れ止め筋にかかる荷重を軽減し、柱柱 H

・「振れ止め筋カバー」は、地震時に吊り下げ壁 011-661-6781北海道建材営業課
KKSｷｬｯﾌﾟ

03-3436-8019東京支社建築物の耐久性を確保する。壁縦 筋梁
06-6538-7708大阪（本社）また、漏水等による鉄筋のサビを防止し、

及び漏水を防止する。スリット材の破損
振れ止め筋カバー （株）栗本鐵工所建材事業部キャップ」は、壁縦筋によるKKS・「

（二次壁のひび割れ防止）（スリット材の破損防止）

構 造 ス リ ッ ト 材 保 護 キ ャ ッ プ （ K K S キ ャ ッ プ ） と 振 れ 止 め 筋 カ バ ー

壁　厚

ブチルテープ スリット幅 段差形打ち継ぎ目地段差形打ち継ぎ目地

シーリングシーリング

ﾛｯｸｳｰﾙﾛｯｸｳｰﾙ 2
5
0

2
5
0

ス
リ

ッ
ト

厚

ス
リ

ッ
ト

厚

2
5
0

2
5
0

（ポリエチレン発泡体）（ポリエチレン発泡体）
60水平スリット水平スリット

(D10@400)(D10@400)
振れ止め筋振れ止め筋 外側内側外側内側

面カットの例C④③バルコニー等片持ちスラブが無い場合の例

ブチルテープ
シーリング

ﾛｯｸｳｰﾙﾛｯｸｳｰﾙ 2
5
0

2
5
0

ス
リ

ッ
ト

厚

ス
リ

ッ
ト

厚

2
5
0

2
5
0

（ポリエチレン発泡体）（ポリエチレン発泡体）
水平スリット水平スリット

(D10@400)(D10@400)
振れ止め筋振れ止め筋 外側内側内側内側

②外壁（バルコニー等の場合）の例①内壁などで下地処理がある場合の例

タイプ:KML水 平 ｽ ﾘ ｯ ﾄ353025（厚さ）：Ｄ

タイプ　KMGタイプKMT使用タイプ：
スリット厚スリット厚

・垂直スリット 250250 250250

内側 内側（垂直スリットと水平スリットは同厚を原則とする。）仕 様ｽ ﾘ ｯ ﾄ（ ６ ）

発泡体）ｶﾙｼｳﾑ（炭酸
発泡体）ｶﾙｼｳﾑ（炭酸垂直スリット

)(ｸﾘｯﾌﾟ垂直スリット (@400)(@400)曲がり位置施工状況：
ｾﾊﾟﾚｰﾀｰ捨てｾﾊﾟﾚｰﾀｰ捨て 振れ止め金具

　打設後検査項目：
振れ止め筋振れ止め筋

不要要（目視）配筋：

（片側または両側）防水耐火仕様： 壁壁柱 柱
ｽﾄｯﾊﾟｰ円型取付状態使用部位位置： ﾌﾞﾁﾙﾃｰﾌﾟﾌﾞﾁﾙﾃｰﾌﾟ

（幅）Ｗ（厚さ）Ｄ形状：

水平）貫通型垂直完全スリット（型式：
ｼｰﾘﾝｸﾞ 200200ｼｰﾘﾝｸﾞ 外側 外側　取付時検査項目：

％以上）)(任意抽出（総箇所数の全箇所　検査箇所数：
タイプKMGスリットCON②自立補強型：タイプKMTスリットCON①自立型：

計測目視　検査方法：

不要要写真添付 ｽ ﾘ ｯ ﾄ垂 直
不要要報告書作成　検査報告：

詳 細ｽ ﾘ ｯ ﾄ（ ８ ）（ ５ ） 検 査

Ｂタイプ：全サビ止め

）100mmＡタイプ：部分サビ止め（中央部

D10 L=600サビ止め振れ止め筋　　　　 ：●

不要要振れ止め筋カバー　　　　　 ：●

不要要保護キャップ（KKSキャップ）：構造ｽﾘｯﾄ材●

)ガンは現場調達(

5mで約5x10mm

不要要）：KJ-3000非加硫ブチルゴム系シーラント（●

（ ７ ） 推 奨 副 資 材

)水返し付き(KUWKUN段差形打継目地材：

)(＠

500＠400＠300＠200＠ピッチ：

無し)(DD13D10振れ止め鉄筋径：

無有：ﾌﾞﾁﾙﾃｰﾌﾟ防水仕様

)(標準（1時間耐火以上）耐火仕様：

)(353025（厚さ）：Ｄ

面カットＣタイプKML

タイプKML使用タイプ：

・水平スリット

）使用する。KJ-3000非加硫ブチルゴム系シーラント（

スリット使用時、ジョイント部及び端部にその他：

)(＠

500＠400＠300＠200＠ピッチ：

無し)(DD13D10振れ止め鉄筋径：

無有：ﾌﾞﾁﾙﾃｰﾌﾟ防水仕様

)(標準（1時間耐火以上）耐火仕様：

CONｽﾘｯﾄ標準仕様書 同 等 品

55

使用例（　　　部分）CONｽﾘｯﾄ・

1F

25 mm2F・3F

ロックウール耐火材

ポリエチレン発泡体側材水平スリット

炭酸カルシウム発泡体芯材

硬質塩化ビニル枠材垂直スリット

（ ３ ） 使 用 材 料

構造スリット施工管理マニュアル（建設業協会）

防水工事（日本建築学会）JASS8建築工事標準仕様書・同解説

鉄筋コンクリート工事（日本建築学会）JASS5建築工事標準仕様書・同解説

建築物の遮音性能基準と設計指針（日本建築学会）

鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説（日本建築学会）

年版建築物の構造関係技術基準解説書（日本建築センター）2007

建築基準法・同施行令

（ ２ ） 準 拠 す る 規 基 準

・打ち継目地による大梁断面欠損等については、設計者及び係員に確認の事。

・スリット材の施工については、設計者及び係員の承諾を得る事。

・高位の耐火仕様については、設計図書、設計者及び係員の指示による。

・本仕様書に特記無き事項は、設計図書、設計者及び係員の指示による。

（ １ ） 適 用 範 囲 ・ 特 記 事 項

・本仕様書は、鉄筋コンクリート造、鉄骨鉄筋コンクリート造の内、
　壁の完全貫通スリット（ＣＯＮスリット）工事に適用する。

水平スリット　25 mm

その他（25㎜以上）

1/75梁下有効高さ（ｈ）の

1/100梁下有効高さ（ｈ）の

1/200梁下有効高さ（ｈ）の

・厚さの決定

軸組図伏図

・スリットの位置は、設計図の明記。

（ ４ ） 設 計 仕 様

鉛直スリット　

25 mm(高さ1500未満の壁際)宿泊棟

50 mm(高さ3100以下の壁際)

1F 温浴棟 25 mm

55 mm(高さ3100を超える壁際)

潮温泉施設建設工事
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潮温泉施設建設工事

深層混合処理工法特記仕様書

３０％ １．９６１

　本工事は、深層混合処理（ソイルセメントコラム）工法による地盤改良地業であり、その工法概要はスラリー状のセメント系固化材を

１．工事概要

２．一般事項

以下建築センター指針という）による。

強度を持つ改良柱体を築造するものである。

地盤に注入しながら土の共廻り防止翼を装着した攪拌装置を用いて、原地盤土と機械的に混合攪拌し、固化材の化学反応により所要の

　本工事は、本特記仕様書によるほか、「改訂版　建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針　平成14年11月」（日本建築センター、

３．特記事項

(1)　コラム径、掘削深度（改良長＋空堀長）、本数、配置は設計図書による。但し、コラム径・長さ・本数・位置及び固化材液の配合等に

 　について、土質や地盤状況により変更した方が適切と判断される場合は、監督員の承認の下に変更することができる。

(3)　使用する工法は建築技術性能証明（(財)日本建築総合試験所）又は建築技術審査証明（(財)日本建築センター）等によりその性能を

４．施工計画

(1)　本工事施工業者は、本工法の施工技術に精通したものとする。

　　 工事に先立ち、施工計画書を監督員に提出する。施工計画書は、次の事項を明記する。

   　ａ　地盤概要

 　　ｂ　工事内容（コラム径，空掘長，改良長，本数，設計基準強度）

　   ｃ　工事期間及び工程

     ｄ　工事要領（使用固化材・配合・攪拌翼の昇降速度・吐出量等）

  　 ｅ　施工機器および仮設設備と配置

ｆ　配合管理の方法

ｇ　施工管理の方法

ｈ　品質検査の方法

ｉ　各種作業の主たる従事者の組織表

ｋ  環境の保全対策

ｊ　施工記録の方法

ｍ　建築請負業者の本工事責任者名

ｌ　安全対策

ｎ　本工事施工業者名及び責任者名

５．施　　工

(1)　基本的な施工手順を以下に示す。施工の障害になる事項が出現した場合は別途検討する。

      ａ　攪拌装置をコラム芯にセットする。

      ｂ　所定の空掘深度まで掘削する。

      ｃ　固化材液を吐出しながら掘進混合攪拌する。

    　ｄ　所定深度に到達したら、固化材液の吐出を停止し、先端部練返し（混合攪拌しながら攪拌装置を上昇、下降）をする。

(2)　本工事により排土される発生残土は場内処分とする。

(3)　施工に対して疑義が生じた場合は、ただちに監督員と協議し、その指示を受ける。

６．施工機器

(1)　固化材と原位置土を一体のものとして確実に混合攪拌ができ、土の共廻り現象を防止する攪拌装置を用いること。

(2)　所定の施工管理項目を計測、記録できる管理装置を用いること。

(4)　ミキシングプラントは、所定吐出量を十分供給できるものとする。

７．配合管理

(2)　配合強度

 　　  変動係数を想定し、９項に規定する抜き取りヶ所数Ｎ、合格確率８０％とした下表を用いて設定する。

９以上

１．５９４

１．７９２

２．０３７

７～８

１．６５１

１．８６９

２．１４０

４～６

１．７１９

２．２６５

３

１．８１５

２．０９５

２．４４８

２

１．９１８

２．２４０

２．６４９

１

２．１６３

２．５９７

３．１６０

Ｎ

α

α

α

変動係数

３５％

２５％

(3)  固化材液の計画配合

(4)　室内配合試験

※上記は計画配合値であり、施工前に現地の土を採取し室内配合試験を行い、実施工での配合を決定する。

       固化材液の配合（Ｗ／Ｃ）と使用量（添加量）は、室内配合試験の結果に基づいて、現場と室内の強度比を考慮した上、

       上記の配合強度を満足するように決定する。

８．施工管理

(1)　施工の安定性を確保するため下記に示す項目について施工管理する。

　     ａ　形状寸法　：鉛直性　          　　改良機本体のオペレーター室内に設置された傾斜計で管理する。

                       改良径                攪拌装置の形状・寸法を記録する。

  　　 ｂ　固化材　　：材料計量　    　　　　水、固化材の重量を計測する。

                       スラリー比重    　　　比重計（マッドバランス、重量計等）で計測する。

                       スラリー吐出量　    　流量計で計測し記録する。

                       攪拌装置　　　　　　　掘削翼、攪拌翼の枚数等。

  　　 ｃ　攪拌混合度：掘進・引き上げ速度　　速度計で計測し記録する

  　　 ｄ　支持地盤　：掘進速度　　　　　　　速度計で計測し記録する。

 　                    オーガー抵抗値　　　　電流計またはトルク計で計測し記録する。

９．品質検査

　　　                   掘進速度、オーガー抵抗値の推移を参考に管理する。

(3)　改良機本体は、施工仕様を満足する制御機器及び記録計を装備し、自走式とする。

    　ｅ　攪拌装置を回転させながら引き上げる。

(2)　施工計画

  　　 Ｘf＝α・Ｆc　【α：割り増し係数　、Ｘf：配合強度：室内材令２８日での管理値（kN/m2）】

                       コラム芯　          　事前にコラム芯にマークを設ける。コラム芯ずれの管理値は１００㎜以内とする。

(1)　検査対象層及び調査ヶ所数､一軸圧縮試験

(1)　固化材液に使用する固化材は、セメント又はセメント系固化材とする。

　証明された工法とする。

(2)　コラムの設計基準強度 Ｆc＝１６５０ kN／m2　（品質検査方法は建築センター指針の要領に準拠する）

 　　　水・固化材比　Ｗ／Ｃ＝ ８０ ％

ｂ　検査対象層は「盛土」層の単一層であるので、設計対象層を同層とする。

　     ａ　調査箇所数は頭部コア、深部コアともにコラム概ね１００本につき１本のコラムから採取を基本とする。

 　　　固化材添加量　  αn ＝ ３３０ kg／m3

    　 ｃ　調査ヶ所数（宿泊棟：２８５本、温浴棟：１３２本より）

① 頭部コア：５ヶ所（宿泊棟：コラム３本、温浴棟：コラム２本の頭部よりモールドコアにより採取する）

ｄ　採取したコアを整形し、所定の材令にて一軸圧縮試験を行う。（供試体個数＝３個／ヶ所）

③ 深部コア：４ヶ所（温浴棟：コラム２本の深度方向に、上部、下部の２深度よりモールドコアを採取する）

② 深部コア：９ヶ所（宿泊棟：コラム３本の深度方向に、上部、中部、下部の３深度よりモールドコアを採取する）

① 頭部コア：５ヶ所（採取したコアの端部を切断整形し、供試体を作製する－供試体個数：５ヶ所×３個＝１５個）

② 深部コア：１３ヶ所（採取したコアの端部を切断整形し、供試体を作製する－供試体個数：１３ヶ所×３個＝３９個）

４～６

(2)　合否の判定

　　　 ａ　検査手法はＡを適用する。

　     ｂ　設計対象層についての抜き取りヶ所数をＮとする。１ヶ所あたりは３個の供試体を採取し、その平均強度をそのヶ所の強度とする。

    　 ｃ　一軸圧縮試験は第三者機関あるいは検査員立会いの下に行うものとする。

　　　 ｄ  合否の判定は設計対象層におけるＮヶ所（抜き取りヶ所）の一軸圧縮試験結果が下式を満足する場合を合格と判定する。

　　　　　　 ＸN　＞　ＸL＝Ｆc＋ｋa・σd

　　　　　　　　　ＸN：Ｎヶ所の一軸圧縮強度の平均値（kN/m2）

　　　　　　　　　Ｆc：設計基準強度（kN/m2）

　　　　　　　　　ｋa：合格判定係数

　　　σd：標準偏差（kN/㎡）＝Ｖ・ｑud

　　  Ｖ ：変動係数（品質確認書による）

　 　ｑud：想定した平均一軸圧縮強さ（kN/m2）

　　　　　 ｑud＝Ｆc／（１－１．３・Ｖ）

　　　　　 合格判定係数

抜き取りヶ所数　　Ｎ 

合格判定係数　　　ｋa

１ ２ ３ ７～８ ９以上

１．９ １．７ １．６ １．５ １．４ １．３

１０．報    告

　ａ　コラムの付図及び番号

  ｂ　コラムの施工日

  ｄ　掘進および引き上げ速度

ｅ　固化材液の配合と使用量

ｆ　コア供試体の強度管理試験結果

ｇ　コア採取率調査結果  ｃ　コラムの径及び掘削深度

ｈ　合格判定結果

１１．そ の 他

（０．０５ｍｇ/㍑）以下であることを確認する。

　工事完了後、次の事項について報告書をまとめ、３部監督員に提出する。

　本施工前に室内配合試験時の供試体を用いて六価クロム溶出試験を実施し、溶出量が環境庁告示第４６号の土質環境基準値

を使用した改良土の六価クロム溶出試験実施要綱(案)の一部変更について」による。

　　※）本工事における試験種別および個数　：　配合設計の段階で実施する溶出試験　　検体数　１

　試験方法、試験個数等に関しては、平成１３年４月２０日付国官技第１６号国営建第１号「セメントおよびセメント系固化材

　　　　　　　　　ＸL：合格判定値＝管理値（kN/m2）
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実際の改良深度は、下記判定基準をもとに監理者と協議をしながら施工をすすめ、承認を得ること。

は、設計ＧＬから支持層(コラム先端部）までの想定深度を示す。
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特記外の事項は下記による。
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30°

安
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転石混じり砂礫層が安息角以浅にある場合

30°

安息
角転石混じり砂礫層▽

転石混じり砂礫層が安息角以深にある場合

転石混じり砂礫層▽

は コラム（φ８００㎜） を表す。

は コラム（φ９００㎜） を表す。［F11A，F14］

※

※

※

※

※ もしくは、粘土混じり砂礫層

１．盛土以深の転石混じり砂礫層（もしくは、粘土混じり砂礫層）であること。

２．擁壁尻から３０度勾配の安息角以深であること。

F12

支持層深度の判定基準は下記１とし、擁壁側の基礎は下記２も同時に満足させる。

基礎底と改良体天端まではコンクリート（Fc18）で置換する。
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10～11間の梁レベルは 2FL+0～680 とする。(詳細は意匠図による)
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4 4

55
0

500x900

2-D10

-

-

500

(3)-D10@200

4-D25

4-D25

全断面

4

90
0

55
0

4

500x900

2-D10

FG10A

補強筋は梁に折り曲げ定着

とし、柱に定着しない。
柱

増打部分

基礎梁

L2

2

6-D25

潮温泉施設建設工事



15d(380)

25d(630)

1,
30
0

500

4

4

4

4
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2

4
1

4-D13

(3)-D10@200

4-D254-D255-D25

4-D254-D256-D25

500x1300

中央

FH3

他端 G端
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［註　記］

特記外の事項は下記による

幅止め筋・受筋は Ｂ＜９００の時、Ｄ１０＠１０００内 

Ｂ≧９００の時、Ｄ１３＠１０００内とする。

Lo ：内法スパン

CLU：カットオフ筋余長（上端）

CLD：カットオフ筋余長（下端）

CLU Lo／4

CLD Lo／4

カットオフ筋要領図

梁の増打補強配筋は下図により，増打幅（ａ）が７０ｍｍ以上の場合に適用する。

なお，小梁，耐力壁及びスラブの鉄筋の定着長さは，増打部分を除いて算定する。

基礎梁 増打コンクリート補強筋要領図

増打部分 Ｄ１６＠３００

Ｄ１６＠３００増打部の腹筋は

基礎梁の腹筋と同径，

同間隔とする。

基礎梁あばら筋と同径，材質

はＳＤ２９５Ａ，同間隔
増打部分

Ｄ１６＠３００

ａ

側面の増打 ａ

L2

L2

増打部の腹筋は,

同間隔とする。

基礎梁腹筋と同径，

カットオフ筋は下図の配筋要領図による。

S=1:30

カットオフの(  )内数値はカットオフ長さを示し、10mm単位で丸めている。

カット下筋 CLD

カット上筋 CLU

腹筋

スターラップ

下端筋

上端筋

断面

位置

符号

B x D

▽GL

カット下筋 CLD

カット上筋 CLU

腹筋

スターラップ

下端筋

上端筋

断面

位置

符号

---

20d(500)50d(1250)15d(380)

1,
30
0

500

1,
30
0

600

1,
30
0

500

4

4

4
2

4

5

5

2
5

5

5
5

5

4

4

4
1

4

4-D134-D134-D13

(3)-D10@200(3)-D10@150(3)-D10@200

4-D254-D255-D255-D255-D254-D254-D25

4-D256-D255-D2510-D254-D255-D25

500x1300600x1300500x1300

中央端部中央中央端部

FH1 FH2 FH2A

B x D

G端 H端

▽GL

15
0

15
0

15
0

カット下筋 CLD

カット上筋 CLU

腹筋

スターラップ

下端筋

上端筋

断面

位置

符号

B x D

▽GL

--

-20d(500)

1,
30
0

500

1,
30
0

500

4

4

4
2

4

4

4

4

4

4-D134-D13

(3)-D10@200(3)-D10@200

4-D254-D254-D254-D25

4-D256-D254-D254-D25

500x1300500x1300

全断面中央

FH6 FH7

G端 H端

15
0

15
0

-

20d(500)

1,
30
0

500

4

4

4

4

4
2

4

4-D13

(3)-D10@200

4-D254-D254-D25

4-D254-D256-D25

500x1300

中央

FH10

E端 他端

15
0

--

15d(380)20d(500)

1,
30

0

500

1,
30

0

500

4

4

4

4

4
1

4

4
2

4

4

4

4

4

4-D134-D13

(3)-D10@200(3)-D10@200

4-D254-D254-D254-D254-D254-D25

4-D254-D255-D256-D254-D254-D25

500x1300500x1300

中央

FH4 FH5

G端 H端 F端 G端

15
0

15
0

50

60

15d(380)

15d(380)

1,
30

0

500

4

4

4

4

4
2

4
1

4-D13

(3)-D10@200

4-D254-D255-D25

4-D254-D256-D25

500x1300

中央

FH3A

他端 G端

15
0

15d(380)

25d(630)

500

(3)-D10@200

4-D254-D255-D25

4-D256-D25

中央他端 G端

FH3B

444
1

90
0

444
2

55
0

500x900

2-D10

補強筋は梁に折り曲げ定着

とし、柱に定着しない。
柱

増打部分

基礎梁

L2

1

5-D25

基礎梁リスト(2)(宿泊棟)     

F

F6
FH3B

9
0
0 1
,
7
0
0

1,700

　FH3B 増打コンクリート補強筋要領図　

-D10@200

中央

増打部
▽GL

4-D25

（ F 通り端のみ）

右上の増打補強要領図参照

L2

7-D25

潮温泉施設建設工事
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［註　記］

特記外の事項は下記による

幅止め筋・受筋は Ｂ＜９００の時、Ｄ１０＠１０００内 

Ｂ≧９００の時、Ｄ１３＠１０００内とする。

Lo ：内法スパン

CLU：カットオフ筋余長（上端）

CLD：カットオフ筋余長（下端）

CLU Lo／4

CLD Lo／4

カットオフ筋要領図

梁の増打補強配筋は下図により，増打幅（ａ）が７０ｍｍ以上の場合に適用する。

なお，小梁，耐力壁及びスラブの鉄筋の定着長さは，増打部分を除いて算定する。

基礎梁 増打コンクリート補強筋要領図

増打部分 Ｄ１６＠３００

Ｄ１６＠３００増打部の腹筋は

基礎梁の腹筋と同径，

同間隔とする。

基礎梁あばら筋と同径，材質

はＳＤ２９５Ａ，同間隔
増打部分

Ｄ１６＠３００

ａ

側面の増打 ａ

L2

L2

増打部の腹筋は,

同間隔とする。

基礎梁腹筋と同径，

カットオフ筋は下図の配筋要領図による。

S=1:30

カットオフの(  )内数値はカットオフ長さを示し、10mm単位で丸めている。

基礎梁リスト(3)(温浴棟)     

符号

位置 全断面 全断面 全断面 全断面 全断面 全断面 全断面 全断面 全断面

断面

500x900 500x900 500x900 500x900 500x1500 500x900 500x1320 500x1320 500x1320

上端筋 5-D22 5-D22 7-D22 7-D22 5-D22 5-D22 5-D22 5-D22 5-D22

下端筋 5-D22 5-D22 9-D22 9-D22 5-D22 5-D22 5-D22 5-D22 5-D22

スターラップ (3)-D10@200 (3)-D10@150 (3)-D10@200 (3)-D10@100 (3)-D10@200 (3)-D10@200 (3)-D10@200 (3)-D10@100 (3)-D10@200

腹筋 2-D10 2-D10 2-D10 2-D10 6-D13 2-D10 4-D13 4-D13 4-D13

カット上筋 CLU

カット下筋 CLD

B x D

5

5

500

1,
50
0

FG21 FG22 FG23 FG23A FG24 FG24A FG25 FG25A FG26

90
0

5

5

500

▽GL

5

5

500

90
0

5
2

5
4

500

90
0

5
2

5
4

500

90
0

5

5

500

90
0

5

5

500

1,
32
0

5

5

500

1,
32
0

5

5

500

1,
32
0

55
0

55
0

55
0

55
0

55
0

50

13
0

13
0

13
0

符号

位置

断面

上端筋

下端筋

スターラップ

腹筋

カット上筋 CLU

カット下筋 CLD

B x D

▽GL

符号

位置

断面

上端筋

下端筋

スターラップ

腹筋

カット上筋 CLU

カット下筋 CLD

B x D

▽GL

-----

15d(330)-15d(330)15d(330)15d(330)

中央 端部 中央 中央 全断面 端部 中央

500x1250 500x1250 500x1250 500x1500 500x900

5-D22 4-D22 6-D22 6-D22 4-D22 6-D22 4-D22 5-D22 4-D25 5-D25 4-D25

4-D22 4-D22 4-D22 4-D22 4-D22 4-D22 4-D22 4-D22 4-D25 4-D25 4-D25

(3)-D10@200 (3)-D10@200 (3)-D10@200 (3)-D10@200 (3)-D10@200

4-D13 4-D13 4-D13 6-D13 2-D10

4

4

500

1,
50
0

FH21 FH22 FH23 FH24 FH25

5

4

4

4

5
1

4

500

1,
25
0

5
1

4

4

4

500

1,
25
0

5
1

4

4

4

5

4

500

1,
25
0

5

4

4

4

500

90
0

20
0

20
0

20
0 50

55
0

-----

-30d(660)--45d(990)

中央 全断面 全断面 左端 中央 右端 全断面

500x1500 500x1320 500x1320 500x1500 500x1320

5-D25 5-D25 10-D25 4-D25 4-D25 5-D25 5-D25 9-D25 4-D22

5-D25 5-D25 5-D25 4-D25 4-D25 5-D25 5-D25 5-D25 4-D22

(3)-D10@100 (3)-D10@200 (3)-D10@200 (3)-D10@100 (3)-D10@200

6-D13 4-D13 4-D13 6-D13 4-D13

5

5

5

5

5
5

5

5

5

5

5

5
4

5

500

1,
50

0

500

1,
50

0

FH26 FH27 FH28 FH29 FH30

4

4

500

1,
32

0

4

4

500

1,
32

0

4

4

500

1,
32

0

50

13
0

13
0 50

13
0

A端 B端 C端 D端

C端 D端

基礎梁リスト(3)

耐震壁下部　基礎梁増打補強要領図

耐震壁受け梁の部分増打補強配筋は下図により，増打幅（ａ）が７０ｍｍ以上の場合に適用する。

なお，小梁，耐力壁の縦筋及びスラブの鉄筋の定着長さは，増打部分を除いて算定する。

ａａ

基
礎

梁

耐震壁耐震壁

はＳＤ２９５Ａ，同間隔

基礎梁あばら筋と同径，材質

同間隔とする。

基礎梁の腹筋と同径，
増打部分増打部分

増打部の腹筋は

Ｄ１６＠３００

耐
震

壁
※

※　耐震壁の配筋は基礎梁上からである。

L2L2

基礎梁

耐震壁 柱

L2

増打部分

補強筋

Ｄ１６＠３００

補強筋は梁に折り曲げ定着

とし、柱に定着しない。
柱

増打部分

基礎梁

L2

Ｌ１Ｌ
１

φ

Ｌ
１

Ｌ１

ｄ

　 基 礎 梁 貫 通 孔  在 来 型 補 強 要 領 図 　

ｂ

ｃ

ｂ

ａａ

ｃ

ｂ
ｂ

符　号

人通孔補強筋配筋表（在来型）

φ

２－Ｄ１６

２－Ｄ１６

ｂ ｃ ｄａ

ＦＨ２４

ＦＨ２６

ＦＨ２９

５００

５００

５００

３× (３)－Ｄ１０ ４－Ｄ２５

２－Ｄ１６

(２)－Ｄ１０＠２００

(２)－Ｄ１０＠１００

(２)－Ｄ１０＠１００

３× (３)－Ｄ１０

３× (３)－Ｄ１０

８－Ｄ２５

(４本×２段）

８－Ｄ２５

(４本×２段）

潮温泉施設建設工事
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［註　記］

特記外の事項は下記による

幅止め筋・受筋は Ｂ＜９００の時、Ｄ１０＠１０００内 

Ｂ≧９００の時、Ｄ１３＠１０００内とする。

Lo ：内法スパン

CLU：カットオフ筋余長（上端）

CLD：カットオフ筋余長（下端）

CLU Lo／4

CLD Lo／4

カットオフ筋要領図

梁の増打補強配筋は下図により，増打幅（ａ）が７０ｍｍ以上の場合に適用する。

なお，小梁，耐力壁及びスラブの鉄筋の定着長さは，増打部分を除いて算定する。

基礎梁 増打コンクリート補強筋要領図

増打部分 Ｄ１６＠３００

Ｄ１６＠３００増打部の腹筋は

基礎梁の腹筋と同径，

同間隔とする。

基礎梁あばら筋と同径，材質

はＳＤ２９５Ａ，同間隔
増打部分

Ｄ１６＠３００

ａ

側面の増打 ａ

L2

L2

増打部の腹筋は,

同間隔とする。

基礎梁腹筋と同径，

カットオフ筋は下図の配筋要領図による。

S=1:30

カットオフの(  )内数値はカットオフ長さを示し、10mm単位で丸めている。

符号

位置

断面

上端筋

下端筋

スターラップ

腹筋

カット上筋 CLU

カット下筋 CLD

B x D

▽GL

基礎梁リスト(3)

耐震壁下部　基礎梁増打補強要領図

耐震壁受け梁の部分増打補強配筋は下図により，増打幅（ａ）が７０ｍｍ以上の場合に適用する。

なお，小梁，耐力壁の縦筋及びスラブの鉄筋の定着長さは，増打部分を除いて算定する。

ａａ

基
礎

梁

耐震壁耐震壁

はＳＤ２９５Ａ，同間隔

基礎梁あばら筋と同径，材質

同間隔とする。

基礎梁の腹筋と同径，
増打部分増打部分

増打部の腹筋は

Ｄ１６＠３００

耐
震

壁
※

※　耐震壁の配筋は基礎梁上からである。

L
2

L
2

基礎梁

耐震壁 柱

L2

増打部分

補強筋

Ｄ１６＠３００

補強筋は梁に折り曲げ定着

とし、柱に定着しない。
柱

増打部分

基礎梁

L2

中央B端 C端

FH31 FH32

中央C端 D端

500x1320

4-D22

4-D13

4-D22

4-D22

7-D22 7-D22

6-D22

4

4

500

1,
32
0

13
0

3

(3)-D10@100

15d(330)

15d(330)

500

4

4

3

2

4-D13

4-D22

500x1320

13
0

1,
32
0

500

4

4

4-D22

4-D22

3

2

7-D22

6-D22 6-D22

(3)-D10@200

15d(330)

500

4

4
2

500

4

4

基礎梁リスト(4)(温浴棟)     

20d(440)
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［註　記］

特記外の事項は下記による

幅止め筋・受筋は 

側面の増打 ａ

ａ

なお，小梁，壁及びスラブの鉄筋の定着長さは，増打部分を除いて算定する。

梁の増打補強配筋は下図により，増打幅（ａ）が７０ｍｍ以上の場合に適用する。

基礎梁 増打コンクリート補強筋要領図

Ｄ１６＠３００

増打部分
はＳＤ２９５Ａ，同間隔

基礎梁あばら筋と同径，材質

同径，同間隔とする。

腹筋は,基礎梁腹筋と
同間隔とする。

基礎梁の腹筋と同径， Ｄ１６＠３００

Ｄ１６＠３００増打部分

Ｂ＜９００の時、Ｄ１０＠１０００内 

L
2

L2

Ｂ≧９００の時、Ｄ１３＠１０００内とする。

基礎小梁 増打コンクリート部 定着要領図

※
１

※
１

主筋

基礎小梁

基礎梁

増打部分

基礎小梁

２
Ｌ

主筋

基礎梁

増打部分

２
Ｌ

＜下端増打＞
※１　鉄筋の定着長さは，

　　　増打部分を除いて算定する。
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基礎小梁リスト 30

基礎小梁リスト(宿泊棟)     S=1:30

1,
30
0

符号 FB1 FB2 FB3 FB4 FB5 FB6 FB7 FB8

位置 全断面 全断面 中央 全断面 全断面 全断面 端部 中央 端部 中央

断面

コンクリート 400x1300 350x500 400x800 400x1300 350x500 350x600 400x900

上端筋 4-D19 3-D19 8-D19 8-D19 4-D19 2-D19 4-D19 3-D19 3-D19 3-D19 4-D19 4-D19

下端筋 4-D19 3-D19 4-D19 4-D19 4-D19 2-D19 4-D19 3-D19 3-D19 6-D19 4-D19 8-D19

スターラップ (2)-D10@150 (2)-D10@200 (2)-D10@150 (2)-D13@200 (2)-D10@150 (2)-D10@200 (2)-D10@200 (2)-D10@150

腹筋 4-D13 2-D10 4-D13 4-D13 2-D10 2-D10

4

4

3

3

4
4

4

4
4

4

4

4

4

4

3

3

3

3

3

3
3

4

4

4

4
4

400

350

50
0

400

80
0

400

1,
30
0

350

50
0

350

60
0

400

90
0

符号

位置

断面

コンクリート

上端筋

下端筋

スターラップ

腹筋

FB9 FB10 FCB1 FCB2

端部 中央 全断面 全断面

400x900 300x500 400x800 400x900

4-D19 4-D19 3-D16 8-D19 4-D19 4-D19

4-D19 7-D19 3-D16 4-D19 4-D19 4-D19 4-D25

(2)-D10@150 (2)-D10@200 (2)-D10@150 (2)-D10@175

2-D10 2-D10 2-D10

4

4

4

4
3

3

3

4
4

4

4

4

4

4

4

4

400

90
0

300

50
0

400

80
0

400

90
0

400

60
0

FB1端FCB1端

元端 先端

▽GL

▽GL

15
0

15
0

15
0

15
0

15
0

15
0

15
0

15
0

15
0

15
0

15
0

15
0

15
0

2-D10 2-D10

2-D10

2

250

1,
10
0

2

250x1100

50

60

S=1:30

符号 FB21 FB21A FB22 FB22A

位置 端部 中央 中央 端部 中央 中央

断面

コンクリート 400x800 400x800 400x800 400x800

上端筋 8-D22 4-D22 4-D22 4-D22 8-D22 6-D19 4-D19 4-D19 4-D19 6-D19

下端筋 4-D22 6-D22 8-D22 8-D22 4-D22 4-D19 4-D19 6-D19 6-D19 4-D19

スターラップ (3)-D10@150 (3)-D10@150 (2)-D10@150 (2)-D10@150

腹筋 2-D10 2-D10 2-D10 2-D10

4
2

4

4

4

4

4
2

4

4
2

4
2

4

400

80
0

400

80
0

外端 FB21端 外端 FB22端

4
4

4

4

4
2

4

4
4

4

4
4

4
4

4

400

80
0

400

80
0

▽GL 15
0

15
0

25
0

25
0

基礎小梁リスト(温浴棟)     

FCH2

600x1300

12-D25 5-D25

5-D25 5-D25

(3)-D10@100

4-D13

5
5
2

5

5

5

600

1,
30

0

元端 先端

15
0

元端 先端

FCH1

4-D25

4-D25

4

4

2

6-D25

400x600

2-D10

(2)-D10@150
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柱リスト 30

3F

2F

階 符号 C1 C1A C1B C2 C3

断面

600x600 600x600 500x500

(全断面) (全断面) (全断面)

主筋 16 - D25 12 - D22 14 - D25

フープ (2x3)- D13@100 (2x2)- D13@100

断面

600x600 600x600 500x500

(全断面) (全断面) (全断面)

主筋 12 - D25 12 - D22 14 - D25

フープ (2x2)- D10@100 (2x2)- D10@100 (2x2)- D10@100

5

5

4

4

4

4

4

4

5

4

5

4

［註　記］

特記外の事項は下記による

柱 増打コンクリート補強筋要領図

300 ａ1

3
00

3
0
0

2ａ

ａ

一方向の増打 二方向の増打

柱帯筋と同径，材質は

ＳＤ２９５Ａ，同間隔

増打部分

Ｄ１６＠３００
増打部分 Ｄ１６＠３００

Ｄ１６＠３００

柱帯筋と同径，

５
ｄ

300

Ｄ１６＠３００

同間隔

L2 ａ

柱の増打補強配筋は下図により、増打幅（ａ）が７０ｍｍ以上、かつ３００ｍｍ以下の場合に適用する。

なお、梁及び耐力壁の鉄筋の定着長さは、増打部分を除いて算定する。

補強筋Ｄ１６の定着は、柱へのＬ２定着もしくは、スラブへの５ｄ定着とする。

幅止め筋(Ｄ１０＠３００)を示す。

600x600 600x600 600x600

(全断面) (全断面) (全断面) (柱頭) (柱脚)

主筋 16 - D25 16 - D22 16 - D25 8 - D22 16 - D22

フープ (2x2)- D13@100  - D13@100

φ600

断面 5

5

5

5

5

5

1F (柱脚)

(柱頭)

Dx x Dy

Dx x Dy

Dx x Dy

Dx

D
yパネルゾーン

パネルゾーン

パネルゾーン

D10@100

D10@100

1FL+3400(右図参照)
柱頭・柱脚鉄筋切替位置

鉄筋切替位置

C3

パネルゾーン

(2x2)- D10@100

(2x2)- D13@100 (2x2)- D13@100 (2x2)- D13@100

(2x2)- D13@100 (2x2)- D13@100 (2x2)- D13@100

(2x2)- D13@100 (2x2)- D13@100

(2x2)- D10@100

(2x2)- D13@100

(2x2)- D10@100

L1
h

L1

かぶり

上階に柱が取りつかない柱頭の配筋要領

Ｘ

Ｙ

Ｘ

Ｙ

Ｘ

Ｙ

Dx, Dyは柱の断面サイズ(左図参照)を示す。

S=1:30柱リスト(宿泊棟)     

60
0

60
0

60
0

60
0

50
0

600 600

60
0

500

600 600

60
0

500

50
0

600 600

60
0

600

60
0

60
0

■ ■ ■

■ ■ ■

■ ■ ■ (2x2)- D13@100■

(2x5)- D13@100

(2x5)- D13@100 (2x4)- D13@100

S=1:30柱リスト(温浴棟)     

■ ■ ■

▽1FL+3400以上

2F

1F

階 符号 C21 C21A C22

断面

600x600 600x600 500x300

(全断面) (柱頭) (柱脚) (全断面)

主筋 12 - D22 16 - D22 20 - D22 8 - D19

フープ (2x2)- D13@100 (2x3)- D13@100 (2x3)- D10@100

断面

600x600

(全断面)

主筋 12 - D22

フープ (2x2)- D13@100

4

4

4

4

5

5

2

4

5

7

600

60
0

600

600

60
0

600

60
0

500

30
0

パネルゾーン

(柱頭)

(柱脚)

パネルゾーン

パネルゾーン

Ｘ

Ｙ

Ｘ

Ｙ

Dx x Dy

Dx x Dy

(2x2)- D13@100■ (2x2)- D13@100■

(2x2)- D13@100■ (2x2)- D13@100■

(2x2)- D13@100■

・　　は、寄せ筋を示す。

は幅止め筋 D10@300 を示す。

(2x2)- D10@100■

(2x2)- D10@100■

C23

(全断面)

12 - D22

(2x2)- D13@100

(全断面)

12 - D22

(2x2)- D13@100

4

(2x2)- D13@100■

(2x2)- D13@100■

(2x2)- D13@100■

600x500

600x500

50
0

600

4

4

600

50
0

4

■  - D13@100

 - D13@100■
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大梁リスト(1) 30

S=1:30 ［註　記］

Lo／4CLDCLDLo／4

Lo／4CLUCLULo／4

Lo

CLD：カットオフ筋余長（下端）

CLU：カットオフ筋余長（上端）

Lo ：内法スパン

カットオフ筋要領図

特記外の事項は下記による

幅止め筋・受筋 Ｄ１０＠１０００内とする。

大梁 増打コンクリート補強筋要領図

二方向の増打側面の増打

1ａ

ａ

ａ
2

上端の増打下端の増打

ａ

ａ

同径，同間隔とする。

Ｄ１６＠３００
ＳＤ２９５Ａ，同間隔とする

L2

L
2

L2

L
2

L2

Ｄ１６＠３００増打部分

Ｄ１６＠３００

腹筋は,大梁腹筋と増打部分

同径，同間隔とする。

腹筋は,大梁腹筋と

Ｄ１６Ｄ１６＠３００

※１※１

Ｄ１６＠３００

増打部分

※１※１

増打部分

なお、小梁、耐力壁及びスラブの鉄筋の定着長さは、増打部分を除いて算定する。

大梁あばら筋と同径，材質は

梁の増打補強配筋は下図により、増打幅（ａ）が７０ｍｍ以上、かつ３００ｍｍ以下の場合に適用する。

※１

大梁リスト(1)(宿泊棟)     

80
0

位置

断面

B × D 400x600 400x600 400x600 400x600 400x600

上端筋 5-D19 3-D19 3-D19 5-D19 5-D19 3-D19 4-D19 4-D19 3-D19 5-D19 5-D19 3-D19

下端筋 3-D19 3-D19 3-D19 3-D19 3-D19 3-D19 3-D19 3-D19 3-D19 3-D19 3-D19 3-D19 3-D19

スターラップ (3)-D10@200 (3)-D10@200 (3)-D10@200 (3)-D10@200

腹筋 2-D10 2-D10 2-D10 2-D10 2-D10

ｶｯﾄ上筋 CLU

ｶｯﾄ下筋 CLD

位置

断面

B × D 500x700 500x700 500x700 500x700 500x700

上端筋 7-D22 4-D22 4-D22 4-D22 7-D22 7-D22 4-D22 5-D22 5-D22 3-D22 6-D22 6-D22 3-D22

下端筋 4-D22 4-D22 5-D22 4-D22 4-D22 4-D22 4-D22 4-D22 4-D22 4-D22 4-D22 4-D22 4-D22

スターラップ (3)-D10@200 (3)-D10@200 (3)-D10@200 (3)-D10@200

腹筋 2-D10 2-D10 4-D16 4-D16 4-D16

ｶｯﾄ上筋 CLU

ｶｯﾄ下筋 CLD

位置

断面

B × D 600x800 600x800 600x800 570x800 600x800

上端筋 5-D22 5-D22 7-D22 8-D22 5-D22 4-D22 7-D22 7-D22 4-D22 6-D22 6-D22 4-D22

下端筋 5-D22 5-D22 5-D22 5-D22 7-D22 4-D22 4-D22 5-D22 5-D22 4-D22 4-D22 4-D22 4-D22

スターラップ (4)-D10@200 (4)-D10@200 (4)-D10@200 (4)-D10@200 (4)-D10@200

腹筋 2-D10 2-D10 4-D16 4-D16 4-D16

ｶｯﾄ上筋 CLU

ｶｯﾄ下筋 CLD

階 符号 G1 G2 G2A G3 G4 G5

RFL

3FL

2FL

80
0

600

80
0

600

500

70
0

400

60
0

500

70
0

400

60
0

600

80
0

500

70
0

400

60
0

570

500

70
0

400

60
0

600

80
0

500

70
0

400

60
0

端部 中央 中央

端部 中央

端部 中央

端部 中央

端部 中央

端部 中央中央4端 5端

他端 6端

中央他端 6端

中央8端 9端

中央8端 9端

中央8端 9端

中央1端 2端

中央1端 2端

中央1端 2端

Ｄ１６以上の腹筋の梁には、スペーサー（ドーナツ）の取付け用に、捨て筋Ｄ１０を配筋する。

15d(290) - 15d(290) 15d(290) 15d(290)

- - - - -

15d(330) 30d(660) 15d(330) 15d(330) 15d(330)

- 15d(330) - - -

15d(380) 15d(380) 15d(330) 15d(330) 15d(330)

- - 15d(330) 15d(330) -

3

3

5

5

5

5

5
2

5

5
3

5

5

5
2

4
3

4

4

4

3
2

3

3

3

4

4
1

4

4

4
3

4

3

3

3
2

3

5

4

4

4

5
2

5

4
3

4

4

4

4
1

4

3
2

3

3

3

3
1

3

5
2

5

4

4

5
1

4

4
1

4

3

4

4
2

4

3
1

3

3

3

3
2

3

5
1

4

4

4

4
2

4

3

4

3
2

3

3

3

3-D19

(3)-D13@100

(4)-D10@100

2

7-D22

※1 ※1 ※1

※1 ※1 ※1

※1 の腹筋は、柱内に L2定着 すること。

カットオフの(  )内数値はカットオフ長さを示し、10mm単位で丸めている。
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30大梁リスト(2)

500

S=1:30 ［註　記］

Lo／4CLDCLDLo／4

Lo／4CLUCLULo／4

Lo

CLD：カットオフ筋余長（下端）

CLU：カットオフ筋余長（上端）

Lo ：内法スパン

カットオフ筋要領図

特記外の事項は下記による

幅止め筋・受筋 Ｄ１０＠１０００内とする。

大梁 増打コンクリート補強筋要領図

二方向の増打側面の増打

1ａ

ａ

ａ
2

上端の増打下端の増打

ａ

ａ

同径，同間隔とする。

Ｄ１６＠３００
ＳＤ２９５Ａ，同間隔とする

L2

L
2

L2

L
2

L2

Ｄ１６＠３００増打部分

Ｄ１６＠３００

腹筋は,大梁腹筋と増打部分

同径，同間隔とする。

腹筋は,大梁腹筋と

Ｄ１６Ｄ１６＠３００

※１※１

Ｄ１６＠３００

増打部分

※１※１

増打部分

なお、小梁、耐力壁及びスラブの鉄筋の定着長さは、増打部分を除いて算定する。

大梁あばら筋と同径，材質は

梁の増打補強配筋は下図により、増打幅（ａ）が７０ｍｍ以上、かつ３００ｍｍ以下の場合に適用する。

※１

大梁リスト(2)(宿泊棟)     

RFL

3FL

2FL

階 符号 G6 G7 G8 G8A G9 G10

位置

断面

B × D 600x800 570x800 570x800 570x800 570x800

上端筋 7-D22 4-D22 7-D22 7-D22 4-D22 6-D22 7-D22 4-D22 7-D22 4-D22 6-D22 4-D22 7-D22

下端筋 4-D22 4-D22 5-D22 5-D22 4-D22 4-D22 4-D22 4-D22 4-D22 4-D22 4-D22 4-D22 5-D22

スターラップ (4)-D10@200 (4)-D10@200 (4)-D10@200 (4)-D10@200 (4)-D10@200

腹筋 2-D10 4-D13 4-D16 4-D19 4-D13

ｶｯﾄ上筋 CLU

ｶｯﾄ下筋 CLD

位置

断面

B × D 500x700 570x420 570x420 570x420 570x420 700x460

上端筋 6-D22 3-D22 5-D22 5-D22 4-D22 6-D22 6-D22 4-D22 6-D22 4-D22 6-D22 4-D22 5-D22 6-D19

下端筋 4-D22 4-D22 4-D22 4-D22 4-D22 4-D22 4-D22 4-D22 4-D22 4-D22 4-D22 4-D22 4-D22 6-D19

スターラップ (3)-D10@200 (4)-D10@200 (4)-D10@200 (4)-D10@200 (4)-D10@200 (4)-D10@200

腹筋 2-D10 4-D13 4-D16 4-D19 4-D13

ｶｯﾄ上筋 CLU

ｶｯﾄ下筋 CLD

位置

断面

B × D 400x600 570x420 570x420 570x420 570x420

上端筋 5-D19 3-D19 4-D19 4-D19 4-D19 6-D19 6-D19 4-D19 6-D19 4-D19 6-D19 4-D19 4-D19

下端筋 3-D19 3-D19 3-D19 4-D19 4-D19 4-D19 4-D19 4-D19 4-D19 4-D19 4-D19 4-D19 4-D19

スターラップ (3)-D10@200 (4)-D10@200 (4)-D10@200 (4)-D10@200 (4)-D10@200

腹筋 2-D10

ｶｯﾄ上筋 CLU

ｶｯﾄ下筋 CLD
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4

4

5
2

5

4
2

4
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4

4
1

4

3
2

3

3

3

3
1

3

5
2

5

4

4

5
1

4

5

4

4

4

5
1

4

4

4

4

4

6

4

5
2

4

4

4

5
1

4

4

4

6

4

4

4

5
2

4

4

4

5
1

4

4

4

6

4

4

4

5
1

4

4

4

5
2

5

5
1

4

4

4

5

4

6

4

4

4

4

4

6

6

600

80
0

70
0

400

60
0

570

80
0

570

42
0

570

42
0

570

80
0

570

42
0

570

42
0

570

80
0

570

42
0

570

42
0

570

80
0

570

42
0

570

42
0

700

46
0

全断面

端部 中央 中央端部 中央

端部 中央端部 中央

端部 中央端部 中央

中央 中央8端 9端 1端 2端 8端 9端

中央中央 中央8端 9端 1端 2端 8端 9端

中央中央 中央8端 9端 1端 2端 8端 9端

Ｄ１６以上の腹筋の梁には、スペーサー（ドーナツ）の取付け用に、捨て筋Ｄ１０を配筋する。

15d(290) 15d(290) 15d(290) 15d(290) 15d(290)

- - - - -

15d(330) 15d(330) 15d(330) 15d(330) 15d(330) -

- - - - - -

15d(330) 15d(330) 15d(330) 15d(330) 15d(330)

15d(330) 15d(330) - - 15d(330)

2-D10 2-D10 2-D10 2-D10

2-D10

※1 の腹筋は、柱内に L2定着 すること。

※1

※1 ※1

※1

※1

※1

※1

※1

カットオフの(  )内数値はカットオフ長さを示し、10mm単位で丸めている。
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株式会社 沖本初建築設計事務所

一級建築士大臣登録第103472号 沖  本   初

No.

2-21-404 Tsurumi cho Naka ku Hiroshima, 730ｰ0045, Japan

TITLE

[A1版:原図 → A3版:50％縮小]一級建築士事務所広島県知事登録  16(1)第0241号

S-34 （Ｅ）

S=1:

構造設計担当：一級建築士事務所広島県知事登録第16(1)5162号　株式会社 坂田建築工学研究所
　　　　　　　一級建築士大臣登録第 335088 号 ／ 構造設計一級建築士第 9344 号　坂田憲彦

30大梁リスト(3)

S=1:30 ［註　記］

Lo／4CLDCLDLo／4

Lo／4CLUCLULo／4

Lo

CLD：カットオフ筋余長（下端）

CLU：カットオフ筋余長（上端）

Lo ：内法スパン

カットオフ筋要領図

特記外の事項は下記による

幅止め筋・受筋 Ｄ１０＠１０００内とする。

大梁 増打コンクリート補強筋要領図

二方向の増打側面の増打

1ａ

ａ

ａ
2

上端の増打下端の増打

ａ

ａ

同径，同間隔とする。

Ｄ１６＠３００
ＳＤ２９５Ａ，同間隔とする

L2

L
2

L2

L
2

L2

Ｄ１６＠３００増打部分

Ｄ１６＠３００

腹筋は,大梁腹筋と増打部分

同径，同間隔とする。

腹筋は,大梁腹筋と

Ｄ１６Ｄ１６＠３００

※１※１

Ｄ１６＠３００

増打部分

※１※１

増打部分

なお、小梁、耐力壁及びスラブの鉄筋の定着長さは、増打部分を除いて算定する。

大梁あばら筋と同径，材質は

梁の増打補強配筋は下図により、増打幅（ａ）が７０ｍｍ以上、かつ３００ｍｍ以下の場合に適用する。

※１

大梁リスト(3)(宿泊棟)     

RFL

3FL

2FL

階 符号 H1 H2 H3 H3A H4 H4A

位置

断面

B × D 550x800 600x800 600x800 600x800 600x800

上端筋 5-D25 4-D25 10-D25 5-D25 7-D25 6-D25 4-D25 8-D25 8-D25 4-D25 7-D25

下端筋 4-D25 4-D25 5-D25 5-D25 6-D25 5-D25 5-D25 5-D25 4-D25 4-D25 6-D25

スターラップ (4)-D10@200 (4)-D10@150 (4)-D10@150 (4)-D10@150 (4)-D10@200

腹筋 4-D13 2-D10 2-D10 4-D19 2-D10

ｶｯﾄ上筋 CLU

ｶｯﾄ下筋 CLD

位置

断面

B × D 450x700 550x700 550x700 550x700 550x700 550x700

上端筋 8-D25 5-D25 5-D25 5-D25 5-D25 7-D25 5-D25 5-D25 7-D25 7-D25 4-D25 6-D25 9-D25 5-D25

下端筋 5-D25 5-D25 5-D25 4-D25 4-D25 4-D25 4-D25 4-D25 4-D25 4-D25 4-D25 4-D25 5-D25 5-D25 5-D25

スターラップ (3)-D10@200 (4)-D10@150 (4)-D10@200 (4)-D10@200 (4)-D10@200 (4)-D10@150

腹筋 4-D13 2-D10 2-D10 4-D19 2-D10 2-D10

ｶｯﾄ上筋 CLU

ｶｯﾄ下筋 CLD

位置

断面

B × D 450x700 500x700 550x700 550x700 550x700 500x700

上端筋 8-D22 5-D22 5-D22 5-D22 5-D22 8-D22 5-D22 5-D22 8-D22 7-D22 4-D22 4-D22 7-D22 4-D22 4-D22

下端筋 5-D22 5-D22 5-D22 5-D22 6-D22 5-D22 5-D22 6-D22 5-D22 5-D22 4-D22 4-D22 5-D22 4-D22 4-D22

スターラップ (3)-D10@200 (3)-D10@200 (4)-D10@200 (4)-D10@200 (4)-D10@200 (3)-D10@200

腹筋 2-D10 2-D10 2-D10 2-D10 2-D10 2-D10

ｶｯﾄ上筋 CLU

ｶｯﾄ下筋 CLD
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4

4

4

5
1
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2

5

4
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4
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0

550
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0

600

550

70
0

500

70
0

600
80
0

550

70
0

550

70
0

550

70
0

550

70
0

600

80
0

550

70
0

550

70
0

550

70
0

500

70
0

端部 中央

全断面

4-D25

4-D25

4

4

450

70
0

70
0

4-D22

4-D22

4

4

450

4-D25

5-D25

4

5

8-D25

5-D25

5
3

5

600

80
0

全断面

端部 中央

中央 中央 中央 中央 中央G端 H端 他端 G端 他端 G端 G端 H端 G端 H端

中央 中央 中央 中央 中央G端 H端 他端 G端 他端 G端 G端 H端 G端 H端

中央 中央 中央G端 H端 他端 G端 G端 H端

Ｄ１６以上の腹筋の梁には、スペーサー（ドーナツ）の取付け用に、捨て筋Ｄ１０を配筋する。

- 15d(330) 15d(330) 15d(330) 15d(330) 15d(330)

- - - - 15d(330) 15d(330)

- 15d(380) 15d(380) 15d(380) 15d(380) 15d(380)

- - - - - -

15d(380) 25d(630) 15d(380) 15d(380) 15d(380)

- 15d(380) - - 15d(380)

※1

※1

※1 の腹筋は、柱内に L2定着 すること。

※1

※1

カットオフの(  )内数値はカットオフ長さを示し、10mm単位で丸めている。

5

5

5-D25

潮温泉施設建設工事
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S-35 （Ｅ）

S=1:

構造設計担当：一級建築士事務所広島県知事登録第16(1)5162号　株式会社 坂田建築工学研究所
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30大梁リスト(4)

S=1:30 ［註　記］

特記外の事項は下記による

幅止め筋・受筋 Ｄ１０＠１０００内とする。

Lo ：内法スパン

CLU：カットオフ筋余長（上端）

CLD：カットオフ筋余長（下端）

梁の増打補強配筋は下図により、増打幅（ａ）が７０ｍｍ以上、かつ３００ｍｍ以下の場合に適用する。

なお、小梁、耐力壁及びスラブの鉄筋の定着長さは、増打部分を除いて算定する。

※１ 大梁あばら筋と同径，材質は

ＳＤ２９５Ａ，同間隔とする
増打部分 Ｄ１６＠３００

※１ ※１

増打部分

Ｄ１６＠３００

※１ ※１

Ｄ１６＠３００ Ｄ１６

腹筋は,大梁腹筋と

同径，同間隔とする。

増打部分 腹筋は,大梁腹筋と

同径，同間隔とする。Ｄ１６＠３００

増打部分 Ｄ１６＠３００

Lo

Lo／4 CLU CLU Lo／4

Lo／4 CLD CLD Lo／4

ａ
L2

L
2

ａ

下端の増打 上端の増打

L2

L
2

2
ａ

L2 ａ

ａ1

側面の増打 二方向の増打

カットオフ筋要領図

大梁 増打コンクリート補強筋要領図

大梁リスト(4)(宿泊棟)     

70
0

RFL

3FL

2FL

階 符号 H5 H6 H7 H10

位置

断面

B × D 570x800 570x800 500x700

上端筋 6-D25 4-D25 7-D25 7-D25 4-D25 6-D25

下端筋 4-D25 4-D25 4-D25 4-D25 4-D25 5-D25

スターラップ (4)-D10@200 (4)-D10@200 (3)-D10@200

腹筋 4-D19 4-D13 2-D10

ｶｯﾄ上筋 CLU

ｶｯﾄ下筋 CLD

位置

断面

B × D 550x700 550x700 500x700 700x460

上端筋 5-D25 4-D25 6-D25 6-D25 4-D25 4-D25 6-D19 4-D19 4-D19 7-D22

下端筋 4-D25 4-D25 4-D25 4-D25 4-D25 4-D25 4-D19 6-D19 4-D19 7-D22

スターラップ (4)-D10@200 (4)-D10@200 (3)-D10@200 (4)-D10@200

腹筋 4-D19 4-D13 2-D10

ｶｯﾄ上筋 CLU

ｶｯﾄ下筋 CLD

位置

断面

B × D 550x700 550x700

上端筋 4-D22 4-D22 7-D22 7-D22 4-D22 4-D22

下端筋 4-D22 4-D22 4-D22 4-D22 4-D22 4-D22

スターラップ (4)-D10@200 (4)-D10@200 (3)-D10@200

腹筋 2-D10 2-D10 2-D10

ｶｯﾄ上筋 CLU

ｶｯﾄ下筋 CLD
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4
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4

5
1

4

4

4

4

4

5
2
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5
2

4

4

4

5
1

5

5
1

4

4

4

4

4

5
2

4

4

4

4

4

4
2

4

4

4
2

4

4

7

7

570

80
0

550

70
0

550

570

80
0

550

70
0

550

70
0

500

70
0

700

46
0

4-D19

6-D19

4-D19

4-D19

全断面

中央 中央端部

4-D19

6-D19

4

4
2

4-D19

4-D19

4

4

500

70
0

中央端部

中央

中央他端 G端

F端 G端 G端 H端

中央中央F端 G端 G端 H端

中央中央F端 G端 G端 H端

Ｄ１６以上の腹筋の梁には、スペーサー（ドーナツ）の取付け用に、捨て筋Ｄ１０を配筋する。

15d(330) 15d(330) -

- - -

15d(380) 15d(380) 15d(290) -

- - - -

15d(380) 15d(380) -

- 15d(380) -

2-D10

※1 ※1

※1※1

※1 の腹筋は、柱内に L2定着 すること。

44

500

60
0

4
2

4

500x600

カットオフの(  )内数値はカットオフ長さを示し、10mm単位で丸めている。
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構造設計担当：一級建築士事務所広島県知事登録第16(1)5162号　株式会社 坂田建築工学研究所
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30

［註　記］

特記外の事項は下記による

幅止め筋・受筋 Ｄ１０＠１０００内とする。

Lo ：内法スパン

CLU：カットオフ筋余長（上端）

CLD：カットオフ筋余長（下端）

梁の増打補強配筋は下図により、増打幅（ａ）が７０ｍｍ以上、かつ３００ｍｍ以下の場合に適用する。

なお、小梁、耐力壁及びスラブの鉄筋の定着長さは、増打部分を除いて算定する。

※１ 大梁あばら筋と同径，材質は

ＳＤ２９５Ａ，同間隔とする
増打部分 Ｄ１６＠３００

※１ ※１

増打部分

Ｄ１６＠３００

※１ ※１

Ｄ１６＠３００ Ｄ１６

腹筋は,大梁腹筋と

同径，同間隔とする。

増打部分 腹筋は,大梁腹筋と

同径，同間隔とする。Ｄ１６＠３００

増打部分 Ｄ１６＠３００

Lo

Lo／4 CLU CLU Lo／4

Lo／4 CLD CLD Lo／4

ａ
L2

L
2

ａ

下端の増打 上端の増打

L2

L
2

2
ａ

L2 ａ

ａ1

側面の増打 二方向の増打

カットオフ筋要領図

大梁 増打コンクリート補強筋要領図

Ｄ１６以上の腹筋の梁には、スペーサー（ドーナツ）の取付け用に、捨て筋Ｄ１０を配筋する。

カットオフの(  )内数値はカットオフ長さを示し、10mm単位で丸めている。

大梁リスト(5)

S=1:30大梁リスト(5)(温浴棟)     

60
0

3FL

2FL

階 符号 G21 G22 G23 G23A G24 G25 G26

位置

断面

B × D 400x600 400x700 400x600 400x600 600x600 400x600 600x600

上端筋 4-D22 4-D22 4-D22 8-D22 4-D22 4-D22 10-D22 6-D22 9-D22 4-D22 4-D22 4-D22

下端筋 4-D22 4-D22 6-D22 4-D22 4-D22 4-D22 6-D22 10-D22 6-D22 4-D22 6-D22 4-D22 4-D22

スターラップ (3)-D10@200 (3)-D10@150 (3)-D10@200 (3)-D10@100 (4)-D10@150 (3)-D10@200 (4)-D10@200

腹筋 2-D10 2-D10 2-D10 2-D10 2-D10 2-D10 2-D10

ｶｯﾄ上筋(CLU)

ｶｯﾄ下筋(CLD)

位置

断面

B × D 400x600 500x600

上端筋 4-D19

下端筋 4-D19

スターラップ (3)-D10@200 (3)-D10@200

腹筋 2-D10 2-D10

ｶｯﾄ上筋(CLU)

ｶｯﾄ下筋(CLD)

4

4

4

4

4

4
2

4
4

4

4

4

4

4

6
4

6

6

6
4

6
3

6

4

4

4

4

4

4
2

4

4

4-D19

6-D19

4-D19

4-D19

400
400

70
0

400

60
0

400

60
0

600

60
0

400

60
0

400

60
0

600

60
0

500

60
0

全断面 全断面 全断面 全断面

全断面 中央端部

中央10端 11端 中央11端 12端 中央12端 13端

- -

- -

- 15d(330) - - 15d(330) - 15d(330)

- - - - - - 15d(330)

6

6

4

4

4

4

2

8-D22
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30

［註　記］

特記外の事項は下記による

幅止め筋・受筋 Ｄ１０＠１０００内とする。

Lo ：内法スパン

CLU：カットオフ筋余長（上端）

CLD：カットオフ筋余長（下端）

梁の増打補強配筋は下図により、増打幅（ａ）が７０ｍｍ以上、かつ３００ｍｍ以下の場合に適用する。

なお、小梁、耐力壁及びスラブの鉄筋の定着長さは、増打部分を除いて算定する。

※１ 大梁あばら筋と同径，材質は

ＳＤ２９５Ａ，同間隔とする
増打部分 Ｄ１６＠３００

※１ ※１

増打部分

Ｄ１６＠３００

※１ ※１

Ｄ１６＠３００ Ｄ１６

腹筋は,大梁腹筋と

同径，同間隔とする。

増打部分 腹筋は,大梁腹筋と

同径，同間隔とする。Ｄ１６＠３００

増打部分 Ｄ１６＠３００

Lo

Lo／4 CLU CLU Lo／4

Lo／4 CLD CLD Lo／4

ａ
L2

L
2

ａ

下端の増打 上端の増打

L2

L
2

2
ａ

L2 ａ

ａ1

側面の増打 二方向の増打

カットオフ筋要領図

大梁 増打コンクリート補強筋要領図

Ｄ１６以上の腹筋の梁には、スペーサー（ドーナツ）の取付け用に、捨て筋Ｄ１０を配筋する。

カットオフの(  )内数値はカットオフ長さを示し、10mm単位で丸めている。

大梁リスト(6)

S=1:30大梁リスト(6)(温浴棟)     

3FL

2FL

階 符号 H21 H22 H23 H24 H25 H26

位置

断面

B × D 500x700 500x700 500x700 500x1400 500x1400 500x1400

上端筋 6-D22 5-D22 6-D22 4-D22 6-D22 5-D22 6-D22 4-D22 4-D22 6-D22 6-D22 4-D22 6-D22 4-D22 4-D22

下端筋 6-D22 5-D22 5-D22 4-D22 5-D22 5-D22 6-D22 6-D22 6-D22 4-D22 4-D22 4-D22 4-D22 6-D22 6-D22

スターラップ (4)-D10@150 (4)-D10@200 (4)-D10@150 (3)-D10@200 (3)-D10@200 (3)-D10@200

腹筋 2-D10 2-D10 2-D10

ｶｯﾄ上筋(CLU)

ｶｯﾄ下筋(CLD)

位置

断面

B × D

上端筋

下端筋

スターラップ

腹筋

ｶｯﾄ上筋(CLU)

ｶｯﾄ下筋(CLD)

5
1

5
1

5

5

5
1

5

4

4

5
1

5

5

5

5
1

5
1

4

4
2

4

4
2

4
2

4

4
2

4

4

4

4
2

4

4

4
2

4

4
2

3FL

2FL

階 符号 H27 H28 H29 H30 H31 H32

位置

断面

B × D 500x700 500x700 500x700 500x700 500x700 500x700

上端筋 5-D22 4-D22 5-D22 4-D22

下端筋 4-D22 4-D22 4-D22 4-D22

スターラップ (3)-D10@200 (3)-D10@200 (3)-D10@200 (3)-D10@200 (3)-D10@200 (3)-D10@200

腹筋 2-D10 2-D10 2-D10 2-D10 2-D10 2-D10

ｶｯﾄ上筋(CLU)

ｶｯﾄ下筋(CLD)

位置

断面

B × D 500x600 500x600 500x600 500x600 500x600 500x600

上端筋 5-D19 4-D19 7-D19 7-D19 4-D19 7-D19 4-D19 5-D19 4-D19 4-D19 6-D19 6-D19 4-D19 6-D19 4-D19 4-D19

下端筋 4-D19 4-D19 4-D19 4-D19 4-D19 4-D19 4-D19 4-D19 4-D19 4-D19 4-D19 4-D19 4-D19 4-D19 4-D19 4-D19

スターラップ (3)-D10@200 (3)-D10@200 (3)-D10@200 (3)-D10@200 (3)-D10@200 (3)-D10@200

腹筋 2-D10 2-D10 2-D10 2-D10 2-D10 2-D10

ｶｯﾄ上筋(CLU)

ｶｯﾄ下筋(CLD)

4
1

4

4

4

4
3

4

4
1

4

4

4

4
3

4

4

4

4
3

4

4

4

4
1

4

4

4

4

4

4
2

4

4
1

4

4

4

4
2

4

4

4

4
2

4

4

4

4

4

60
0

500

70
0

500

70
0

500

70
0

500

14
00

500

14
00

500

14
00

500

500

70
0

500

60
0

500

60
0

500

60
0

500

70
0

500

60
0

500

60
0

4

4

4-D22

4-D22

6-D22

4-D22

4
2

4

500

70
0

4-D22

4-D22

4

4

6-D22

4-D22

4
2

4

500

70
0

4-D22

4-D22

4

4

6-D22

4-D22

4
2

4

500

70
0

4-D22

4-D22

4

4

6-D22

4-D22

4
2

4

500

70
0

中央A端 B端 全断面 中央端部

中央端部

中央端部 中央端部 中央端部 中央端部 中央端部

中央端部

中央端部

中央C端 D端 中央A端 B端 中央C端 D端

中央A端 B端 中央C端 D端 中央A端 B端 中央C端 D端

15d(330) - 15d(330) 15d(330) 15d(330) 15d(330)

15d(330) - 15d(330) - - -

15d(290) 15d(290) 15d(290) 15d(290) 15d(290) 15d(290)

- - - - - -

15d(290) 15d(290) 15d(290) 15d(290) 15d(290) 15d(290)

- - - - - -

14-D13(L2定着) 14-D13(L2定着) 14-D13(L2定着)

H24、H25、H26の梁上増打部の腹筋はD13@150とする。

Ｄ１６＠３００

L2
増

打

Ｄ１３＠１５０

Ｄ１０＠２００

H24、H25、H26

（小梁主筋は増打ちを除いて定着長を確保する。）

潮温泉施設建設工事
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30小梁リスト(1)

S=1:30小梁リスト(1)(宿泊棟)     

符号

位置

断面

B × D

上端筋

下端筋

スターラップ

腹筋

60
0

B2 B2A B2B

端部 中央 中央 全断面

360x600 360x600 360x600

5-D19 3-D19 3-D19 3-D19 5-D19 5-D19

3-D19 4-D19 3-D19 3-D19 3-D19 4-D19

(3)-D10@200 (3)-D10@200 (3)-D10@200

2-D10 2-D10 2-D10

360 360

60
0

360

60
0

60
0

B1 B1A

中央 中央

400x600 400x600

4-D19 4-D19 7-D19 7-D19 7-D19 4-D19

4-D19 7-D19 4-D19 4-D19 4-D19 4-D19

(3)-D10@200 (3)-D10@150

2-D10 2-D10

400 400

60
0

B3 B3A B3B

端部 中央 中央 中央

400x430 400x430 400x430

6-D22 4-D22 4-D22 4-D22 6-D22 6-D22 4-D22 6-D22

4-D22 4-D22 4-D22 4-D22 6-D22 6-D22 4-D22 4-D22

(3)-D10@200 (3)-D10@200 (4)-D10@150

400

43
0

400

43
0

400

43
0

3
2

3

3

3
1

3

3

3

3

3
2

3

3
2

3
1

4

4

4

4
3

4
3

4

4
3

4

4
3

4

4

4

4
2

4

4

4

4

4

4

4

4
2

4
2

4

4

4
2

4

2-D10 2-D10 2-D10

4
2

4
2

符号

位置

断面

B × D

上端筋

下端筋

スターラップ

腹筋

符号

位置

断面

B × D

上端筋

下端筋

スターラップ

腹筋

43
0

B3C

端部 中央

400x430

4-D22 4-D22

4-D22 8-D22

(3)-D10@200

400

全断面

B4

250x500

2-D19

2-D19

(2)-D10@200

2-D10

4

4

4

4
4

2

2

250
50
0

B8 B8A

端部 中央 中央

360x600 360x600

4-D19 3-D19 3-D19 3-D19 4-D19

3-D19 4-D19 3-D19 3-D19 3-D19

(3)-D10@200 (3)-D10@200

2-D10 2-D10

360

60
0

360

60
0

3
1

3

3

3
1

3

3

3

3

3
1

3

B5 B6 B7 B7A

全断面 端部 中央 端部 中央 中央

400x600 350x430 400x600 400x600

4-D19 3-D22 3-D22 4-D19 3-D19 3-D19 3-D19 4-D19

4-D19 3-D22 5-D22 3-D19 3-D19 3-D19 3-D19 3-D19

(3)-D10@200 (3)-D10@200 (3)-D10@200 (3)-D10@200

2-D10 2-D10 2-D10

400

60
0

350

43
0

400

60
0

400

60
0

4

4

3

3

3

3
2

3
1

3

3

3

3

3

3

3

3
1

3

2-D10 2-D10

B8B CH1 CH2 CH3

中央

360x600 600x800 550x700 500x700

4-D19 4-D19 3-D19 10-D25 5-D25 9-D25 5-D25 10-D22 5-D22

3-D19 3-D19 3-D19 5-D25 5-D25 5-D25 5-D25 7-D22 5-D22

(3)-D10@200 (4)-D10@150 (4)-D10@150 (4)-D10@150

2-D10 2-D10 2-D10 2-D10

360

60
0

600

80
0

550
70
0

500

70
0

3
1

3

3
1

3

3

3

5
5

5

5

5

5
4

5

5

5

5
5

5
2

5

5

L2

なお、スラブの鉄筋の定着長さは、増打部分を除いて算定する。

ＳＤ２９５Ａ，同間隔とする

大梁あばら筋と同径，材質は

Ｄ１６＠３００増打部分

かつ３００ｍｍ以下の場合に適用する。

梁の増打補強配筋は下図により、増打幅（ａ）が７０ｍｍ以上

ａ

小梁 増打コンクリート補強筋要領図

4端 5端 5端 他端

6, 9端 内端 2端 3端

5端 他端

連続端 B3A端 他端始, 終端

元端 先端 元端 先端 元端 先端

2, 8端 他端

潮温泉施設建設工事
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30

S=1:30小梁リスト(2)(温浴棟)     

小梁リスト(2)

符号 B21 B22 B23 B24 B24A B24B B24C B25

位置 端部 中央 端部 中央 端部 中央 端部 中央 端部 中央

断面

B × D 400x700 450x700 200x1000 450x700 450x700 450x700 450x700 400x600

上端筋 3-D19 3-D19 5-D19 5-D19 6-D19 5-D19 5-D22 5-D22 7-D22 7-D22 5-D22 5-D19 5-D19 6-D19 6-D19 4-D19

下端筋 3-D19 4-D19 5-D19 9-D19 5-D19 5-D19 5-D22 6-D22 5-D22 5-D22 5-D22 5-D19 5-D19 5-D19 4-D19 4-D19

スターラップ (3)-D10@200 (3)-D10@200 (2)-D10@200 (3)-D10@200 (4)-D10@150 (4)-D10@150 (3)-D10@200 (3)-D10@200

腹筋 2-D10 2-D10 6-D10 2-D10 2-D10 2-D10 2-D10 2-D10

3

3

3

3
1

5

5

5

5
4

5
1

5

5

5

5

5

5

5
1

5
2

5

5
2

5

5

5

5

5

5

5

5
1

5

4
2

4

4

4

400 450

70
0

450

70
0

450

70
0

450

70
0

450

70
0

400

60
0

2

2
2

2-D16

4-D16

全断面

符号

位置

断面

B × D

上端筋

下端筋

スターラップ

腹筋

B25A

400x600

4-D19 4-D19 6-D19

4-D19 5-D19 4-D19

(3)-D10@200

2-D10

4

4

4

4
1

4
2

4

400

60
0

L2

なお、スラブの鉄筋の定着長さは、増打部分を除いて算定する。

ＳＤ２９５Ａ，同間隔とする

大梁あばら筋と同径，材質は

Ｄ１６＠３００増打部分

かつ３００ｍｍ以下の場合に適用する。

梁の増打補強配筋は下図により、増打幅（ａ）が７０ｍｍ以上

ａ

小梁 増打コンクリート補強筋要領図

中央A, D端 内端 中央A, D端 内端

中央A, D端 内端

10 11

小梁主筋とのあきが確保できなくなる位置までとする。

-D10@200フカシ筋

2/2-D16

(合計:4本)
（小梁スタラップピッチの中央に配置する）

小梁内 L2 定着

L2

L2

L
2

B23 梁下フカシ要領

小梁下端筋を延長してもよい。

（延長した場合、S-46の下筋 2-D13 は不要）

L2 L2

下記要領としても良い。

-一体としたスターラップ筋上部をクロスで折り曲げ

スラブ内にL2定着

B23上下 拘束筋

-D10@200

下記要領としても良い。

上1段筋は折り下げ L2 定着

L2

潮温泉施設建設工事
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壁リスト

頂部横補強筋※３

※１端部縦補強筋

※２隅角部縦補強筋

斜　筋

横　筋

縦　筋開
口
補
強
筋

幅止め筋

横　　筋

縦　　筋

縦 断 面

壁　 厚

符　 号

Ｓ ＝ １ ： ３ ０壁 リ ス ト 　 　

Ｗ１５

１５０

Ｄ１０＠９００

Ｄ１０＠１５０　ＣＷ

Ｄ１０＠１５０　ＣＷ

1
5
0

150

２－Ｄ１３

４－Ｄ１３

４－Ｄ１３

Ｄ１０＠１５０　Ｗ

Ｄ１０＠９００

Ｄ１０＠１５０　Ｗ

２－Ｄ１３

Ｗ１６

２－Ｄ１３

２－Ｄ１３

２－Ｄ１３

４－Ｄ１３

４－Ｄ１３

１６０

160

１８０

Ｄ１３＠１５０　Ｗ

Ｄ１３＠１５０　Ｗ

Ｄ１０＠９００

２－Ｄ１６

４－Ｄ１６

180

Ｗ１８

４－Ｄ１６

Ｄ１３＠１００　Ｗ

Ｄ１０＠１０００

Ｗ１８Ａ

１８０

180

Ｄ１３＠１００　Ｗ

２－Ｄ１６

４－Ｄ１６

４－Ｄ１６

２００

Ｗ２０

Ｄ１３＠１２５　Ｗ

Ｄ１３＠１５０　Ｗ

Ｄ１０＠９００

２－Ｄ１６

２－Ｄ１６

２－Ｄ１３

２－Ｄ１６

４－Ｄ１６

４－Ｄ１６

200

Ｄ１０＠１５０　Ｗ

Ｄ１０＠９００

Ｄ１０＠１５０　Ｗ

２－Ｄ１３

２－Ｄ１６

２－Ｄ１６

ＥＷ１６

１６０ ２００

Ｄ１３＠１５０　Ｗ

Ｄ１０＠９００

200

ＥＷ２０

Ｄ１３＠１００　Ｗ

※1 端部縦補強筋要領図

（平　面）

（ダブル配筋の場合）（シングル配筋の場合）

※2 隅角部縦補強筋要領図

（平　面）

（シングル配筋の場合） （ダブル配筋の場合）

※3 頂部横補強筋要領図

（立　面）

（シングル配筋の場合） （ダブル配筋の場合）

隅角部縦補強筋

頂部横補強筋 頂部横補強筋

隅角部縦補強筋

端部縦補強筋 端部縦補強筋

－(壁横筋と同径

－(壁縦筋と同径)

　 ・同ピッチ)

　 ・同ピッチ)

160

１５０

Ｄ１０＠９００

1
5
0

150

Ｗ１５Ａ

Ｄ１３＠１５０　ＣＷ

Ｄ１３＠１５０　ＣＷ

２－Ｄ１６

(タテ胴縁の場合)

柱 際 部 （ 完 全 スリット ）

※１

Ｗ

250250

１－Ｄ１３

（外部）

（内部）

シ－リング材
※１

Ｗ

250250

２－Ｄ１３

（外部）

（内部）

シ－リング材

※１※１

※１※１※１※１

２－Ｄ１９

２－Ｄ１９２－Ｄ１６２－Ｄ１３

＜壁長が ３ｍ以下の場合＞ ＜壁長が ３ｍを超える場合＞ ＜防水立上り部＞

梁 上 部 （ 完 全 スリット ・ 水密タイプ）

シ－リング材シ－リング材
２－Ｄ１６

2
5
0
2
Ｗ

2
5
0

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

（内部）（外部）（内部）（外部）

２－Ｄ１６

2
5
0

2
5
0

2
Ｗ

2
Ｗ ＷＷ ＷＷ

2
5
0

2
5
0

シ－リング材シ－リング材

（内部）（外部）（内部）（外部）

2
5
0

2
5
0

2
Ｗ

2
Ｗ ＷＷ ＷＷ

2
5
0

2
5
0

シ－リング材シ－リング材

（内部）（外部）（内部）（外部）

2
5
0
2
Ｗ

2
5
0

１２０ｍｍ ７０ｍｍ

１５０ｍｍ ９０ｍｍ

１８０ｍｍ １００ｍｍ

大梁下端誘発目地

大梁 大梁

開口 開口
柱 柱

開口 開口 開口

完全スリット 誘発目地 完全スリット

完全スリット 完全スリット 完全スリット

完全スリット

ｔ1 ｔ2 Ｌ1
ｔ2

ｔ1

大梁下端誘発目地要領図

完全スリット

※　

Ｌ
2

Ｌ1≦３５０ の場合

Ｌ2≧２００ の場合

（ひび割れ誘発目地が３ｍ以内に入る場合は除く）

W20

1,500

W20が取付く範囲

梁

柱

梁

柱

C-100x50x20x2.3@600
(SSC400)

胴縁

開口補強(タテ)

(STKR400)

(SSC400)
2C-100x50x20x2.3@600
開口補強(ヨコ)

PL-6 2-M12(中ボルト)

PL-6 2-M12(中ボルト)

補強筋 D13@200(上下共)

梁

柱

梁

柱

(SSC400)
2C-100x50x20x2.3@600
開口補強(ヨコ)

PL-6 2-M12(中ボルト)

C-100x50x20x2.3@600
(SSC400)

胴縁

PL-6 2-M12(中ボルト)

Ｄ１３＠４００ Ｄ１３＠４００

Ｄ１３＠４００ Ｄ１３＠４００ Ｄ１３＠４００ Ｄ１３＠４００

Ｄ１３＠４００ Ｄ１３＠４００

15020 20

100

縦胴縁

取り付けボルト 2-M12(中ボルト)
取り付けピース L-100x75x7 (L=100)

C-100x50x20x2.3

2-D13

D13@200(縦筋)

L2

※

縦胴縁受け
[-100x50x5x7.5

ﾅｯﾄM16(D)

PL-9×100×100

6
5

9

30
48
0

ﾅｯﾄM16

均しﾓﾙﾀﾙ
t=30

A.BOLT1-M16
@2,000

胴縁取付要領図

(現場にて調整のこと)

中ボルトには、ゆるみ止め(スプリングワッシャー使用等)を行うこと。

乾式壁取付要領図

(ヨコ胴縁の場合)

開口補強(タテ)

（補強材間隔が３.５ｍ以下の場合）
□-100x100x9

(STKR400)

(STKR400)

（補強材間隔が３.５ｍを超え４.５ｍ以下の場合）
□-100x100x12

□-100x100x4.5

PL-6 2-M16（中ボルト)２面せん断

PL-6 2-M16（中ボルト)２面せん断

PL-6 2-M16（中ボルト)２面せん断

構 造 ス リ ッ ト 要 領 図 　Ｓ ＝ １ ： ３ ０ 鉛直スリットは右記による。Ｗ：水平スリット 25mm，

2F・3F 25 mm

1F

鉛直スリット　

25 mm(高さ1500未満の壁際)宿泊棟 （詳細は、メーカー仕様書による。）※１：防錆処理を施すこと。

55 mm(高さ3100を超える壁際)

50 mm(高さ3100以下の壁際)

1F 温浴棟 25 mm

２－Ｄ１３

２－Ｄ１６

２－Ｄ１６

潮温泉施設建設工事



L
2

先端部の配筋は

株式会社 沖本初建築設計事務所

一級建築士大臣登録第103472号 沖  本   初

No.

2-21-404 Tsurumi cho Naka ku Hiroshima, 730ｰ0045, Japan

TITLE

[A1版:原図 → A3版:50％縮小]一級建築士事務所広島県知事登録  16(1)第0241号

S-41 

S=1:

構造設計担当：一級建築士事務所広島県知事登録第16(1)5162号　株式会社 坂田建築工学研究所
　　　　　　　一級建築士大臣登録第 335088 号 ／ 構造設計一級建築士第 9344 号　坂田憲彦

（Ｅ）

---スラブリスト

中 央 部端　　部

配力筋方向主 筋 方 向

下端筋

上端筋

位　置版　厚符　号

端　　部 中 央 部

下端筋

上端筋

下端筋

上端筋

備　考

下端筋

上端筋

下端筋

上端筋

下端筋

上端筋

下端筋

上端筋

下端筋

上端筋

下端筋

上端筋

中 央 部端　　部

配力筋方向主 筋 方 向

下端筋

上端筋

位　置版　厚符　号

端　　部 中 央 部

下端筋

上端筋

下端筋

上端筋

備　考

下端筋

上端筋

下端筋

上端筋

Ｓ２１ １８０

Ｄ１０Ｄ１３ ＠２００

Ｄ１０ ＠２００

Ｄ１０ ＠２００

Ｄ１０ ＠２００

Ｄ１３ ＠１００

Ｓ２１Ａ

Ｓ２１Ｂ １８０

Ｄ１０Ｄ１３ ＠１５０

Ｄ１０ ＠１５０

Ｄ１０ ＠２００

Ｄ１０ ＠２００

Ｓ２２ １５０

Ｄ１０Ｄ１３ ＠１５０

Ｄ１０ ＠１５０

Ｄ１０ ＠１５０

Ｄ１０ ＠１５０

Ｓ２３ １５０

Ｄ１０Ｄ１３ ＠２００

Ｄ１０ ＠２００

Ｄ１０ ＠２００

Ｄ１０ ＠２００

Ｓ２４ １５０

Ｓ２５ １５０

Ｄ１０ ＠１５０

Ｄ１０ ＠１５０

Ｄ１０ ＠１５０

Ｓ２６ １５０

Ｄ１０Ｄ１３ ＠１５０

Ｄ１０ ＠１５０

Ｄ１０ ＠１５０

Ｄ１０ ＠１５０

Ｓ２７ ２００

Ｄ１０ ＠１５０

Ｄ１０ ＠１５０

Ｄ１０ ＠１５０

備　考

全　　域全　　域

位　置版　厚符　号

配力筋方向主 筋 方 向

上端筋

下端筋

上端筋

下端筋

上端筋

下端筋

上端筋

下端筋

上端筋

下端筋

上端筋

下端筋

ＣＳ２１

ＣＳ２２

１５０

Ｄ１０Ｄ１３ ＠１５０

Ｄ１０ ＠１５０

Ｄ１３ ＠１５０

Ｄ１０ ＠１５０

Ｄ１０ ＠１５０

Ｄ１０ ＠１５０

Ｄ１０ ＠１５０

Ｄ１０ ＠１５０

１８０

Ｄ１６ ＠１２５

Ｄ１３ ＠１２５

Ｄ１０ ＠１５０

Ｄ１０ ＠１５０

Ｄ１３ ＠１５０

備　考

全　　域全　　域

位　置版　厚符　号

配力筋方向主 筋 方 向

上端筋

下端筋

上端筋

下端筋

Ｓ１ １８０

Ｄ１０Ｄ１３ ＠２００

Ｄ１０ ＠２００

Ｄ１０ ＠２００

Ｄ１０ ＠２００

Ｓ２

Ｓ３

Ｓ４

Ｓ５

１５０

２００

１５０

１８０

Ｄ１０Ｄ１３ ＠２００

Ｄ１０ ＠２００

Ｄ１３ ＠１５０

Ｄ１３ ＠１５０

Ｄ１０Ｄ１３ ＠１５０

Ｄ１０ ＠１５０

Ｄ１０Ｄ１３ ＠１５０

Ｄ１０ ＠１５０

Ｄ１０ ＠２００

Ｄ１０ ＠２００

Ｄ１０ ＠１５０

Ｄ１０ ＠１５０

Ｄ１０ ＠１５０

Ｄ１０ ＠１５０

Ｄ１０ ＠１５０

Ｄ１０ ＠１５０

ＣＳ１

ＣＳ２

Ｄ１３ ＠２００

Ｄ１０ ＠２００

Ｄ１３ ＠１２５

Ｄ１０ ＠１２５

Ｄ１０ ＠２００

Ｄ１０ ＠２００

Ｄ１０ ＠２００

Ｄ１０ ＠２００

上端筋

下端筋

上端筋

下端筋

上端筋

下端筋

ＣＳ４

ＣＳ５

ＣＳ６

１５０

Ｄ１０Ｄ１３ ＠２００

Ｄ１０ ＠２００

Ｄ１３ ＠１２５

Ｄ１０ ＠１２５

Ｄ１０Ｄ１３ ＠１５０

Ｄ１０ ＠１５０

Ｄ１０ ＠２００

Ｄ１０ ＠２００

Ｄ１０ ＠２００

Ｄ１０ ＠２００

Ｄ１０ ＠１５０

Ｄ１０ ＠１５０

上端筋

下端筋

上端筋

下端筋

上端筋

下端筋

ＣＳ３

ＣＳ３Ａ

ＣＳ３Ｂ

Ｄ１０Ｄ１３ ＠１５０

Ｄ１０ ＠１５０

Ｄ１３ ＠７５

Ｄ１０ ＠７５

Ｄ１３ ＠７５

Ｄ１０ ＠７５

Ｄ１０ ＠１５０

Ｄ１０ ＠１５０

Ｄ１０Ｄ１３ ＠１５０

Ｄ１０ ＠１５０

Ｄ１０ ＠１５０

Ｄ１０ ＠１５０

上端筋

下端筋

上端筋

下端筋

上端筋

下端筋

上端筋

下端筋

ＣＳ８

Ｄ１３ ＠１５０

Ｄ１０ ＠１５０

Ｄ１０ ＠１５０

Ｄ１０ ＠１５０

ＣＳ７

ＣＳ７Ａ

ＣＳ７Ｂ

Ｄ１０Ｄ１３ ＠１５０

Ｄ１０ ＠１５０

Ｄ１３ ＠７５

Ｄ１０ ＠７５

Ｄ１３ ＠７５

Ｄ１０ ＠７５

Ｄ１０ ＠１５０

Ｄ１０ ＠１５０

Ｄ１０Ｄ１３ ＠１５０

Ｄ１０ ＠１５０

Ｄ１０ ＠１５０

Ｄ１０ ＠１５０

２００～１４０

ＣＳ２２Ａ

ＣＳ２２Ｂ

２００～１４０

２００～１４０

ＣＳ２３

Ｄ１０Ｄ１３ ＠１５０

Ｄ１０ ＠１５０

Ｄ１０ ＠１５０

Ｄ１０ ＠１５０

２００～１４０

２００～１４０

２００～１４０

２００～１４０

２００～１４０

２００～１４０

２００～１４０

２００～１４０

２００～１４０

２００～１４０

２００～１４０

主筋上端筋

片持スラブ配力筋（上端筋）

収縮目地

片持スラブ主筋（上端筋）

片持スラブ配力筋（上端筋）

片持スラブ主筋（下端筋）

片持スラブ配力筋（下端筋）

収縮目地位置は、監理者と協議の上決定［註　記］

100以内100以内

バルコニー・廊下片持スラブ収縮目地部　配力筋詳細図

L1

Ｄ１３

Ｄ１３

L1

片持スラブ先端部 配筋要領図

L
2

主筋上端筋（先端部）
（特記なき限り

とする。）

L1

L1

主筋下端筋（先端部）
（特記なき限り

とする。）

主筋上端筋（先端部）
（特記なき限り

とする。）

主筋下端筋

主筋下端筋

主筋上端筋

主筋下端筋（先端部）
（特記なき限り

とする。）

配力筋（先端部）
（特記なき限り

（チドリ）
とする。）

Ｄ１０＠２００

主筋下端筋

先端部

先端部

主筋上端筋

L
2

配力筋（先端部）
特記なき限り（
Ｄ１０＠２００（チドリ）
とする。）

Ｄ１０＠２００以下

Ｄ１０＠２００以下

Ｄ１０＠２００以下

Ｄ１０＠２００以下

共通事項

ス ラ ブ リ ス ト (宿 泊 棟 ) ス ラ ブ リ ス ト (温 浴 棟 )

下端筋

上端筋

ＦＳ１ ２５０

Ｄ１３ ＠１５０

Ｄ１３ ＠１５０

Ｄ１３ ＠１５０

Ｄ１３ ＠１５０

下端筋

上端筋 Ｄ１０ ＠１５０

Ｄ１０ ＠１５０

Ｓ１０ ２１０

Ｄ１３ ＠１００

Ｄ１０ ＠１００

上端筋

下端筋

上端筋

下端筋

Ｄ１０ ＠１５０

Ｄ１０ ＠１５０

Ｄ１０ ＠１５０

ＣＳ１０

ＣＳ１１

２１０～１５０

２１０～１５０

Ｄ１３ ＠１００

Ｄ１０ ＠１００

Ｄ１０ ＠１５０

Ｄ１０Ｄ１３ ＠１５０

Ｄ１０ ＠１５０

雑配筋図参照

Ｄ１０Ｄ１３ ＠１５０ Ｄ１０ ＠１５０

Ｄ１０ ＠１５０ Ｄ１０ ＠１５０

Ｄ１０Ｄ１３ ＠１５０

KS1

2-D13

1-D13

D10@200

D10@200
イナズマ筋

150

L
2

L
2

1-D13
受筋

2-D13

1-D13

D10@200
イナズマ筋

宿泊棟 屋外階段 配筋詳細図　　Ｓ＝１：３０

1
8
0

KS21

D10@150
イナズマ筋

2-D16

1-D13

D10@150

D13@125

D16@125

D10@150

A

L
2

2
5
d

1-D13

1-D16
受筋

D10@150
イナズマ筋

2-D16

1-D13

2-D13-D10@150

D10@150

D13@150

　　Ｓ＝１：３０温浴棟 屋外階段 配筋詳細図

160

D10@150

L
2

2-D13

18
0

１８０～２００

ＫＳ２１

２１０

Ｄ１３ ＠１００

Ｄ１３ ＠１００Ｄ１３ ＠１００

Ｄ１３ ＠１００

Ｄ１０ ＠１００

Ｄ１３ ＠１００

Ｄ１０ ＠１００

Ｄ１３ ＠１００

Ｄ１０ ＠１００

Ｄ１３ ＠　７５　

Ｄ１０ ＠　７５

下端筋

上端筋

階段踊場 １８０

Ｄ１３ ＠２００

Ｄ１３ ＠２００

Ｄ１３ ＠２００

Ｄ１３ ＠２００

潮温泉施設建設工事



株式会社 沖本初建築設計事務所

一級建築士大臣登録第103472号 沖  本   初

No.

2-21-404 Tsurumi cho Naka ku Hiroshima, 730ｰ0045, Japan

TITLE

[A1版:原図 → A3版:50％縮小]一級建築士事務所広島県知事登録  16(1)第0241号

S-42 （Ｅ）

S=1:

構造設計担当：一級建築士事務所広島県知事登録第16(1)5162号　株式会社 坂田建築工学研究所
　　　　　　　一級建築士大臣登録第 335088 号 ／ 構造設計一級建築士第 9344 号　坂田憲彦

---中空スラブ標準仕様書

：最上階 隅角部

2
0
0
0

2000

2000

2
0
0
0

スラブ筋位置を微調整し切断しないようにするか、切断した
（電気ボックスとスラブ筋当たる場合）

－電気ボックス部－

a

－梁ぎわ配管－

パイプ径以下

（本数が多い時）
（径が大きい時）（径が小さい時）パイプを抜いた所に入れるパイプの上下に入れる

－パイプに平行する場合－

300mm程度の配管ルートを設ける配管禁止 配管禁止

パイプ径以下

ＮＧ

ＯＫ

W

WW
DD

D

ＯＫ

ＮＧ

D W

ＯＫ

ＮＧ

WW
D

ＯＫ

ＮＧ

－直交方向－

－主方向－

配管禁止部分

・段差周辺補強部（　　　　　部）に平行する方向には

主方向

直交方向

段差部

D＝スラブ厚

1000程度

3
0
0
程

度

D
以

上
D
以

上
D以上D以上

部分でも可とする。

部分の方が良いが

印は、配筋区分線を示す。

開口を設けられる範囲

（開口がパイプ幅外）
補強筋を要しない。
スラブ筋を切断しない場合は
　（開口がパイプ幅内）

L2

スラブ筋
補強筋スラブ筋

・開口幅≦パイプ幅のとき

　ある場合は、スラブ筋とのあきをとること。

・設計図に指示がない開口に適用する。

切断される鉄筋

切断される鉄筋
補強筋

L
2

L2

補強筋

補強筋

D
開口面パイプカット

a-a断面

・パイプは開口面からD（スラブ厚）控えて割付ける。

割付要領

補強要領

D
開

口
面

aa

面
口
開

面
口
開

DD
パイプカットパイプカット

１２．最上階隅角部の補強筋要領

１０．仮設開口

９．開口割付・補強要領

・切断される鉄筋の総断面積（本数）以上を左右に振り分けて
　補強筋として配置する。（上端、下端共）

・開口補強筋は開口きわに配筋する。開口きわにスラブ筋が

・鉄筋本数の多い場合は鉄筋径を大きくし本数を少なくしてよい。

D

・配管の集中する部分はパイプをカットして
配管スペースを作る。

　原則として設備配管をしてはならない。
　ただし、直交する方向は配管しても良い。

１１．中空スラブ内設備配管

－パイプに直交する場合－

　・長方形開口は原則としてパイプ方向に向ける。
　 （パイプ方向と直交する場合は、ウェブ部分の
　　切断が多くなるため補強筋量が多くなることを

　・断面部は傾斜をつけるか又はＥＸＰメタル等で
　　付着性能を確保する。
　・補強筋は「９．開口補強要領」によること。

中空スラブ標準仕様書

補強筋は梁へ20ｄ定着する

　　考慮すること）

１３．梁際の中空スラブ配筋要領

Ｖｅｒ：KH.010.001.A

　（別途指示がある場合は、それに従うこと。）

開口面

開口面

開口面

パ
イ
プ

カ
ッ

ト

　但し、各々の補強筋は片側1-D13以上とする。

場合は切断分を重ね継ぎ手としてスラブ筋を設けること。
但し、監理者の承諾により、1/6勾配にて折り曲げも可とする。

※配筋区分線の表記が無い場合は、
梁際からLx/6の位置を示す。

L2

L2

L3

0～350

L2

h

L

L3

0～350

（４）段差 h≦100、かつ L≧(2/3)B

L3

0～350

L2

B

８．大梁定着配筋要領

（１）通常

（３）梁の増打がある場合

（６）片持ちスラブ

（注）梁内定着も可とする

L3

L2

0～350

（２）逆梁

（片持ちスラブ）

0～350

25d

※h＞100の場合は、監理者の指示によること。

h

L

L3

100以上

（５）段差 h≦100、かつ 0≦L<(2/3)B

B

h

L

L3

〈b〉段差 50<h≦70

B

h

L

L3

〈c〉段差 70<h≦100

B

段差面

L2

段差面

L2

段差面

L2

250以上

0～350

0～350

0～350

L1

スラブ下端筋の位置まで伸長

400以上

L1

スラブ下端筋の位置まで伸長

1

2

※パイプの控え位置は、　と　 の大きい方を採用1 2

1

2

1

2

〈a〉段差 50 ≧h

上端筋と同等以上配筋

上端筋と同等以上配筋

梁際なし
梁面

L≦100

L

梁際なし
50～100

梁面 L

100＜L≦200

梁際 1-D13

梁際 1-D13

L：梁面から第１鉄筋まで

梁面

200＜L

L
梁際 2-D13

50～100

梁際 2-D13

・ (社)公共建築協会「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）」

中空スラブの施工は下記に示す内容に準ずること。

４．仮設支保工

５．中空スラブ標準構成図

・ 日本建築学会「鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説」
・ 日本建築学会「建築工事標準仕様書・同解説 ＪＡＳＳ５ 鉄筋コンクリート工事」

３．中空スラブの施工

15d15d

下
端

上
端

1
5
d

1
5
d

15d15d

配筋区分線６．配筋要領図・余長

パイプ及びその他の部材は（株）栗本鐵工所の仕様とする。

SECC　相当品JIS-G3313

JIS-G3302 SGCC  相当品
パイプ

規格および材質材　　質部　材　名　称
２．使用部材

１．適用範囲

名古屋

大阪（本社）問い合わせ電話番号 06-6538-7708

052-551-6934
中国 082-247-4134

・ 本設計図面は株式会社栗本鐵工所の鋼製ワインディングパイプ使用（以下パイプ）を
前提として設計されたものであり、他メーカーのパイプに適用することはできない。

　 に適用する。
・ 本仕様は鉄筋コンクリート造又は鉄骨鉄筋コンクリート造の建築物の中空スラブ工法

監理者の許可無くパイプ割付を変更しないこと。

　　支保工bを除去できる。
　　様にし、打設階スラブ（k層）が上記の（2）を確認したうえ、

（４）スラブ下の支保工を早期取り外しすると、有害なたわみの

　　原因となるので留意のこと。

（１）支保工の盛り替えは、行わないこと。

（３）多層の場合には、支保工二層分で打設階のスラブを受ける

　　（コンクリート打設4週間以上が望ましい。）

　　構造計算により十分な安全が確認されるまでとする。
　　ートの圧縮強度が得られたことが確認されるまでとするか、

（２）支保工の存置期間は、設計基準強度の100％以上のコンクリ

k層

j層

i層

h層

（k層の設計基準強度100%以上→除去可）

（j層の設計基準強度100%以上→除去可）

東京 03-3450-8558

　 パイプ寸法・鉄筋かぶり・スペーサー筋有無

中空スラブ断面図等を参照のこと。

符　号

１ パイプ

名　　　称

２ 番線

３ 受金物

４ 受台

５

スラブ筋６

型枠

７

８

ウェッジ

スペーサー筋

　 スターラップの有無等は、別途スラブリスト、

＊ 左図は構成図例を示す。従って、詳細構成

亜鉛めっき鋼板

・ 各項に対して別図などで詳細指示がある場合は、それに従うこと。

配筋区分線

配筋区分線

配
筋

区
分
線

配筋区分線

配
筋

区
分

線

東北 022-227-1646

（５）上記以外については、ＪＡＳＳ５（日本建築学会）に従う。

支保工a

支保工b

打設階

区間境界

PP

ウェッジ方式：オーバルタイプ及びパイプ径375φ以下

Ｐコン方式：パイプ径400φ以上

D

12

３ ４ ５

６

８

７

６区間境界

D

P P

止めボルト10

ＫＫ座金

Ｐコン

9 スチールバンド

11

12

ホームタイ13
７

9 ６
1

10
11

13

12８ ４

７．段差部配筋要領図

・d は鉄筋の呼び径とする。
・補強筋までは各々のスラブ配筋を行う。

・各部寸法は設計図に依る。

補強筋、STRの配筋は、監理者の指示に従うこと。

・※２印の定着長さは40d（L2として

・定着長さは鉄筋交点からの長さとする。
・※１印の継手長さは40d（L1として
　もよい）かつ5h1,2以上とする。

　もよい）以上とする。

h ≦150mm1

1

1
h ≦150mm2

2
2

1

※２

※２ スターラップ

1

※３

1

h ＞150mm1

1

h ≦150mm1

1

h ≦50mm11
6

2

h ≦150mm のため下端筋は※１2

ｔ
h

※１

※１

h +t以上

h
　

h
　

h
ｔ

※２

※２

h
ｔ

※３

h +t以上

h
ｔ

※１

h
ｔ

h
　

15d以上

15d以上

・※３印の定着長さは40d（L2+5dと

　してもよい）以上とする。

ａ≧100；2本
ａ＜100；1本

補強筋

主方向の補強筋 直交方向の補強筋

下図に従い、別途補強を行うこと

スラブ筋ピッチ

補強筋1-D10

スラブ筋ピッチ

調整すること。
・実際のパイプ配置に応じて補強筋の位置を

　又、別途指示がある場合は、それに従うこと。

補強筋1-D10

端部の上端筋は、主方向、直交方向共、補強範囲まで延長し

（６）上記記載なき支保工計画については、監理者の承諾を得ること。

潮温泉施設建設工事
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中空スラブリスト、配筋要領図、断面配筋図 S=1:---

中空スラブリスト 注記）W.P.はワインディングパイプを示す1:30

主方向

中央

φ200×100@325

端部

直交方向

中央端部

BB CA

全断面

C A

3-D13

2-D13

2-D13 1-D13

VS1

1-D13

2
5
0

325 325

2-D13

位置 

W.P.

方向 

断面 

上端筋

下端筋

記号 

2-D13

2-D13

全断面

主方向 直交方向

全断面

2-D13

2-D13

VS1 段差部（水廻り）

325325

2-D13 2-D131-D13

2-D13

325 325

Ｐは、パイプピッチ　Ｄは、版厚　を示す。

区間境界

D

スラブ筋

Ｐ

7
5

3
0

7
5

3
0

型枠 受台

内リブ鋼製
ワインディングパイプ

番線

ウェッジ

受金物

スペーサー筋
＠１０００程度

Ｐ

200 x 100325

パイプ径ＰＤ

＊

中空スラブ断面図

備　　考

・ パイプは栗本鐵工所製定尺パイプ(300ピッチ)とするが、場合により任意長さ追加も可とする。

・　 図はウエッジによる受台固定を示す。監理者の承諾を得て固定方法を変更してよい。

250

主方向　段差部　配筋要領図 直交方向　段差部　配筋要領図

（水廻り部）

直交方向上端筋

主方向上端筋

ｔ
ｈ
1

Ｄ

直交方向下端筋

主方向下端筋

補強筋

Ｄ ｈ
1

直交方向下端筋

主方向下端筋

直交方向上端筋

主方向上端筋

パイプ

ｔ

W

40d

40d

40dかつ5h2以上

40d

40d

パイプカット範囲 段差面550以上

W

パイプカット範囲 段差面550以上

段差部配筋要領（1）

一般部版厚

段　　　差

D

t

h1

＊　鉄筋の本数はスラブリストを参照

ア　ゴ　幅 W

SL

1-Ｄ13
1-D13

補強筋

1-D13

補　強　筋

補強筋
1-D13

補強筋

中空スラブ上端筋範囲

段差スラブ下端筋範囲

中空スラブ上端筋範囲

段差スラブ下端筋範囲

250

180

390

1-D13

E　区間

40dかつ5h2以上

h
2

h
2

段　　　差 h2

250

180

400

1-D13

段差部配筋要領（2）

主方向　段差部　配筋要領図 直交方向　段差部　配筋要領図

直交方向上端筋

主方向上端筋

ｔ
ｈ
1

Ｄ

直交方向下端筋

主方向下端筋

補強筋

Ｄ ｈ
1

直交方向下端筋

主方向下端筋

直交方向上端筋

主方向上端筋

パイプ

ｔ

W

40d

40d

40d

40d

40d

パイプカット範囲 段差面550以上

W

パイプカット範囲 段差面550以上

一般部版厚

段差部版厚

段　　　差

D

t

h1

＊　鉄筋の本数はスラブリストを参照

ア　ゴ　幅 W

SL

1-Ｄ13
1-D13

補強筋

1-D13

補　強　筋

補強筋
1-D13

補強筋

中空スラブ上端筋範囲

段差スラブ下端筋範囲

中空スラブ上端筋範囲

段差スラブ下端筋範囲

40d

h
2

h
2

段　　　差 h2

40d40d

受梁ねじれ補強要領

補強筋

B x D 大梁リスト参照

※1

※2

4-D13

4-D16

補強筋

L2B

D

※　補強筋は通し筋とする

B

D

ねじれ補強筋 腹筋

※ねじれ補強筋と腹筋の本数が異なる場合は、上図による。

※ねじれ補強筋は、腹筋を兼用して良い。

※補強筋は柱にL2定着させること。

（凡例）

配筋

補強筋

腹筋

補強筋

腹筋

※3 4-D19

2-D13@3251-D13@325

2-D13 @325 2-D13 @3252-D13 @325

3-D13@325

2 3

1500

中央端部

1-D13 @325 2-D13 @325

2-D13 @325 1-D13 @325

SL

2
5
0

直交方向
15d

H G

6000

1575 1500@325 x9 = 2925

15d15d15d15d

2-D13 @325 2-D13 @325

2-D13 @325

1-D13 @325

1-D13 @325

2-D13 @325

2-D13 @325

1-D13 @325

1-D13 @325

2-D13 @325

中央端部

3-D13 @325 3-D13 @325

主 方 向

SL

2
5
0

1-D13 @3252-D13 @325

VS1 断 面 配 筋 図　　1:30 ワインディングパイプφ-200×100

注2）　スラブ筋の定着要領は、中空スラブ標準仕様書参照

注1）　断面位置は、割付図参照

注3）　梁際配筋については中空スラブ標準仕様書13.を参照

1-D13（注3）

1-D13（注3）

1-D13（注3）

1-D13（注3）

1-D13（注3）

1-D13（注3）

（注3）

（注3）

2-D13 @325

3-D13@325

1500 3000

6000

1
8
0

325

・  ＊  屋外に接する場合、鉄筋かぶりを40ｍｍとし、上端筋が屋外に面する場合はスペーサ筋は設けないこと

＊
＊

200

130120

単位（mm）

ＦＬからの段差 210 220

ＦＬからの段差

E,F E,F

F　区間 （水廻り部）

220

250

180

1-D13

270

250

180

1-D13

250

180

430

200

130

単位（mm）

350

段差梁タイプとする場合

2

1

※２

※２ スターラップ

h
　

h
ｔ

※２

※２

15d以上

15d以上

・※２印の定着長さは40d（L2としてもよい）以上とする。

190

段差部版厚

上下補強筋：4-D16

スタラップ：□-D13@150（フック形状に注意）

※３

※３

・※３：鉄筋先端はフックを設けること（直接定着不可）。

上下補強筋
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2  階ボイド伏図

2  階ボイド伏図 1:100
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C

C

A

A
B

B B

B

B B

B

C C C C C

CCCCC C

A

A

A A A A

A

A

A

A A A

A

C

A

B B

A

E E

E

6000

1 98765432

6000 6000 6000 6000 6000 6000 6000

C

※2

※1

※2

※2

※2

※1

※2

※1

※2

※1

※2

※1

※2

※3 ※1

※2

※
1

※
1

※
3

※
3

在来在来 在来 在来 在来 在来

在来在来在来

在来
在来

在来

在来 在来

  　　は主方向を示す

特記なき限り

　　は水廻り段差位置（SL-210 D180）を示す

  　　はパイプ径φ200×100を示す
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